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			ギルドのチートな受付嬢⑤

			夏にコタツ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・サトモトアイ（REVOdesign）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			序章

			第１章　エルフの里

			第２章　はじめての放浪

			第３章　森の家

			第４章　旅立ちの日。そして、

			終章

		

	
		
			序章

			　

			「わぁー」

			　石(いし)畳(だた)から顔を覗かせる花、風に波打つなだらかな丘陵、遠くに見える連峰。

			　流れる景色の全てが輝いて見えるのだろう。

			　感嘆の声を漏らしながら身を乗り出すハクの身体を、イリアは苦笑しながら支えていた。

			　彼女たちが乗る馬車はガタガタと僅(わず)かに揺れるが、それをハクが気にする様子はない。

			「珍しいね。イリアちゃんが街の外に行くなんて」

			「……そうですね」

			　御者の男性の言葉に、イリアは少し自嘲を混ぜて肯定した。

			　ギルドで働き始めて以来、たまに街の外に出ることはあっても、他の街に出かけることは一度もなかった。

			　それはイリアが自らに課した戒めに因(よ)るところが大きい。

			　しかし先の使徒との問答を以って、不自然な騒動に巻き込まれることはないだろうと判断した彼女は、あることを思い立ち、今に至る。

			「そうだよねえ。聞くわけじゃないけど、よっぽど大事なことなんだろうね」

			　引き籠(こも)りが外に出たからといって、そこまで大げさに考えるほどのことでもない。

			　思いのほか深刻そうに言った男性に、イリアは苦笑した。

			「大(だい)事(じ)ですけど、大(おお)事(ごと)ってわけじゃないですよ」

			　それは、先に交わした約束の一つ。

			「ただの、墓参りですから」

			　その声音にいつにない哀愁を感じて、男性は「そっか」とだけ返して手綱を握りなおした。

			　親近感、といえばいいのだろうか。

			　どこか浮世離れした印象を持つ少女。そんな彼女に故人に思いを馳せる人間臭さを感じて、少し嬉しくなった。

			　そんな男性を他所に、未だ興奮さめ止まず目を輝かせているハクが、目についたものの名をイリアに訊ねては、答えを聞いて「すごいすごい」と感動する。

			　ただ効率だけを求めるなら、使い魔を召(しよう)喚(かん)した方があらゆる面で優れている。

			　それでも馬車や船を使うことを選んだのは、それがハクにとっていい経験になると考えたからだ。

			　こうして喜びはしゃぐ様子を見れば、それは間違いではなかったのだろう。

			「楽しい？」

			「うん！」

			　即答したハクは、はっと何かに気付き、イリアに顔を向ける。

			「イリアのときはどうだったの？」

			「私の時？　私の時かぁ……」

			　思い返そうとして、イリアは自嘲ともつかない苦笑を浮かべた。

			「楽しくはなかったかなぁ」

			「えー」

			　今その胸に抱いているような、楽しい話が聞きたかったのだろう。

			　少し不満そうにするハクを撫(な)でて、流れる景色を見遣る。

			　

			　街の外……エルフの里の外に初めて出た時のこと。

			　

			　記憶を辿(たど)ると、どうしてもそこに至るまでの経緯も思い出してしまう。

			　最終的に行き着いた、一番初め……光に出会った時のこと。

			　そこから少しだけ記憶は進み、この世界で初めて目を覚ました時のこと。

			　

			　まるで走馬灯のように、イリアの脳裏でそれらの記憶が映像を結んでいく。

		

	
		
			第１章　エルフの里

		

	
		
			　眩(まぶ)しい光を感じて、〝彼〟は顔を顰(しか)めた。

			　光を遮(さえぎ)ろうと手を翳(かざ)そうとするが、体が上手く動かなくてそれも叶わない。

			「ぁんあ」

			　声を出すと、それは上手く言葉にならなかった。

			　舌足らずというか、舌が思い通りに動かない感覚。

			　舌や腕だけではない。

			　筋肉が機能しない。

			　脳からの指令が上手く行き届かない。

			　行動一つ一つがそんな調子だった。

			　光が収まったのを感じて酷(ひど)く重い瞼(まぶた)を何とか持ち上げると、そこには知らない風景が広がっていた。

			（こういう時って、普通天井とかが見えるんじゃないの？　そんで、横を見ると美少女がいたりとか）

			　そんなことをぼんやりと考えていた彼は、唐(とう)突(とつ)な光で現実に引き戻された。

			　折角頑張って目を開いたというのに、その光度でまた瞑(つむ)る破目になる。

			（もう少し情報が欲しかった……っていうか眩(まぶ)しいよ！　いい加減収まってよ！）

			　彼の願い空しく、瞼(まぶた)越しには依然として強い光を感じる。

			「――、――！」

			「!?　――――!?」

			　なにかが聞こえた。

			　二人ともかなり動揺している様子だが、片方は淡々とした説明、片方は怒鳴り散らしてるようにも感じる。

			　もしかして日本語じゃない？

			　そう考えた矢先のことだった。

			「――Ihreコハ、カミニエらばれたそん在なのかもしれません」

			「ならばなんだと言うのだ！　我が子を族長に差し出せとでも言う気か!?」

			　いつの間にか、普通に聞き取れるようになっていた。

			　それはそうと、どうやら両者は喧(けん)嘩(か)をしているようだ。

			　喧(けん)嘩(か)はよくない。そう言おうかと思った彼は気付いた。

			　ようやく気付いた。

			　

			〝我が子〟。

			　

			　――自分が、転生したことに。

			　

			　あの光が言っていたことは真実だった。

			　当然それをすんなりと受け入れられるわけもなく、半ば呆然としていると、光が止んでいくのが分かった。

			　再び頑張って瞼(まぶた)を開くと、目の前にあったのは半透明の柱。

			　彼の知識の中で例えるとすれば、クリスタル、だろうか。ただ、このクリスタルは白濁してるわけではなく、土っぽい茶色の光を纏(まと)ってる。

			「ぅ、あ」

			　つい触ってみたくて手を伸ばしてみるが、あまりに腕が短くて全然届かなかった。

			　触るのを諦(あきら)めて周囲に目を向けると、ここがドーム状の土の中であることが分かった。

			　現在の場所に至る経緯を知らない彼の、天井に木の根が突き出している様からの予想だが、その予想は間違っていなかった。

			　ただ、今の視界で予想、判別できるのはこの程度の情報でしかなかった。

			　顔を動かせるかな、と思った矢先。

			「いい加減にしなさい。結晶柱を通して、神は我々を見ているのですよ」

			　すぐ近くで声がして、彼の視界は身体ごと１８０度回転した。

			　自身を抱く人物が向き直ったことで、視点が移動した彼の目の前に現れたのは、金髪碧(へき)眼(がん)の女性。切れ長の目に、人形のような色白の肌。

			　なにより特徴的なのは、その長い耳だろう。

			「えうう！」

			　エルフ、とつい叫んでしまったあとですぐに後悔した。

			　赤子がいきなりそんなことを叫べば、どんな印象を与えるか分からない。だから今回ばかりは、声にならなくて良かったと胸を撫(な)で下ろす。

			　目の前のエルフの女性は、彼が挙げた声をただの雄叫びだと思い、慈(じ)愛(あい)溢(あふ)れる微(ほほ)笑(え)みを浮かべるだけ。

			　エルフは美人だ、と嘆息するのも束の間。

			　そこで彼は大事なことを思い出した。

			　こうして転生したということは、あの空間で見聞きしたことは全て夢ではなかったということになる。だとすると、自分は女性に転生してしまったんだろうか。

			（こんなに綺(き)麗(れい)な女性がいるのに、俺には万が一の可能性もないなんて……）

			　一人絶望する彼を、エルフの女性は抱きかかえた。

			（誰だ。エルフが貧乳だなんて言った奴は。今すぐここにきてこの女性に謝れ！）

			　そんなふうに取り乱すくらいの柔らかさを感じながら、彼はドームの外に連れ出された。

			　ドームの外は、青々と生い茂る一面の木々。

			　縄文杉も真っ青というほどの巨木が群生していた。

			　少し不思議だったのが、木漏れ日のようなものがなかったこと。

			　それを除けば、心が休まる雰囲気の空間だった。

			「テレンティア様」

			　声に反応して視線を下げると、遠くから女性エルフが近づいて来るところだった。

			　すぐ横に支える人がいるところを見ると、病弱な人なのかもしれない。

			　そんな人がこんなところに何の用だろう、と眺めていると、

			「先程の光は……イリアが祝福を受けられたということでしょうか」

			「ええ。その通りですよ、アンナ。貴方の子は、神からよほど愛されているようですね」

			　彼を抱く女性……テレンティアの言葉に、目の前まで進み出たアンナは安(あん)堵(ど)の息を零(こぼ)した。

			　この薄幸そうな美女エルフが自分の母親らしい。支えている人がいるのは、産後間もないからだろうか。

			（……っていうか、安静にしとかないとダメでしょ！　魔法か!?　魔法で回復したんですか!?）

			「テレンティア様、イリアをこちらへ」

			　声がしたと思えば、まるで奪い取られるように男性エルフに抱きかかえられた。

			「キリルさん！　長老に対し、なんて無礼なっ……！」

			「無礼は謝罪する。アンナ、帰るぞ」

			「キリル、どうしたというの……？」

			　あれよあれよという間に森を進み、一本の巨木の中へ。木の内部には居住空間が広がっており、彼は小さなベッドのようなところに寝かされた。

			　他にも穴の開いた巨木があったところを鑑(かんが)みるに、エルフは巨木の中を切り抜いて家にしているようだ。

			「キリル……祠(ほこら)で何があったの？」

			「……奴らは、イリアを族長どもに預ける気だ」

			　キリル……彼の父親にあたる男性は、絞るように声を発していた。

			　族長ってなんだろう。

			　そんな疑問が浮かんでも、声に出さずに耳を傾ける。

			「で、でも、それはとても名誉なことじゃない」

			「俺たちが！　……俺たちが、どれだけ子供を望んでいた？　この子を奪われるというなら、俺は……」

			「キリル……」

			　のっけから重い話を聞かされてしまった。

			　その雰囲気に飲まれるように心が重くなるが、今のやり取りで一つだけ分かったことがあった。

			　――俺、かなり愛されてるみたいだ。

			　素直に嬉しく思う。

			（イケメン爆ぜろなんて思ってごめんね、キリルさん……いや、お父さん）

			　手を伸ばし、頬に手を添える父親に、彼はできる限りの笑顔を返した。

			　父親は赤子の顔を見て一瞬呆然とした後、がばっと抱き上げる。

			「イリア……！　お前は父さんが守るからな……！」

			「ふふ。あなた、イリアが吃驚(びつくり)してるわ」

			「す、すまん……」

			　あったかい。

			　そう感じて、彼はこの家族を愛そうと……大事にしようと心に誓った。

			　

			　

			　場所は移り、ウィンディア族長連邦。

			　そのエルフ自治区の一画で、一人のエルフが部下から手紙を受け取った。

			　エルフの名はディオーティマ。

			　自治区における上位意思を決定する族長たちの、一席を担う女性エルフである。

			　手紙の内容を確認した彼女は、一呼吸置いてからもう一度手紙に目を通す。

			　内容は、連邦の自治区が預かるにたる子供の候補について。

			　届けられる族長は特に決まっていないが、族長と誼(よし)みを結びたい者や、既に誼みを持つ者が殆どだ。

			　そしてそれは、候補を斡(あつ)旋(せん)した族長が発言力を増すことに繋がり、送り出す里の長が自治区の末席へと昇格する近道とされているのが現状だ。

			　今回の場合ディオーティマと送り主である山間の里の長、テレンティアは既に誼みを持つ者。

			　だが、記された内容はその常から外れていた。

			（両親の反対の意志が強く、里に悪影響を及ぼす可能性が高い……ですか）

			　ならば止む無し、と判断したディオーティマは、返信に保留の旨(むね)を認(したた)めた。

			　他の族長であれば、「何を馬鹿な」と彼女たちの正気を疑い、罵(ののし)り詰(なじ)るだろう。

			　だが、懸(け)念(ねん)材料があるのだから仕方ない。

			　そう結論付けて、ディオーティマは部下に手紙を配送するよう手配した。

			　それから八年の歳月が流れ、場所は再びエルフの里へ。

			　

			　イリアスティア・ツァーベル。

			　それが転生した彼……もとい、彼女の名前。

			　彼女が住む里の名前は〝山間の里〟。エルフの里は〝砂漠の里〟〝泉の里〟〝渓谷の里〟を加え、全部で四つ。固有名詞はない。

			　そして、それぞれの里は、始祖である人神の遺産と結晶柱を守護する役目を担ってる。

			　彼女が最初に見たクリスタルがまさにその結晶柱であり、属性は土。

			　世界に土の因(いん)子(し)を放出する役目を持つ。

			　因(いん)子(し)とは、世界を形成する要因。

			　火の因(いん)子(し)は世界を温かくし、寄り集まると火になる。水の因(いん)子(し)は逆に世界を冷やし、寄り集まると水……最も一般的な例を挙げれば、雨になる。

			　土の因(いん)子(し)はある程度集まると土になり、更に集まることで金属を形成する。

			　風の因(いん)子(し)はそのまま気流をつくり、世界樹から生まれる三要素を世界に循(じゆん)環(かん)させる。

			　世界樹とは、魔素、精素、光素を齎(もたら)す世界の根幹。世界には三本の世界樹があり、三要素の放出を三本が別々に行うことで、世界中に満遍なく広めている。

			　まさに世界を支える大樹である。

			「……ふぅ」

			　彼女……イリアは一息吐いてノートを閉じた。

			　ノートの内容は、学校で学んだことを纏(まと)めた物。

			　教師の話は、前世でファンタジーが大好きだった彼女にはとても面白い内容だ。

			　ただ一つだけ問題があるとすれば、無駄に長いこと。

			　先程のように要点だけを抽出するのも一苦労だった。

			「イリアは真面目だね～」

			　がばっと後ろから抱きつくように覗き込んでくるクラスメイト。

			　しかも女子である。ぐへへ。

			　と、そんな胸中はおくびにも出さず、冷静に対応する。

			「そんなんじゃないよ。忘れてそうだったから見直してただけ」

			「またまたぁ～。また勉強教えてよ！」

			「いいけど……今度途中で逃げたら分かってるよね？」

			「うっ……」

			　じゃれついて来る友達を往なしていると、男子たちが羨(うらや)ましそうに眺めてるのが見えた。

			（ふはは！　羨(うらや)ましかろう！）

			　そんなことを考えていても、表に出すことはできない。

			　友人にドン引きされて距離を置かれるから、という理由は勿論あるが、それに加えてもう一つ。

			　イリアスティアは優等生、というイメージを壊してはいけないからだ。

			　本音を言ってしまえば、面倒くさいから取っ払ってしまいたい。

			　しかし下手なことをすると母親や家族の期待を裏切ることになるため、それも難しい。

			「イリアー、ラザーリ先生が呼んでるよー」

			　名前を呼ぶ声に我に返ると、別のクラスメイトが教室の入り口で呼んでいた。

			「わかったー」

			　ノートを机にしまい、教室を出る。

			　枝を伝って幹に入り、螺(ら)旋(せん)階段を上って四層目の枝に出ると見えてくるのが職員室だ。

			「失礼します」

			「おー、こっちだイリア」

			　扉を開けて職員室に入ると、すぐに担任に呼ばれた。

			「なんですか？」

			「えっとな、解放の儀式っていうのは知ってるよな？」

			「……はい」

			　解放の儀式。

			　それは、エルフの子が生後間もなく結晶柱を通じて神から授かった力を、自身の意思で使えるように引き出す儀式のことだ。

			　イリアが聞いた感触では、潜在スキルを全てレベル１の状態に覚(かく)醒(せい)させ、習得傾向を明確にするのと同時に、取得速度を速めるための儀式、といったところか。

			　覚(かく)醒(せい)されるスキルの中には当然魔術スキルも含まれており、魔法を習うための儀式という側面が強いようだ。

			「それに、お前を参加させようっていう話が出ててな」

			「えっ……でも、それって高等部に上がってからじゃ……」

			「そう。特例ってやつだな」

			　高等部は十五歳から入る学校で、今の彼女は初等部。今年で八歳となるイリアは、あと七年は魔法の勉強をできないはずだった。

			　家にあった魔術書を読もうとして叱られてからは、家族を怒らせるわけにはいかないと思い見て見ぬ振りしてきた。そんな彼女にとって、この話は願ってもないことだった。

			　授業としてなら、きっとお母さんたちも認めてくれる。

			　そう思ったイリアは、一も二もなく先生に頭を下げた。

			「よろしくお願いします！」

			「一応、ご両親の許可を貰えよ。ほら、この書類にサインを貰ってこい」

			「ありがとうございます！」

			　イリアは担任から奪い取るような勢いで紙を受け取り、職員室を飛び出した。

			　教室に戻ると、数人が一(ひと)纏(まと)まりになって何かを話し合っていた。

			　そのうちの一人の女の子が、イリアを見つけてブンブンと手を振る。

			「あ、イリア戻ってきた！　これから――」

			「ごめん！　うちに帰らなきゃいけないの！」

			「えー！」

			「そんなー」

			　友達に手を振りながら机のカバンを手に取り、イリアが教室を出ようとした際、ちょうど入室しようとした子にぶつかってしまった。

			「ご、ごめん、大丈夫？　って、シモンか」

			「僕だったらいいのかよ！　……ったく。イリア帰るの？」

			「うん」

			「じゃあ僕も帰ろ」

			　シモンは隣の家に住んでいる。所謂(いわゆる)、幼馴染だ。

			　前世の感覚的には十分美少年なのだが、美少年の中ではパッとしないというなんとも残念な子。ついでに言ってしまうと、成績も残念な子で、よくイリアに勉強を教わっていたりする。

			　それが周囲にはどう映っているかといえば、

			「んだよー、夫婦そろって付き合いわりーぞー」

			「アツアツだねぇ～あははは！」

			「ちょっと、やめなよー」

			　概ね、このように茶化される要因になっていた。

			（同じ子供でも、エルフならもう少し理知的だと思っていた時期が私にもありました）

			　子供は子供。

			　大人になるにしたがって彼女の考えるエルフらしくなっていくというのだから、やはり環境って大事らしい。

			　ふと気が付くと、シモンが顔を真っ赤にして俯(うつむ)いていた。

			　うぶですね。

			　精神的に年の離れた彼女から見れば、そう思ってしまうのも無理はなかった。

			「シモン、気にしなくていいよ。行こ」

			「あ、うん……」

			　シモンの手を取り、彼女たちは学校の巨木を後にした。

			　

			　家に帰り、イリアはさっそく母に書類を渡して許可を貰おうとした。

			　……が。

			「いけません」

			　と一(いつ)蹴(しゆう)されてしまった。

			　当然、イリアとしては食らいつくしかない。

			「どうしてですか!?　先生方は……！」

			「まず教養を身に付けなさい。魔法と違い、知識や振る舞いは長年の積み重ねが大事なのですから」

			　もはや微分積分も思い出せるか危うい身としては、積み重ねが大事という言葉は耳が痛い。

			「で、でも、魔法だけに集中するわけじゃありませんし……」

			「なりません」

			「……はい。ごめんなさい……」

			　取りつく島もなかった。

			　母の思い描く理想の女性エルフ像は、品行方正にして清(せい)廉(れん)可(か)憐(れん)。

			　エルフの命題……遺産や結晶柱の守護者として生きるためには自衛の力は必要になるはずなのだが、そんなものは不要だと言わんばかりにその理想をイリアで体現させようとしている。

			　そのせいか、最初に「俺」と言ってしまった時は酷(ひど)いものだった。そんな野蛮な言葉を女の子が使うものではないと激高し、ついには「俺」と言ってしまった日は食事抜きというルールができてしまう始末。

			　言葉遣いだけでなく、振る舞いにしても同様だ。

			　初等部入学当時、喧(けん)嘩(か)を仲裁しようとした際に殴られそうになり、思わずカウンターを食らわしてしまったことがあった。

			　その時には、

			　

			　――女の子が手を出すなんて野蛮です！

			　

			　なんてことを言われた。

			　なら黙ってやられればいいのか、と言いたくなったが、イリアは堪えた。

			　自分のことを思って言ってくれているのだと、分かっていたからだ。

			　大事に思ってくれているのだから、彼女自身もそれに応えたいと思っている。前世でできなかったことでも、この身体でならできると思うから。

			　だからイリアは、この八年間、父や母の望む子供でいるように努めてきた。

			　とはいえ、家ですることと言えば、勉強と家事ばかり。

			　この八年間で里にある閲(えつ)覧(らん)可能な大抵の書物は読んでしまい、家事に関しても大抵のことはできるようになった。

			　それもこれも、生まれる前に付加させたチートのおかげだ。

			　光とのやりとりで、ありとあらゆるスキルを付加されたイリアだが、最初からスキルレベルがカウントストップしてるわけではなかった。使わなければ上達しないのは他者と同じ。

			　同じとはいっても、どのスキルに関しても【天才：Ｓ】スキルが適用されるため、通常のスキル所有者よりも成長が速い。加えて上限が取り払われていることもあり、やればやるほどスキルレベルは上昇していく。

			　問題なのは、その上昇にイリア自身の意思が反映されないことだ。

			　ある種のゲームのように、レベルアップで得たスキルポイントを割り振ってスキルレベルを上昇させるわけではなく、スキルを使った経験値が、そのままスキルレベルに加算されていく状態だった。

			　そんな中で、ウインドウが出てくるわけではないが、スキルのオン・オフを意識的にできるのは幸いだった。そうでもなければ、神童か化物扱いされていただろう。

			　スキルの覚え方も彼女の予想とは違い、何か行動しなければ覚えることができなかった。

			　例えば、【調理】スキル。

			　これは料理をしなければ発現しないスキルで、他のスキルも該当する行動を取らなければ発現することはない。

			　折角全てのスキルを持っていても、行動しなければ無駄になってしまうということだ。

			　ただし、この【調理】スキルも行きすぎると中毒性を持つようになってしまうため、使うタイミングや加減が必要になる。

			「……家の中で上げられるスキルは殆ど上げちゃったしなぁ～……」

			　魔法や格闘系が禁止されていることもあり、どうしてもやれることは限られてしまう。

			　ベッドに仰(あお)向(む)けになって倒れ込むと、妙な感覚が脳裏を過った。

			　立ち上がって鏡の前に立つと、目視した者の情報を表示する【神の目】によって、彼女自身の能力が顔の左付近に表示される。

			　項目をめくるように開いていくと、更新していたのは【気配遮(しや)断(だん)】スキルだった。

			　先程の感覚は、隠れ潜むレベルが上がったもののようだ。

			　天才ってすげぇ。

			　不意に気になって扉を見ると、直後にノックの音が聞こえた。

			「夕飯の時間よ、イリア。お父さんたちを呼んできて頂戴」

			「わかりました」

			　母の声に答え、何となく鏡に視線を戻すと、今度は【気配察知】スキルのレベルが上昇していた。

			　自分の才能が怖くなる。

			（……チートだけどね！）

			　

			　

			　夕飯の前となると、父は西の森でユーリの特訓をしてる頃だ。

			　ユーリは彼女の弟で、今年六歳になる初等部の一年生。

			　イリアの時は四半世紀近くかかったが、今回はたったの二年。

			　父と母の頑張りは彼女もよく知っていたので、ある意味、すぐに身(み)籠(ごも)ってくれて嬉しかった。

			　一方で、本当は妹が良かったな、と思ったことはある。

			　女の子であれば、イリアへの期待が逸れ、上手くいけば全て任せられるかも、という狡(ずる)い考えがあったからだ。

			　勿論、妹なら思い切り可愛がることができる、という想いもあったのは言うまでもない。

			　だが運命とは残酷なもので、両親は男の子が生まれたことで更にイリアを争い事から遠ざけるようになってしまった。

			　そして、ユーリにはイリアに向けられない期待を背負わせることになる始末。

			　その結果が、五歳から始めている武術の稽古だった。

			　

			　――お前はお姉ちゃんを守らなければならない。

			　

			　どれだけ私が大事なんですか、お父さん。

			　よく分かっていないだろうに、「あい！」と元気よく返事をした弟を可愛く思うが、正直物心つく前から言い続けるのは洗脳と変わらない。

			　そんなことを考えながら森を進むと、やがて何かがぶつかり合うような、鈍い音が聞こえてきた。

			　改めて大きな気配のする方に向かい、音が大きくなっていくのを確認する。

			　ここで一つ深呼吸。

			　覚悟を決めて、目を開く。

			（……うん、視界に虫はいなさそう）

			　胸を撫(な)で下ろし、改めて歩みを進める。

			「あ、おねえちゃん！」

			　イリアが近づくと、気付いたユーリが振り向いた。

			　そこに父の木剣が振り下ろされ、満面の笑みが苦痛に歪(ゆが)む。

			「馬鹿者。稽古の途中に他所見をする奴があるか」

			「……ひぐっ……」

			（あ、泣く）

			「びぇぇええええ！」

			　泣いた。

			　走った。

			　抱きついた。

			　おおよしよし、と弟のサラサラな金髪を撫(な)でながら父に向き直る。

			「お父さん、夕飯だそうです。ユーリも」

			　母の言葉を伝えると、父は力を抜いて軽く息を吐いた。

			　それを見て終了と判断したイリアがユーリの木剣を持ってあげようと手を伸ばすが、逸(いち)早(はや)く父に取り上げられてしまう。

			「帰ろうか」

			　直接的には何も言わないことが、逆に「お前はこんなものを持つ必要はない」という意味を強めている気がした。

			　再来年から始まる剣術や弓術の授業はどうするつもりなのだろうか。

			　一抹の不安を覚えるイリアだった。

			　

			　その翌日、職員室に向かったイリアは、教師に親の了承が得られなかったことを伝えた。

			　先生は非常にがっかりとした表情をしていたが、イリア自身も受ける心積もりだったのだから、やるせなかった。

			　良い子にしてるんだから、たまの我(わが)儘(まま)くらい聞いてくれればいいのに。

			　そう思わずにはいられなかった。

			　

			　

			　母の説得に失敗してから数日後。

			「……はぁ」

			　その日何度目かも分からない溜(ため)息(いき)を吐いて、その度に思い出して落ち込む。

			　原因は勿論、儀式を受けられなかったことへの未練。一瞬でも湧(わ)いて出た希望のおかげで、失望の度合いが増していた。

			「…………やめやめ！」

			　いつまでも引き摺(ず)ってても仕方ない。

			　そう気を取り直して下校したイリアが向かったのは、自宅ではなくその隣。

			「今日はどうしよっかなー」

			「イリアちゃん、いつもごめんね～」

			「気にしないで、ドルテおばさん」

			　魔法の暴発で怪(け)我(が)をしてしまったシモンの母、ドルテの代わりに夕食を作るのが、最近の日課になっていた。

			　古い付き合いの隣家ということもあり、家事技能が上がるということでイリアの母も快諾しているため、実際のスキルアップもあわせて一石二鳥。

			　魚を捌(さば)いていると、ドルテがうっとりしたような表情でイリアを見つめていた。

			「イリアちゃんみたいなお嫁さんがほしいわね～」

			「あはは……」

			　死んでも嫌です。

			　勿論口には出さず作業に専念していると、シモンが帰ってくる気配がした。

			「ただいま～……って、イリア、今日も来てるんだ」

			「うん。……大丈夫？」

			「あ、当たり前だろ……！」

			　泥だらけの少年はどう見ても疲労困(こん)憊(ぱい)で、浮かべた笑顔は引き攣(つ)っている。

			　その姿を見てもドルテがあまり動揺しないのは、その原因がいじめなどではなく、イリアの父キリルの稽古によるものと分かってるからだ。

			　イリアが聞いた話では、ユーリとキリルの稽古を偶然見かけたシモンが、次の日にはキリルに稽古をつけてくれるよう頼み込んだのだという。

			　それからは、ユーリと共に訓練漬けの放課後を過ごしている。

			「あんまり無茶しちゃだめだよ？」

			「……うるさいなぁ」

			　なっ。人の親切に対して、なんて可愛くない返事でしょう。

			　そんな言葉を言ったのはドルテで、イリアとしては「まぁ男なんてこんなもんだよなー」と思っていたりする。

			　前世では、よく祖母のお節介に冷たい返事をしてしまい、亡くなった後でしきりに後悔していたのをよく覚えているからだ。

			「いいよ、おばさん」

			「ダメよ～イリアちゃん。言う時はちゃんと言っておかないと、夫婦なんてやってられないんだから」

			　なんの心配をしているのかを聞くつもりはない。

			　そして、このままにしておくわけでもなかった。

			「大丈夫です。今日はキャロットスープにすることにしましたので」

			「え!?」

			「イリアちゃん……やるわね」

			　ニンジン嫌いのシモンが悲鳴を上げ、ドルテは感心した。

			　イリアとしては前世で母がやっていたことなのだが、食べ物を残すことは神への冒涜と考えるエルフには効果倍増だった。

			　

			　それから少しして、料理が完成。

			「これでよし、っと。じゃあおばさん、私帰るね」

			「あら、イリアちゃんも一緒に食べましょうよ」

			「ごめんなさ――」

			「!!」

			「「　？　」」

			　ごめんなさいと言いかけた時、警報のような甲(かん)高(だか)い音が響いた。

			　今まで聞いたことのない音にイリアとシモンは互いに首を傾げるが、ドルテだけは明らかに様子が違った。

			「イリアちゃん。ここにいなさい」

			「え？」

			「いいから」

			　イリアは、今の音が何だったのか、どうしてドルテが語気を強めたのか……そのどちらも聞くことができなかった。

			　それはドルテが、今まで見たことのないような険(けわ)しい顔をしていたからだ。

			　警戒心だけではない。

			　嫌忌、憤怒、憎悪……そんな負の感情がない交ぜになったドルテの表情に、イリアとシモンは何も言えずに立ち尽くした。

			　そんな中、張り詰めているわけではないが、どんよりとした重苦しい空気を破るように、玄関のドアをノックする音が聞こえた。

			　一層警戒を強めたドルテは、魔術の発動をサポートする杖(つえ)に手を掛けた。

			　だが、【気配察知】で相手が誰か分かっていたイリアは、ドルテに大丈夫と手を振って見せる。

			「ドルテ、キリルだ！　イリアはいるか!?」

			　ドア越しに聞こえる、切羽詰まったキリルの声に、ドルテは小さく息を吐いて緊張を緩(ゆる)めた。

			「いるわよ。……シモン」

			「あ、うん」

			　シモンがカギを開けると、キリルはイリアを見つけるや、ドルテやシモンに挨拶も言わず駆け込んでくる。

			　そんなキリルはドルテに負けず劣らず険(けわ)しい表情だが、彼の場合はそこに焦燥が混じっていたため、余計に酷(ひど)い印象をイリアに与えた。

			「イリア、すぐに帰るぞ」

			「え？　う、うん」

			　シモンらに別れの言葉をかけようとしたイリアだが、掴(つか)まれた腕を引いて強引に連れていかれたため、咄(とつ)嗟(さ)にお辞儀することしかできなかった。

			　それでもドルテが苦笑ぎみに手を振ってくれたからよかったものの、普通であればキリルのしたことは失礼にあたる行為だ。

			　だが、何か理由があることは分かっている。

			「お父さん、何があったの？」

			　だからイリアは、ただ自分が納得したくて父に説明を求めた。

			　だが、父だけでなく家にいた母も、何も説明しようとしない。

			　イリアと同じく何もわからないユーリは、母の隣に座り、不安げな顔でエプロンの裾を握っている。

			　子供には余計なことを教えたくないと思っているのだとしたら、自分には無用だ。

			（精神年齢はもう大人だし！）

			　そう自己弁護して、イリアは自分の部屋に戻ってから【千里眼】を発動した。

			【千里眼】の視認距離を最低にしてから透過能力を上げていく。

			　上手く家の外を見ることができたら、そこから徐々に距離を広げ、イリアは里を見渡した。

			「っ――」

			　上げそうになる声をなんとか押し留められたのは、偶然としか言いようがない。

			　視線の先にあったのは、死体。

			　里の大人たちが、死体を運び、積み上げていた。

			　だが、その死体は魔物のものではなく……ヒト。ぐずぐずに焼けたものや一部が欠けたものがほとんどだが、それは紛(まぎ)れもなく人間だった。

			　辛うじて見て取れる身体を見て見ると、獣(けもの)のような耳であったり、前世のような人間の耳であったり……その死体はどれも、エルフではない人種のように見える。

			　大人たちの視線が移動したのを見て取り、その先に目線を送ると、大人の一人がまだ生きている人間を捕まえて来るのが見えた。

			　そのエルフではない人間は普通の少年で、大人たちに何事かを叫んでいた。

			　しかしすぐに後頭部を殴打されて意識を失い、どこかに連れて行かれてしまう。

			「……」

			　胃のあたりがちりちりする。

			　魔術で死体を処理し始めた大人たちから視線を外し、里の森全体を見回すが、そこには戦った跡が残ってるだけで人影は無い。

			　……ということは、生き残ってるのはあの男の子だけ？

			　イリアは嫌な予感がして、見るなと告げる理性の警告を無視して男の子の行方を探した。

			　里には、子供が入るなと言いつけられている場所が四つある。

			　まず土の結晶柱がある洞穴の祠(ほこら)。

			　次に神々の伝承や魔術の書などが保管されている書庫。

			　武器を作る工房。

			　そして最後の一つが、守備隊の詰所近くにある牢屋であり――

			「ひっ!!」

			　そこでは今、イリアと年端も変わらない少年が、拷問を受けていた。

			　ずぶ濡れになった彼は泣き叫び、幾ら叫び首を振っても焼き鏝(ごて)を押され、釘を刺され、目を潰され、回復魔術で致死から引き戻されて、何度も何度も何度も何度も――

			「イリア!!」

			「っ!!」

			　驚いた拍子に【千里眼】が解けると、目の前には父が立っていた。

			　キリルは酷(ひど)く険(けわ)しい顔でイリアの両肩を掴(つか)んでいて、アンナやユーリも彼女を心配そうな表情で見ていた。ユーリに至っては、今にも泣き出しそうな顔で母にしがみついてる。

			「……すまない、痛くなかったか？」

			「え……？」

			　キリルは反応があったことで安心したのか、溜(ため)息(いき)を吐いてイリアに謝罪した。

			　痛い？

			　そう言われてみれば、頬の辺りにほんの少しだけ違和感がある。

			　呆然としていたから、気つけに叩いたのだろう。

			「大丈夫です。ごめんなさい」

			　本当にダメージはなく、父の問いに対する答えに嘘はない。

			　だが、笑顔は浮かべられなかった。

			　

			　警報だったらしい音がもう一度聞こえたのは、夜も明けようという頃のこと。

			　大人たちは夜通しで警戒に当たっていたらしく、この夜は結局外に出ることができなかった。

			　

			　

			　夜が明けると普通に授業が行われ、クラスメイトたちはなんだかんだと言いつつも、今までなかったハプニングに興奮しているようだった。

			　臆病な子が村の緊張感に怖がって、それを馬鹿にするような子がいたり、それを見た正義感のある子が諌(いさ)めていたり……いつもの風景の延長のように思える。

			　その一方で、イリアは昨日一睡もできず、授業中はずっと集中力が欠けていた。

			　眠れなかったのは、目を瞑(つぶ)ると、色々なことを思い出してしまうからだ。

			　死体の山。

			　子供への拷問。

			　何より怖かったのが、大人たちの表情。

			　

			　――いつも優しいあのおじさんが、あの綺(き)麗(れい)なお姉さんが、うだつの上がらないお兄さんが――皆が別人のような表情をしているのが、怖かった。

			　

			　あれは、人間を見る目ではない。

			　容赦のない害(がい)意(い)。

			　妥協される余地の無い憎悪。

			　絶対的な嫌忌。

			　知っている人間の……知っていると思っていた人物の中に、そんなモノが住み着いているのだと知り、怖くなってしまった。

			「イリア、具合が悪いなら無理するな」

			　そう言って彼女の肩に手を置いたのは、教師、ラザーリだった。

			　ちょうど授業の終わる鐘が鳴って、イリアは半ば強制的に医務室に運ばれた。

			　精神安定や睡眠の魔術で彼女が眠ったのを見届けた後、運んでくれたクラスメイトは退室。

			　医務の先生が出て行ったのを見計らい、イリアは寝た振りをやめて上半身を起こした。

			　精神安定に使われる魔術は、本来敵の集中力を乱すもの。

			　そして、睡眠の魔術はそのまま敵を眠りに誘う魔術であり、先のように効果を弱めてしまうと彼女の魔力抵抗で無効になってしまう。

			　それはともかく、とイリアは【千里眼】を発動した。

			　探すのは昨日の少年。

			　当然好奇心などではなく、胃の中に残るような不快感を取り除きたくて……後悔すると頭のどこかで分かっていても、探さずにいられなかった。

			「……っ」

			　結論から言うと、彼はまだ工房にいた。

			　

			　死体になっていたのだから、あった、というのが正しいのかもしれない。

			　

			　その姿は、まともな部分が残ってないくらい痛めつけられ、その上片手では足りないほどの、色々な方法で苦しめられていたことが、素人の彼女にも分かった。

			「……ぅっ、ぇ」

			　怒りや憎しみをぶつけられた痕(あと)。

			　そんなふうに思えて、イリアは胃の中の物を吐き出しながら、ただ、泣くしかできなかった。

			　どうして、ここまでできるんだろう。

			　どうして皆、あんなふうになってしまったんだろう。

			　次々と疑問が思い浮かんでは、昨日見た泣きじゃくる少年の顔が瞼(まぶた)の裏に焼き付いたように離れず、辛く、悲しく、泣くことしかできなかった。

			　

			　戻ってきた医務室の教師に介抱され、イリアが落ち着いた頃には、もう他の生徒たちは下校してしまっていた。

			　時折感じる、鼻の奥に残る胃液のつんとした匂いに顔を顰(しか)めながら帰り支度をしていると、教室にラザーリがやってきた。

			「イリア、一人で帰れるか？」

			「はい、大丈夫です」

			　自分でも信じてもらえないだろうなとは思ったが、案の定彼は溜(ため)息(いき)を一つ吐いて、ひとつ前の席に座った。

			　座るように促(うなが)されたイリアもそれに従うと、ラザーリはやや困惑気味の表情で口を開く。

			「イリア。お前は先生が受け持ってきた生徒の中でもかなり優秀な子だと思う」

			　まぁチートですし。

			　そんな茶々を内心で留め、彼の言葉に耳を傾ける。

			「でも、お前はまだ八歳なんだ。子供なんだ。……辛ければ辛いと言っていい。我(わが)儘(まま)を言って、それが通用するかしないか、その沙汰で社会を学べるのは子供の特権だ。お前はもっと大人を頼りなさい。……いいね？」

			「……はい」

			　確かに彼女は、一人でなんでもするように行動してきた。

			　それはスキルのレベルを上げるという目的があったからだが、精神的には大人だから、という意地があったのかもしれない。

			　チートで何でもできる気になって、聞き分けのいい子供を演じていたのかもしれない。

			　イリアはいつの間にか俯(うつむ)いていた顔を上げて、ラザーリに言った。

			「……知りたいことがあります」

			　彼女の言葉が意外だったのか、ラザーリは目を瞬かせていたが、すぐに優しい笑顔を浮かべた。

			「何でも聞いてくれ」

			「……昨日のこと、なんですが」

			　昨日の鐘はなんだったのか。

			　里の外の人間は私たちエルフにとってなんなのか。

			　そう訊ねると、彼はあからさまに顔を顰(しか)めた。

			　何でもなんて言わなければよかった。

			　そう言いたげな顔をしたラザーリだが、観念したように息を一つ吐いて、居住まいを正した。

			「いいか、これは学校を卒業した時に教えることなんだ。お前なら理解できるだろうし、受け入れられるだろうから教えるんだ。……他の子には絶対に言わないこと。約束できるか？」

			「はい。絶対言いません」

			　真っ直ぐ見返すイリアを見て満足したのか、ラザーリは頷(うなず)き、口を開く。

			「昨日の鐘は、結界の警戒域にエルフ以外の者が侵入したことを知らせるものだったんだ」

			「侵入者……」

			　遭難者ではなく侵入者。

			　それはつまり、害(がい)意(い)を持って近づいてきた者、ということだろうか。

			　ラザーリはイリアから視線を外し、遠い目をして教室の外を見遣る。

			　まるで、此(こ)処(こ)ではない何(ど)処(こ)か……あるいは、今ではない時を見つめるように。

			「……エルフの里は、昔から色々な者に狙われてきた。里の結晶柱を狙う者、エルフが守る伝承や魔術の書物……時には、エルフそのものを狙う者もいた。エルフは、全員見(み)目(め)麗(うるわ)しいからな。奴隷商人の間では垂(すい)涎(ぜん)の品、なんだとさ」

			　おどけるように笑ったわりに、目が笑っていなかった。

			　愛玩用として捕まる、そんな義もへったくれもない理由で襲われるなど、当人たちからすれば堪(たま)ったものではない。

			　ラザーリはイリアに向き直り、

			「俺たちエルフは特別な種族だ」

			　と続けた。

			「この世には色々な種族がいてね、数ばかり多い普人、獣(けもの)のような獣人、鳥のような鳥人や魚のような魚人。愚(おろ)かな妖精や根暗なドワーフなんて種族もいる」

			　転生前の光の言葉とは違い、毒が混じった紹介。

			　だが、先生の言葉から感じる雰囲気が昨日見た大人たちと重なり、冗談交じりでもふざけているわけでもないのだと気付かされた。

			「我々エルフは他の種族よりも不老長寿であり、知性や魔力も高い。イリアはまだ見たことはないだろうが、天宮に住む竜の神の眷属である竜人くらいだろう。私たちと互角に渡り合えるのはね。……今言った中で信用できるのは、竜の神とその眷属が住まう天(てん)宮(ぐう)くらいだ」

			「テングウだけ、ですか？」

			「そう。他は敵だ」

			　反論の余地はない。

			　そう感じさせる口調に、イリアは言葉を失った。

			　ゲームや小説でエルフが他種族を嫌う設定はよくあるが、こうして実際に見せつけられると、胃のあたりが締め付けられるような感覚に苛(さいな)まれる。

			「エルフが特別でいられるのは、世界を形作る結晶柱と、神……正確には始祖である人神様の遺産を忠実に守って来たからなんだ。その証拠に、好き放題に生きてきた妖精という種族は祖を同じくしながら、矮(わい)小(しよう)で脆(ぜい)弱(じやく)な身体に変えられてしまったからね」

			　呆れるような物言いから、ラザーリは再び表情を引き締める。

			「そうでなくても、結晶柱と人神様の遺産は悪意ある者の手に渡れば、確実に世界を害してしまうものだ。人神様が救ってくださったこの世界を、再び荒れさせるわけにはいかない。我々が守るものの重さと、その責務はあまりに大きい。……いや、イリアにはまだ早かったかな？」

			「……いえ。よく分かりました。どうしてエルフが里を守るのか……、それに、どうして里を他の種族が狙うのかも」

			　利益と力。

			　欲に駆られた人間が出てくるのは世の常だとして、それをずっと守って来たからこそ、襲われてきた歴史があるからこそ、それを知る大人たち――エルフは他の人種を敵と見限り、侵入者を容赦なく処断してきた。

			「本当は学校を卒業した時に聞いて、守備隊に配属して数年後に直面する現実なんだ。でも、イリアはもう見てしまったんだろう？」

			　思わぬ質問に驚きを隠せなかったイリアを見て、ラザーリは苦笑した。

			「さすがに分かるさ。里の外の人間をエルフではないと判断したことには驚いたけどね」

			　そう口にしたラザーリだが、当然イリアの【千里眼】に気付いたわけではなく、偶然外にいて目撃してしまったのだろう、という程度の認識だった。

			【千里眼】に気付いているのなら、この程度のやり取りで済むはずがない。

			　そう判断したイリアは、胸中で安(あん)堵(ど)の溜(ため)息(いき)を零(こぼ)す。

			「あの……このことは……」

			「分かってる。ご両親には黙っておくよ」

			　そう言って立ち上がったラザーリは、ふと何かに気付いたようにイリアを見て、目線をゆっくりと上下させた。

			　かと思うと頭を振って眉(まゆ)を顰(ひそ)め、こめかみを押さえてから彼女に向き直る。

			「……まだ体調が戻らないようなら送っていくが？」

			「い、いえ、大丈夫です。ありがとうございました」

			「ああ。気を付けて帰りなさい」

			　さようなら、とお辞儀をして、イリアは教室を後にした。

			　少しだけ駆け足だったのは、妙な悪寒を消したかったからだ。

			　この悪寒の正体はイリア自身にもわからない。

			（先生は何を見たんだろう……）

			　立ち上がったラザーリがイリアを見た前後でこの感覚に襲われたのは、気のせいだろうか。

			　その疑問が解決することはなかったが、イリアは無事帰宅した。

			　体調不良だったことを心配されたものの、それ以外はいつもと変わらない日常。

			（……違う）

			　こうして心配してくれる人たちがいる。

			　それだけでなく、脅かされて初めて、いつもの毎日が大切に思えたりすることだってあるだろう。

			　大人たちは、笑顔の裏に恐ろしいものを隠してたのではない。

			　守りたいという思いが強いからこそ、それを害する者に対する敵意も大きくなる。

			（なら、私もできるだけのことをしよう）

			　万が一があっても、大事な人たちを守れるように。

			　そんなふうに、強く思った。

			　…………思おうとした。

			　

			　――――あの男の子にした拷問も、里を守るために必要だったの？

			　

			　無意識のうちに、しこりのように残る違和感から目を逸らしたくて。

			　

			　

			　侵入騒動から二年後。

			　十歳になったイリアは、万が一の場合にも戦えるようスキルアップに励(はげ)んでいた。

			　時間で言えば、食事を終えて皆が寝静まった頃。

			【気配遮(しや)断(だん)】スキルを発揮しながら家を出て、そのまま村から離れた森の中に向かう。

			　そして【気配察知】で周囲に人がいないかを確認しつつ、詠(えい)唱(しよう)を始める。

			「――在りし身の枷(かせ)を薙ぎ、自らの隷属として宙を舞え――風よ。此処に集え」

			　詠(えい)唱(しよう)を終える前に、身体を風が包むのを感じる。

			「――エアリアルバーティ」

			　言い切るのと同時に、身体の重さが消失した。

			　最大加速で上昇し、里の家がドットにも満たない大きさになったのを見計らって目的地に向かった。

			　風が頬を打つ感触にも慣れて、初めは寒かった体感温度も【耐寒】スキルでちょうどよく感じられる。

			　エアリアルバーティは、家の魔術書には載ってない中級魔術であり、見張り役の大人に見せてもらったものを、試行錯誤の末に覚えた飛行魔術だ。

			　実践した者からすれば、実演してもできないだろうという考えもあっての行動だったが、隠れて練習できる場所に移動する手段まで与えてくれたのだから、イリアとしては感謝してもしきれない。

			（子供だからって簡単に絆(ほだ)されるのもどうかと思うけどね！）

			　

			　数分と経たないうちに目的地、白の丘陵が幾つも繋がる光景が見えてきた。

			　誰にも迷惑を掛けず、邪魔されにくい場所。

			　教科書曰く世界最大の砂漠……テーキャレル砂漠。

			　到着したイリアがまず行うのは、日課となっている【剣術】【槍術】【斧術】【武術】【鎖術】【弓術】の練習。

			　それぞれ【調合】スキルと【錬成】スキルの複合スキル【錬金術】で生み出した木製の武器を揮(ふる)う。

			　柔軟体操で身体を解し終えたら、素振りを開始。

			　初めこそ振り回されるような感覚だった彼女も、今では体の一部になったような感覚で振ることができる。

			　試しに大(おお)槌(つち)で砂を振り上げ、即座に木剣に武器を変更して横に一(いつ)閃(せん)。

			　斬撃を振るうと、舞う砂の剣に触れた部分だけが綺(き)麗(れい)に裂ける。
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			　以前は斬撃に伴う風に煽(あお)られたように砂が広がってしまっていたことを考えれば、まるで剣豪にでもなったようで楽しかった。

			　ただ、これも【神の器】という固有スキルの効果が大きい。

			　この世界では普通、スキルレベルが５上がるごとに得られるボーナスは、幾つかの候補から一つしか選ぶことができない。その上、スキルという概(がい)念(ねん)がない彼らは直感でその選択を行うことになるのだから、イリアからすれば不便極まりない。

			【剣術】スキルを例に挙げれば、レベル５に達した時点で斬撃アシスト＋２、太刀筋アシスト＋２、刺突アシスト＋１、筋力アシスト＋２、派生スキル【パリィ：剣（弱）】の中から、一つだけ選択することになる。

			　だが【神の器】であれば、それらの選択肢全てを得ることができる。

			　泣く泣く放棄した派生スキルや、別の派生スキルを取ったために斬撃アシストポイントがほんの少し不足し、次の効果習得ポイントに届かない、といった不幸がなくなる。

			　努力が無駄にならないって素晴らしい。

			　そう思わずにはいられないイリアだった。

			「……ふう」

			　全ての武器の素振りを終え、練習は次の段階に移行。

			「どこかなー」

			　周囲を見渡して獲物探し。

			　移動しながらの【気配察知】もいいが、ここは【千里眼】を使うことにした。

			【千里眼】は視力を越えた距離を視認できるスキルであり、レベルが上がるごとに距離と遮(しや)蔽(へい)物透視能力が向上する。

			　能力面だけを見るならば、【気配察知】からの上位派生スキル【探知】の方が、全方位、遮(しや)蔽(へい)物完全無視できるぶん優秀だ。

			　だがその一方で、虫も一緒に知覚してしまうという最大にして最悪の欠点も有している。

			　一度試して失神し、母の悲鳴で目が覚めたのは最悪の思い出。

			　あれ以来、イリアは「絶対やらない」と心に決めている。

			「……いないなぁ」

			　この辺りは全部倒してしまったのか、比較的近場には魔物が見つからなかった。

			　考えてみれば、魔物だからといってゲームのように勝手に生えてくるわけもない。

			（仕方ない）

			　取り敢えず【錬金術】で生み出した盾を殴っては壊し、修理することを繰り返して、【錬金術】【武術】【剛体】【盾術】を伸ばすことにした。

			【天才】とスキルのアシストがあるおかげで、武術を伸ばしても筋骨隆々になったり拳ダコを作らずに済むのは、能力を隠しておきたいイリアとしてはありがたい。

			　イリアの中で、がちむちエルフはエルフとして認められなかった。

			（チート万歳！）

			　砂漠の中、ぽつんと作業を繰り返すエルフの少女。

			　人が見れば幻覚だと目を疑うような光景を続けて一時間が経とうとしている。

			　どのスキルもそれなりに成長したことには満足しているが、せっかく魔法の世界に来たのだから、魔術を使ってみたい、という欲求に駆られてしまう。

			「でも、お母さん許してくれないだろうしなぁ……」

			　独学で覚えることができたのは、家の本に載っていた【攻撃魔術】と【回復魔術】の初級だけ。

			【召(しよう)喚(かん)術】に【補助魔術】、【呪術】や【巫術】はおろか【神聖魔術】、【古代魔術】に分類される時空魔術と空間魔術、それに【精霊魔術】……そのどれもが夢のまた夢。

			　なまじそんなものがあると知ってしまっているからこそ、羨(せん)望(ぼう)は強くなる。

			「五年は長いよ……」

			　愚(ぐ)痴(ち)を零(こぼ)しても、勿論なんの解決にもならない。

			　初級でも【攻撃魔術】の各属性を唱えることで【攻撃魔術：火】や【攻撃魔術：水】、【詠(えい)唱(しよう)】といったスキルが成長する。そのため、愚(ぐ)痴(ち)の時間を練習に回した方が建設的であることは、イリアも頭では分かっている。

			「……やりますか！」

			　今のイリアは長寿のエルフであることに加え、寿命を延ばす神因(いん)子(し)持ちではあるが、天災や二年前のような敵がいつ襲ってくるかは分からない。

			　ただでさえエルフには奴隷商や結晶柱を狙う外敵がいるのだから、こうして力を蓄えておくことは絶対に無駄にならないはずだ。

			　色々な魔術を見てみたいという欲望をそんな理性で抑え込み、今はただひたすらスキルアップを目指すことにした。

			「取り敢えず、オアシスの作成いってみよー！」

			　土魔術と水魔術でオアシスもといプールを作り、火魔術でそれを蒸発。風魔術で水蒸気を散らして、土魔術でプールを壊す。

			　この繰り返しで、魔術関連のスキルを上げていく。

			　さぁやるぞ、と砂漠に目を向けると、見慣れないものを見つけた。

			　一言で言えば、動く砂の山。

			　波を打つように隆(りゆう)起(き)しては収まっていくその動きを眺めていると、イリアはあることに気が付いた。

			「こっちに来てる……？」

			　その直後。

			　真下から近づいて来るものを察知して、その場から飛び退く。

			　イリアがいた場所から間欠泉が噴(ふ)き出すように砂が吹き上がり、砂が収まるよりも早くその原因が姿を現した。

			　見た目は、直径が二メートルほどもある長く巨大な身体をした目のないウツボ。

			【神の目】が示す名前はサンドワーム。

			「おお～……」

			　まさに砂漠のボス。

			　いかにもファンタジーな魔物の登場に、場違いだと分かっていても感動してしまった。

			　これまでは、サソリやサボテンといった中型から小型の魔物ばかりだったからこそ、その分その巨大な印象は強くなる。

			　感動に打ち震えるイリアの気持ちを他所に、サンドワームは彼女目がけて突っ込んだ。

			「あぶなっ」

			　言うほど危なくはないのだが、余裕を持って避けておく。

			　一方サンドワームは予想通り、砂の中に潜ってしまった。

			「逃げた……わけないか」

			　周辺一帯にサンドワームと同質の存在を感じる。

			　地中からの攻撃は他の状況ではあまり役に立ちそうにないが、これも経験と割り切る。

			「トレース・オン！　なんちゃって」

			【錬金術】を使い、ショートソードを手にする。

			　本来【錬金術】は同質量の素材を用意してスキルを使うことで、生産工程を無視して物質を生成するのだが、レベルが上がることでその法則を無視することができるようになる。

			【神の器】とスキルレベルの上限を取り払った彼女にかかれば、いつかは先程の冗談も可能になるだろう。

			　剣の握りを確認しているうちに、地下の存在が近づいて来るのを感じた。

			「悪いけど……」

			　バックステップで出現場所から離れ、地面から飛び出した瞬間に剣を投げる。

			「経験値稼ぎに使わせてもらうね！」

			【投(とう)擲(てき)】で射出された剣がサンドワームに突き刺さり、その衝(しよう)撃(げき)で仰(の)け反(ぞ)るように砂の上に倒れ込んだ。

			　すかさず駆け寄り、生成した二本目の剣で切り付け、繋げる斬撃の合間に【武術】のアシストを受けた蹴(け)りを繰り出して、突き刺さった剣の柄を蹴(け)り飛ばす。

			　最後の蹴(け)りにはさすがに【剣術】スキルは適用されなかったが、傷口を抉(えぐ)るような攻撃にサンドワームが牛のような唸り声をあげて身(み)動(じろ)ぎする。

			　飛び退いて暴れまわる巨体を避けると、サンドワームは潜らず、睨(にら)みつけるように顔をイリアに向けた。

			　さすがに正面から睨(にら)み合うと動きづらいんだなーと感心していると、背後に寒気が走った。

			　慌てて横に飛ぶと、サンドワームの尻尾(しつぽ)がイリアのいた場所を貫(つらぬ)く。

			「あぶな～、あっ！」

			　無事避けられたことに安(あん)堵(ど)していると、頭も尻尾(しつぽ)も地面に潜ってしまった。

			（また出てくるまで待たなきゃいけないのか……）

			　とテンションが下がりかけたところで思い付いた。

			「――土の素よ、集い、個となれ」

			【詠(えい)唱(しよう)】の派生スキル、詠(えい)唱(しよう)待機。

			　タイミングを見計らい、

			「――アースロック！」

			　バックステップで体当たりを避けて、魔術を発動。

			　砂の中で土の壁が生じて、サンドワームの体が固定された。

			　経験したことのない状態に焦っているのだろう。サンドワームは身体を激しく揺らし、土でできた枷(かせ)を壊そうとする。

			　だが、チートの魔術は初級とはいえ軟(やわ)ではない。

			「じっとしてて……ねっ！」

			　サイドステップで尻尾(しつぽ)の襲来を躱(かわ)し、

			「――アースロック！」

			　土の壁で固定する。

			　とはいえ、今回は詠(えい)唱(しよう)を破棄したことにより、威力（硬度）が約半分。

			　今のうちに畳(たた)み掛けられるだけ畳(たた)み掛けておこう！

			　と、調子に乗ったのが拙(まず)かった。

			「え？」

			　鬼因(いん)子(し)という、身体能力の上限を取り払う遺伝子のおかげで強化された彼女の視力は、真横から襲いかかるサンドワームの口をはっきりと捉(とら)えていた。

			「ぐっ――――!!」

			　万力のような力で挟まれた上に、剣のように鋭い牙(きば)が肌を裂き、肉に突き刺さろうと押し込まれていく。

			　アースロックの効果はまだ残ってるはずなのに、なぜ。

			　そう混乱しながらも考えたイリアの前には、先程と変わらず身(み)悶(もだ)えるサンドワームが映った。

			「二匹目っ……!?」

			　地下に潜ってる存在が大きすぎて、二匹目がいたことに気付かなかった。

			　ボスが一匹とは限らない。

			　そもそも、サンドワームがボスなどとは誰も言っていない。

			「私のバカ―――――――!!」

			　叫びながら、あらん限りの力でサンドワームの顎(あご)を押し開く。

			　両手に改めて剣を生成。当然、剣の刃は接触しているサンドワームの肉を裂いて出現する。

			　上下の顎を貫(つらぬ)かれた痛みで噛(か)みつく力が緩(ゆる)んだところで、ようやくサンドワームの口から脱出することができた。

			　体の傷は【治(ち)癒(ゆ)】で治るとしても、粘つく液体が気持ち悪い。

			「時間なんてかけてらんない……！」

			　プールを沸かしてお風呂にする。

			　予定変更で頭を切り替えたイリアは、速攻で倒すために【神の目】を発動してサンドワームの身体を検分。すぐに弱点を確認する。

			「目……あったんだ」

			　少し感心しながら、生成した剣を【投(とう)擲(てき)】で二匹目のサンドワームの目にむけて放つ。

			　直撃アシストで修正されたおかげで目の付近に刺さり、同等以上の速さで距離を詰めたイリアは【武術】で二匹目を殴打。卒倒したサンドワームから突き刺さった剣を抜き放ち、改めて目に突き刺した。

			　これで、目の奥にある弱点、脳を剣が貫(つらぬ)いたことで討(とう)伐(ばつ)完了。

			「あと一匹！」

			　お風呂温泉露天風呂。

			　急ぐイリアを逆(さか)撫(な)でするかのように、残る一体は枷(かせ)を壊し、解放された直後だった。が、先の攻撃でレベルが上がった拳(こぶし)が、解放に喜ぶサンドワームの体に容赦なく直撃する。

			　くの字に折れ、気絶状態で倒れたサンドワームの脳に剣を突き立てる。

			　痙(けい)攣(れん)のように波打っていた長大な身体が、やがてぴくりとも動かなくなった。

			　一応、と周囲を確認するが、もうサンドワームの気配はない。

			「よし、お風呂だ!!」

			　風もなく、周囲に人がいないのは【千里眼】で確認済み。ということで、イリアは露天風呂を楽しんだ。

			　傷は【回復魔術】を使うこともなく【治(ち)癒(ゆ)】で回復し、服は【錬金術】で生成可能。

			「これでよし」

			　事後処理を終えた後は身だしなみを整え、里に帰るために飛行魔術を発動する。

			　このようにして人のいない場所で暴れているイリアだが、ファンタジー世界への好奇心でハメを外しそうになってしまうのが少し怖い、という悩みもあった。

			　とはいえ、【隠(いん)蔽(ぺい)】や【気配遮(しや)断(だん)】があるため、里に迷惑はかからないだろう。

			　ただ、里から出たいという気持ちが強くなりそうなのが、怖かった。

			　森の中での生活には虫の存在が付きまとうため、余計にそう思ってしまう。

			　ファンタジー世界を満喫してみたいイリアゆえに、いつか里を出て行こうという考えはあるが、両親が生きてる間は出られなくても仕方ないかな、とも思っている。

			（エルフだから、何百年先になるか分からないけどね）

			　なんにせよ、どんな敵であろうと油断するべからず。

			　今日のサンドワームとの戦いは、イリアに大きな教訓を与えてくれた。

			　とはいえ、見た目がウツボだったから戦うことができたが、ミミズのような姿であればすぐ逃げていただろう。

			（気持ち悪いし）

			　そんなことを考えながら飛んでいるうちに里に到着し、【気配遮(しや)断(だん)】を使いながら帰宅する。

			　時間は見回りの者しか起きていないような深夜であり、当然家族は就寝中。

			　そのままベッドに入り、イリアは眠りについた。

			　

			　

			　十歳になっても生活習慣にあまり変化はない。

			　いつも通りの時間に起床し、何食わぬ顔で家族と顔を合わせる。

			　母は相変わらず厳しく、父は相変わらず過保護で、弟は相変わらず甘えてくる。

			　四季の移ろいが薄いこの里の気候では、エルフの長寿もあって物事の変化が遅く感じる。

			　イリアが年月や変化を明確に感じることができるのは、彼女が里の外へと抜け出しているからだろう。

			　ユーリのような子供の成長は、変化の乏しい里にとって尊いものとして扱われており、解放の儀式の年齢制限などはそのとばっちり……子供が子供らしく生きるように仕向けられたものだとイリアは睨(にら)んでいる。

			　子供は無邪気な方が可愛いというのは認めるが、そんなものがなければ、イリアが内心だけとはいえ拗(す)ねることもなかっただろう。

			　そして子供の成長とはいっても、前世の記憶がある彼女にとって、エルフの成長は地球の人間よりも早いとしか思えない。

			　未だ十歳の子供でしかないが、前世の記憶で言えば中学生前後の体格であり、それはクラスメイトも同様。

			　エルフの成長だけが早いのか、この世界の種族全てが早いのか。

			　里以外の文化を知らないイリアには当然答えが分かるはずもなく、また一つ興味が増えただけだった。

			「イリア。今日は弓の実習がある日だったな」

			「はい」

			「無理に扱って手を傷つけないように気をつけなさい」

			「あなた……やっぱりイリアには、弓なんて……」

			「……だがな、卒業試験には弓の実技がある。疎(おろそ)かにはできないさ」

			「そうね……」

			　両親が過保護なのも変わらない。

			　むしろ、二人だけで物事を勝手に決めるのも相変わらずだな、と思うだけのイリア自身も、かなり毒されているのかもしれない。

			（……なんて、ちゃんと私のことを考えてくれてる人たちにそんなこと言ったら失礼か）

			　そう結論付けながら食事を終え、着替えと髪を結ったら登校。

			　今日はさっきお父さんが言った通り弓の実習があるから、邪魔にならないようポニーテールにした。

			　短くするのは、母の意向を考えれば不可能。邪魔にならない髪型としてはお団子が最適だと思ってはいるが、男子に突っつかれた忌(いま)々(いま)しい思い出があるため却下である。

			　他のアレンジは単純に知らない。男だったことに加え、いくつかの編み込みこそあるものの、髪をアレンジするという発想がエルフには乏しいことが原因だ。

			　ゴムや装飾品で飾ることはあるため、ただ思いつかないだけなのかもしれない、というイリアの予想は当たらずとも遠からず。

			　髪型そのものでの工夫よりも、装飾品を凝らすことがエルフの細工技術を競うことにもなるため、そちらが優先されている、というのが真実だった。

			「いってきます」

			「おねえちゃん！　待って！」

			　一緒に行く必要はないのだが、大慌てで駆けてくる弟。

			　既に目が潤んではいるが、泣かないだけ大した進歩だったりする。

			　前世の妹よりべったりな気がするし、泣き出してしまった時なんかには少し面倒に思ってしまう時もあるが、駆け寄ってくるやイリアの手を取り、安心したように頬を緩(ゆる)ませる様子を見てしまうと、しょうがないかと思えてしまうから不思議だった。

			「いってきまーす」

			「いってきます」

			　改めて両親に告げて登校。

			　周りからの視線（主にイリアに向けられたもの）に最初こそおどおどしていたものの、今ではすっかり慣れたらしい弟は、ご機嫌な笑顔で歩いていく。

			　イリアとしては子供のからかうような視線より、大人たちの微(ほほ)笑(え)ましいものを見るような視線の方が精神的にきつかったりする。

			　だが、手を離そうとすると泣いてしまうのだから、可愛いやら手がかかるやら。

			　ともあれ、学校に到着。

			「勉強頑張ってね」

			「うん！」

			　たたたーっと駆けていく弟を転ばないかハラハラしながら見送り、イリアも教室に向かう。

			「おはよう、イリアさん！」

			「おはよう」

			「今日の髪型も素敵ですね」

			「ありがとう。そう言って頂けると私も嬉しいです」

			　うふふふふ。……はぁ。

			　彼女自身、なんだこのやり取り、と内心で溜(ため)息(いき)を吐いてしまう。それもこれも、今年で彼女の年代が初等部の高学年に入り、能力によってクラス分けをした辺りから、周りに変に慕う者が増えてきたせいだ。

			　その容姿に加え、クラス分けの試験で一番になったことで一目置かれたからなのだが、当人としては「チートだから」と申し訳ない気持ちになってしまう。

			　同い年なんだからもっとフランクに、と直接的、間接的に伝えても聞き入れてもらえず、万が一にも彼女たちに元男であることがバレないよう気をつけなければならず、

			「……ふぅ」

			　席に着くだけで、思わず一息吐いてしまう。

			　その様子を見て配慮するどころか、その仕草さえ、物(もの)憂(う)げだと持て囃(はや)される始末。

			（うふふ…………あーもうめんどくせぇ）

			　席に着いてからも、しばらく周りのクラスメイトたちと胡散臭いやり取りをしていると、視界の端に映る、見知った姿を見つけた。

			　周りの者たちに一言断りをいれ、その人物のもとに向かう。

			「おはよう、シモン」

			「……ああ」

			　彼もイリアと同じ組だった。

			　近頃はご飯を作りに行っても特訓中などで不在が多く、こうして学校でしか会うことはなくなった。

			　能力を見ればしっかり鍛えてるということは分かるのだが、ちゃんとニンジンを食べているか、といった生活習慣の改善は分からない。

			「最近あんまり会わないけど、ちゃんと食べてる？」

			「……お前は俺の何なんだよ」

			　複雑そうな顔をされる謂(いわ)れはない。ないのだが、こうして普通に接してくれる人物は貴重なので、イリアはあっさりと許容する。

			「何って、お隣さん」

			「……はぁ」

			　呆れられてしまった。

			　言葉遣いも荒くなったが、態度もぞんざいになったような気がするのは考えすぎだろうか。

			（……反抗期？）

			　そんなことを何気ない会話で確認していると、教室がにわかに沸き立った。

			　嫌な予感がしてチラリと視線を向けると、そこにいたのは予想通りの人物たち。

			　目が合っても嫌だから視線を戻すと、

			「ん？　なんだ。またイリアに付き纏(まと)ってるのか？　シモン」

			　というウザい声がして、無意味だと思い知らされた。

			　どう見てもイリアがシモンに近寄ってる構図なのだが、彼らには違った光景に映るようだ。

			「シモンは付き纏(まと)ってないから」

			「イリア。君の優しさは美徳だけれど、優しさは時に他者を傷つけることを知った方がいい」

			　話を聞かないというべきか、思い込みが激しいというべきか、悩むところだ。

			　あるいはその両方か。

			　この非常に鬱(うつ)陶(とう)しい人物は、確かゲルテなんとかかんとか、という程度にしかイリアからは認識されていない。

			　順調にイケメンの中のイケメンに成長している少年で、能力は軒並み優れてるものの、性格に難あり。

			　簡(かん)潔(けつ)に言ってしまえばナルシストである。

			「シモン。君だって、自分より僕の方がイリアに相応(ふさわ)しいって、この前認めたじゃないか」

			「……え？」

			　何その話、とシモンに目を向けると、眉(み)間(けん)に深い皺を寄せながら目を逸らされた。

			　変な話を当人のいない所で決めるのはどうかと思うよ、と言う前にシモンは席を立ち、教室を出ていってしまった。

			「ちょっと、シモ――」

			「おっと、自分から離れて行った奴なんか放っておこうよ」

			　追いかけようとしたら、腕を掴(つか)まれてそれを阻まれた。

			（うっぜぇぇえええ！　いくら知能指数の高いイケメンだろうが十歳児が色気づくな！　しかもこっちは元男だっつーの！　お前になんか興味あるか！）

			　そうはっきり告げることができたらどれだけ楽だろう。

			　立場さえなければ、母の躾(しつけ)さえなければ。

			　そう思うと、語気も荒くなってしまう。

			「離――」

			「皆さん、席についてください」

			　離せ、と言おうとした直前に教師が入室し、全てが中途半端どころか、何もできなかった。

			　結局その後も何かと邪魔が入り、シモンとは喋(しやべ)れずじまい。

			　午後になって実技の授業のために校庭に行くと、剣術専攻と弓術専攻で分かれて接点がなくなってしまったため、仕方ないと諦(あきら)めて授業に集中することにした。

			　集中とはいっても、下手に目立つことがないよう、力を極力抑えるための集中なのだが。

			　

			　

			「では、今日は弓での狩りをしてもらう」

			　今、彼女たちがいるのは学校裏の森。

			　実技にはその練習に応じた場所があり、今回の狩りには魔物か獣(けもの)が必要であるため、森で行うことになる。

			　朝から昼すぎにかけてキリルが所属する駆除隊が強い魔物は狩ってしまうから、近場の森は狩りの練習には都合のいい場所だった。

			「では散開し、各自狩りに入りなさい。私は視て回り、指摘していく」

			「「「　はい　」」」

			　教師の言葉を合図に、それぞれ纏(まと)まらないよう森に入り、狩りを始める。

			　弓での狩りに必要なのは、隠密性と正確性。障害物の多い森の中で追いかけながら弓を射るのは熟練者でもなければ難易度が高く、そもそも始めて間もない人間には止まってる標的に当てることも難しい。

			　とはいうものの、それは常人にとっての話。

			　イリアは【弓術】スキルでアシストされているため、よほど加減を間違えなければ外れることは有り得ない。その気になれば、〝弦を引く〟という行為も省略できる今の彼女にとって、今日の練習は意味のないものだった。

			　意味がないとはいっても、目立たないための努力は欠かさない。

			（まずは……）

			　標的を見つけたら、【気配遮(しや)断(だん)】スキルを切って自分の存在を教えて逃がす。

			　すると、目ざとくイリアの失敗を見つけた教師が歩み寄り、今の失敗の原因や模範的な振る舞いを実践する。

			「ありがとうございます」

			「うむ。励(はげ)みなさい」

			　満足げに他の生徒のもとに向かう教師の背中を見送り、内心でばれなかったことを安(あん)堵(ど)するのはいつものこと。

			　だが、体をべたべた触る必要は全くない。

			（耳の穴を繋げちゃうぞ☆）

			　冗談はその程度にして、周囲の状況を見ながら、成功率を上げていく。

			　重要なのは、最終的に１００％成功するようになっても不審がられないよう、成功率を上げていくタイミングを慎重に選ぶこと。

			　変に早いのは勿論不可。変に遅くてもわざとらしさが出てしまう。

			　ということで、無事高確率で成功するようになる演出をすると、拍手の音が聞こえた。

			「おめでとう。さすがだね、イリア」

			「ありがとう。でも、まだ授業中だよ」

			　笑顔で話しかけてくるナルシスト……ゲルテに笑顔で答えつつ、釘をさす。

			（気配を絶って後をつけてくるとか、ストーカーじゃないですかやだー）

			　気持ち悪いから本当にやめてほしいと心から願う。

			「そうつれないことを言わないでくれ。僕と君の仲じゃないか」

			「そうだね。私もクラスメイトとは上手くやっていきたいし」

			　笑顔でやりとりする二人だが、その間には強固な壁が存在することにゲルテは気付いていない。

			　やはり自惚れ屋には、いっそきつすぎるくらいに言わなければ効果がないのかもしれない。だが、ボロクソに言って「淑女というのは――」と母に叱られるのはできれば避けたい。

			　なんにせよ、体格はそれを超えていたとしても十歳児が発情するな、としか思えなかった。

			「先生来ちゃうから行くね」

			「あっ――」

			　その後もいくつかの課題を熟(こな)し、授業が終了。

			「これで本日の授業を終了とする。各自、速やかに帰宅しなさい」

			「「「　はい　」」」

			（よし、シモンを捕まえよう！）

			　すぐに校庭に行けば間に合うはずだ。と、思ったイリアだったが。

			「イリア。手伝いなさい」

			「……はい」

			　係などは決まっていないはずなのだが、弓矢の片づけを言い渡されてしまった。

			　こういう時、優等生なんて肩書は背負うものではないと心から思う。

			　

			　

			　結局、片付けが終わる頃にはシモンは帰ってしまっていた。

			　家に行っても父と特訓していることを考えると、会えそうにない。

			「……どうせシモンのうちに行くし、その時会えたら言えばいっか」

			　人のいない所で勝手に話を盛り上げるな、という旨(むね)を注意してやろうと考えながら帰路に就く。

			　辺りは暗くなり始めているが、通りを等間隔で照らす火の結石が柔らかな輝きを放ち、最も幻想的に映る時間でもある。

			　虫さえいなければ。

			　光のあるところ、火のあるところであれば、見境なく集るその習性が忌(いま)々(いま)しい。

			（死にたくないなら近寄んなっての！　こっちだって見たくも触りたくもないんじゃ！）

			　ぷりぷりとむくれているが、外面には一切出さないあたり、既に親の躾(しつけ)が無意識に染み着いているのだろう。

			「あら、イリアちゃん。いらっしゃい」

			「こんばんは、ドルテおばさん」

			　家の前で偶然会ったドルテとともに彼女の家に入り、イリアは夕食の支度を始める。

			　勝手知ったる人の家の言葉通り、何がどこにあるかは完全に把握してるため、迷うことなく作業を進めていく。

			「頼りっきりになっちゃって、ごめんなさいね」

			「好きでやらせてもらってることですから」

			　ドルテの怪(け)我(が)はもうすっかり良くなり、現場に復帰した。

			　ただ、その分帰りも遅くなり、イリアがそのまま夕食を作ることが習慣になって今に至る。

			　この日は違うようだが、ドルテの帰宅時間は怪(け)我(が)をする前よりも遅くなった。

			　その原因が、二年前の侵入にあることは間違いないだろう、とイリアは考えている。

			　そんな彼女を他所に、相変わらず大人たちはそのことを臭わせようとしない。それがむしろ、彼女の中(うち)にある違和感を強くする。

			　それではまるで、疚(やま)しいことがあるから遠ざけているようではないか。

			「うちの人もシモンも、私が作ると文句を言うようになっちゃって困ってるのよ」

			「あはは……」

			　イリアも慣れたもので、作業しながらでも会話ができる程度の余裕はある。

			　とはいえ、ドルテの言葉には苦笑を返すしかなかった。

			　冗談交じりで言っていることは口調や表情からも明白なのだが、

			「やっぱり、イリアちゃんがお嫁にくるしかないと思うの！　どう!?」

			　こう来ることが、分かりきってるからだ。

			「私もシモンも、まだ十歳ですよ？」

			　しかも元男だ。

			「あら、子供が大人になるのなんて、あっという間なんだから～」

			　大人になった後から考えればその通りだろう。

			　それは実体験として同意せざるを得ないのだが。

			（男だったって意識があるうちは絶対無理！）

			　早くこの話題を断ち切ろうと、ほんの少しだけスキルを発動し、調理時間を加速する。

			「……できました！　じゃあ、私戻りますね」

			「うちで一緒に食べて行けばいいのに」

			「お父さんたちが許さないと思うので……」

			「……そうねぇ」

			　イリアの両親の彼女に対する過保護具合はドルテも重々承知しているため、こう言えば渋々受け入れてくれることは予測済み。

			　少し申し訳ない気もするが、この切り札を出さなければ引き下がらないのだから、仕方ないと割り切っている。

			　ともあれ、隣の自宅に帰還。

			「ただいま帰りました」

			「おかえりなさい。お父さんたちももうすぐ帰ってくるだろうから、手伝いなさい」

			「はい」

			　荷物を自室に置き踵(きびす)を返したところで、シモンを待つことをすっかり忘れていたことに気付いた。

			「……あのままいても色々面倒だったろうし、仕方ないよね」

			　そう自分に言い聞かせながら部屋を出て、支度を手伝った。

			　父や弟が帰宅したら、家族でテーブルを囲んでの夕食。

			　学校で起こったことをユーリが嬉(き)々(き)としながら語り、それを父と母が微(ほほ)笑(え)みながら耳を傾ける。

			　時折父が色々なことを語り、ユーリが訊ね、父がそれに答えていく。

			　母はそれに相(あい)槌(づち)を打ったり、時に褒(ほ)めたり窘(たしな)めたり……まさに、家族団らんといった風景が、そこにあった。

			　面倒なことは多少あるものの、順(じゆん)風(ぷう)満(まん)帆(ぱん)で平和な毎日。

			　こんな日が続けばいいのに、と改めて考えることもなく、当然続くものだとイリアは思っていた。

			　

			　何かが変わってしまうのは、それこそ一瞬のことなのに。

			　

			「「「「　!!　」」」」

			　二年前にも聞いた警報。

			　その警鐘のような音が聞こえたのは、食事を終えてしばらくした頃だった。

			「あなた……」

			「ああ……！」

			　父と母は、険(けわ)しい顔で装備を整える。

			　ユーリも二年前を覚えてるのか、不安そうな表情でイリアの手を握ってくる。

			「お父さんは外を見てくる。お前たちは絶対に家を出るんじゃないぞ」

			「はい」

			「……うん」

			　依然不安そうにしている弟に微(ほほ)笑(え)んで見せ、父はその頭を撫(な)でた。

			「ユーリ、お前は強い子だ。お姉ちゃんを守るんだぞ」

			「……うんっ！」

			　先程とは打って変わり、父を見返すユーリの眼差しは強い。

			　それを見て安心したのか、父はもう一度その頭を撫(な)でてから家の外に向かった。

			　扉が閉まる音が消えると、痛いくらいの沈黙が居間に流れる。

			「……取り敢えず座りましょう。外がどうなってるか、お父さんが聞いてきてくれるわ」

			　母の言葉に二人は頷(うなず)き、居間の椅子に座って父が帰ってくるのを待つことにした。

			　スキルを使えばすぐに状況は分かる。

			　だが、以前に見た拷問の光景が脳裏を過り、どうしても踏み出せずにいた。

			　お父さんが見てきてくれる。

			　そう言い訳して【千里眼】を使わずにいたイリアに、現実が唐(とう)突(とつ)に突きつけられる。

			「お前たち、今すぐここを出るぞ！」

			「キリル！　何があったの!?」

			「説明は後だ！」

			　イリアの手を強引に引いて家を出る父の後に、母とユーリが続く。

			　今の時間、空には星に似た小さな光が瞬くだけで、暗闇が広がっているはずだった。

			　だが、その黒を侵食するように森から這(は)い上がる赤が、空との境で揺らめいている。

			　時折弾けたように舞い上がるオレンジ色の光と、むせ返るような匂い。

			　里の森は、火に包まれていた。

			　イリアは反射的に【千里眼】を使い、周囲を見渡した。

			　あらゆるものを見抜き、千里を見通すその目に映ったのは、群がる魔物のように森を囲む、人間の姿。

			　そこに、耳の長い種族はいない。

			　いたとしても、別の種族の人間と、殺し合っている者だけだった。

			「奴らは、森に火を放った……！」

			「そんなっ！　結界は!?」

			　結晶柱の祠(ほこら)に近づくにつれ、速度を落とした父が説明を始めると、母は悲鳴のような声を上げた。

			「破られていたようだ……。消火と戦闘……奴らは数ばかり増やして、俺たちを片方に集中させないつもりだ……！」

			「外道どもっ……！」

			　母の見せる憎悪と怒(ど)気(き)に、すぐ横にいたユーリがびくりと身体を震わせたのが分かった。

			　そのまま進み祠(ほこら)の入り口に着くと、他にも大勢の子供や怪(け)我(が)人がいた。

			　中には学校のクラスメイトも避難しており、皆ユーリと同じように不安そうな表情を浮かべている。

			　目が合った者たちに笑顔を浮かべて見せると、少しだけ不安が和らいだように見えた。優等生という称号もたまには役立つらしい。

			「俺も戦列に加わる。イリア、ユーリ。お前たちは、他の子たちと一緒にこのまま祠(ほこら)にいなさい」

			「お、お母さんは……？」

			　ユーリの縋(すが)るような声に、母は優しく微(ほほ)笑(え)む。

			「大丈夫。ちゃんと戻ってくるわ」

			「お姉ちゃんをしっかり守るんだぞ」

			　父の言葉にユーリは頷(うなず)こうとして、

			「危ないっ！」

			　イリアに無理やり手を引かれたことで、叶わなかった。

			　ユーリが元いた場所を横切っていったのは、一筋の矢。

			　通過したものを捉(とら)えて現状を理解した父と母は飛来した方に視線を遣り、矢を放った者の正体を認めた。

			「外したか」

			「勘のいいやつがいるらしい」

			　言葉を発したのは二人。

			　だが、その背後には何十倍という人影が潜んでいることを、イリアの目は知覚していた。

			「……別働隊か。アンナ」

			「ええ……！」

			　父が一歩先んじると、母が杖(つえ)を掲(かか)げて詠(えい)唱(しよう)を開始する。

			　子供の護衛に回っていた怪(け)我(が)をしている者たちも、何とか加勢しようと祠(ほこら)から出ようとする気配があった。

			「させるかよ！」

			「いけ！　お前ら！」

			　男の一人が詠(えい)唱(しよう)を開始する前に矢を放ち、もう一人の号令で隠れ潜んでいた者たちが森から躍り出る。

			「くっ！　イリア、ユーリ！」

			　矢を剣で切り落とし防いだものの、迫る物量に劣勢を気付かされた父は、イリアに視線を向けないまま彼女たちへと声を発する。

			「ここは父さんたちが食い止める！　お前たちは――」

			「一人も逃がしゃしねぇよ！」

			「キリルっ！」

			「くっ……！」

			　他の者たちより素早く接近した男。

			　その剣が父の剣を弾き、その身体が無防備に晒(さら)される。

			　母の援護も間に合わない。怪(け)我(が)をしている者たちも、予想以上に動きが鈍い。

			　敵は多く、その刃がすぐそこまで迫っている。

			　里のどこもが、今の彼女たちと同じような状況に陥(おちい)っていて、助けは望めそうにない。

			　

			　――もう、お母さんたちの希望通りの娘でいよう、なんて言ってられない！

			　

			　覚悟を決めてからは早かった。

			「――へリックス・エア！」

			「ぬおっ!?」

			　突きだした右手から風が吹き出し、直撃した男が後方に吹き飛んだ。

			　目前に迫っていた危機からは脱したものの、風の余波でよろけた父が体勢を立て直すと同時に近寄り、短く告げる。

			「私も戦います」

			「イリア!?」

			　戸惑いの声は、父ではなく母だった。

			　ごめんなさい。

			　罪悪感から小さく頭を下げるに留め、敵意を向け続ける者たちと正対する。

			「これだけのことをしたからには、報いは受けてもらいます」

			「ぬかせ！　――ぁ？」

			　矢を引こうとした男に向け、放たれるよりも早く手を突きだす。

			　――エア・バレット。

			　無(む)詠(えい)唱(しよう)で発動した魔術により、岩の弾丸が男の胴体を突き破る。

			「ご、ふ……っ」

			　滝のような血を口から垂れ流し、男は絶命した。

			　魔物よりステータスが低いだけあって、詠(えい)唱(しよう)しなくとも威力は十分だった。

			「こんの……ガキがぁぁあああ！」

			「やっぱり逃げません、よね……」

			　先程の素早い男が混乱から逸早く立ち直り、イリア目掛け駆けてくる。

			　それに引き摺(ず)られたように雄叫びを上げる侵入者たちが、雪崩(なだれ)のように殺到する。

			　中には鎧(よろい)を着こんでいる者もいるため、詠(えい)唱(しよう)はしておいた方がいいかもしれない。

			　そう、努めて冷静に判断する。

			「――紡ぐ螺(ら)旋(せん)。風は導きに従い槍(やり)と成れ――ヘリックス――」

			『――弱き礫、勇を纏(まと)い拳(こぶし)と成れ――ストーン――』

			「させっかよ！」

			　口頭で風魔術のヘリックス・エアを詠む傍(かたわ)ら、並列思考で土魔術ストーン・バレットを詠(えい)唱(しよう)。

			　詠(えい)唱(しよう)しながら剣を振りかぶる男の懐に踏み込み、剣が振り下ろされるよりも早くその手を掴(つか)んで捻り、自らの持ち主を切り裂くように軌道を導く。

			「なっ――」

			「――エア・バレット」

			　間を置かず魔術を発動。

			　風による加速で貫(かん)通(つう)力を増した無数の石が斉射され、侵入者たちの全身を容赦なく撃ち貫(つらぬ)いていく。

			　たとえ初級魔術でも、込める魔力の量と同時発動のような使い方によっては中級以上の殺傷力を発揮することができる。

			　練習しておいて本当に良かった、と心から思う。

			　気を緩(ゆる)めずに周囲を探っても、この場に残る敵はもういない。

			　イリアは両親らへと振り返り、小さくお辞儀するに留めて先を急いだ。

			　家族だけでなく、里の者たちにも見られてしまった今では隠す意味はない。そしてそれ以上に、隠している場合ではない。

			（ひとまず、広域に雨を降らせよう）

			　とはいっても、勢いの強い水魔術では草木が傷んでしまい、空気を止めようにも里の人間もいるため不可となる。

			「――パージシャワー！」

			　魔力を解放して干(かん)渉(しよう)範囲を広げ、数百程度の指定座標で身体を洗う際などに用いる、緩(ゆる)く散水する魔術を発動。これで緩(ゆる)やかに消えてくれることを願うしかない。

			　同じようにあちこちで起こっている戦闘にも、魔術を発動して援護していく。

			　その一方で、イリアはある場所に向かっていた。

			　

			　

			　そして、到着した彼女が目にしたのは、その場にいる全てのエルフが、地に伏(ふ)し、あるいは膝をついている、凄(せい)惨(さん)な光景。

			　着くまでの援護と、数秒と経たないうちにその場に到着できたおかげでエルフに死人は出ていないが、あと一歩で文字通り全滅しかけていた。

			「へぇ……。これはまた小さなガキが来たな」

			「……これ以上はさせません」

			「ふ、ふふ……あははっはははは！　いいねぇ！　健気だねぇ!!」

			　男は嗤(わら)う。

			　その態度が示す通り、遊んでいた結果がこの惨(さん)状(じよう)なのだろう。

			　イリアの目に映るその男のステータスの一項目には、こう書かれていた。

			　

			　悪魔に憑かれた者――と。

			　

			「……悪魔」

			「ほう？」

			「そいつと、……言葉を交わすな、イリア……！」

			　力を振り絞るように声を発したのは、以前担任を務めていた教師、ラザーリだった。

			　その彼に向けて、男は槍(やり)を振りかぶる。

			「小汚い未開種族が」

			「っ！」

			　ナイフを生成すると同時に投(とう)擲(てき)。

			　手にしていた槍が弾き飛ばされたのを見て、男は驚(きよう)愕(がく)に顔を染める。

			　だがそれも一瞬のことで、すぐに違和感のある不気味な笑みに戻った。

			「ふぅん。後でじっくりと思ってたけど、大人たちの前で無残に殺すってのも」

			「……結界を解いたのは貴方の仕業ですか？」

			「……だとしたらなんだ？　ガキには関係ねぇだろ」

			　言葉を遮(さえぎ)られたのがよほど不快だったのか、男は忌(いま)々(いま)しげに顔を歪(ゆが)める。

			「ここで死ぬんだからよ」

			　そう言って、左手を突きだした。

			　この距離で詠(えい)唱(しよう)する気？

			　そう考えたイリアの予想は、

			「イリアッ、逃げっ……！」

			「――ステューパーセット」

			　直後に放たれた魔術に間違いだったことを知らされる。

			　詠(えい)唱(しよう)しなかったことに驚いてる暇もなく、意識が掻き混ぜられるような不快感と、全身に纏(まと)わりつく痺れに襲われ、気付けば膝をついていた。

			（そういえば、状態異常の耐性、つけてなかった……！）

			　後悔先に立たず。

			「はっ、まずは定石通り、喉を潰してやるよ」

			　その言葉通り、魔術による攻撃や身体能力の強化を得意とするエルフを相手にする場合、詠(えい)唱(しよう)できないよう喉を潰してしまうのが最も有効な手段となる。

			　この惨(さん)状(じよう)を作り出した経験からくる余裕か、男はゆっくりとした足取りで近づいていく。
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			　目前まで迫った男はイリアに手を伸ばし、

			「――は？」

			　その腕が零(こぼ)れ落ちたことを理解できなかったのか、素っ頓狂な声を上げた。

			　次いで降りかかる見えない刃を察知したのか、弾かれるような速度で後退し、その身が切り刻まれることを回避した。

			「詠(えい)唱(しよう)せずに……っ！」

			「貴方だってやったじゃないですか」

			　イリアは立ちあがり、膝に着いた土を払う。

			「身体の自由は奪ったはずだろうが！」

			「そうですね」

			　できるだけ耐性がつくようぎりぎりまで回復せずにいたのだが、身体の違和感は既に消えていた。

			　詠(えい)唱(しよう)を省ける相手と分かったからには、先手あるのみ。

			「くっ……！」

			　そう思った矢先に、男は逃げ出してしまった。

			　十中八九、結界を解く手段を持つのはこの男だろう。ならば、ここで逃がすわけにはいかない。

			　そう判断して無(む)詠(えい)唱(しよう)で魔術を放って行くが、男は止まらない。

			「なんで……!?」

			　魔物以上の速度は十分驚(きよう)愕(がく)に値する。

			　だがそれ以上に、すでに足が千切れ、胴体を抉(えぐ)られた身体ながら止まらないのは生物として異常すぎる。

			「オレはっ……わたしは、止まるわけにはいかないんだ……！」

			　そんな声が、呼吸の荒い男の口から洩れる。

			　どうしてそんなにエルフを……。

			　そんな考えが脳裏を過り、攻撃の手を緩(ゆる)ませてしまったその瞬間。

			　男の体が、膨張した。

			　粘菌のようにドロドロの爛(ただ)れた四本の異常に長い手足を蜘蛛のように動かし、木々をかき分けて男だったモノは速度を上げる。

			　その先にあるもの……祠(ほこら)を【千里眼】が捉(とら)えて、イリアは焦った。

			　このままでは、戦えない者まで巻き込んでしまう。

			「早く……倒れてよ！」

			「死ねるカ……！　コのまマ、仇(かたき)も果たセず……!!」

			　いくら裂いても潰しても燃やしても、傷ついた場所から泥のようなモノが湧(わ)き出るばかりで、止まる様子がない。

			「泥……!?　ならっ！」

			　主に火種として使われる火の魔術キンドル・スパークと、ヘリックス・エアを弱めて範囲を広げた風の魔術、ウェール・シリンダーを同時発動。

			　疑似的な高温の上昇気流を作り上げるウェール・スパークで、泥全体を閉じ込める。

			　狙い通り泥が固まり始めたことで動きが鈍くなり、そこにストーン・バレットを叩き込んでいく。

			　高温と石の弾丸のダメージは確実に蓄積してるのか、泥の再生力は目に見えて減少していた。

			　にもかかわらず、無理に動こうとする〝男だったモノ〟は手足を失い、それでも胴体だけで引き摺(ず)るように進もうとする。

			　やがて風が止む頃には溢(あふ)れ出てくる泥も打ち止めのようで、完全に手足を失った。

			　……それでも、〝男だったモノ〟は止まろうとしない。

			「どうして、そこまで……」

			　追い越して進路を阻むように着地すると、頭蓋から露出し、ぎょろぎょろと動く眼球がイリアに焦点を合わせる。

			「……ナぜ……だト……!?」

			　怒りを表しているのか、巨大な身体がぶるぶると震え、ぼろぼろと崩れていく。

			「キザまらが奪ッタのダ……!!　ヴァタジノ、ムズゴヲ!!」

			　――貴様らが奪ったのだ!!　私の息子を!!

			　スキルを経た言葉が、イリアの脳内で変換される。

			　息子。

			　その言葉が思い浮かんだ時、彼女の脳裏を真っ先に過(よぎ)ったのは、拷問を受けていたあの少年だった。

			「タダゴウデュウボボヂダイドデガッダデズドヴォ……オバベバヴァ……！」

			　――ただ交流を持ちたいと願った息子を……お前たちは……！

			　もう高温で喉も焼けてしまっているのか、それ以上の言葉は聞こえてこなかった。

			　交流を持ちたい。奪った。

			　それらの言葉が示す事実が、頭の中に浮かんだ。

			　……でも。

			　誰に対するものだろうか。まるで言い訳のように、イリアは言葉を探す。

			「でも、それは勝手に侵入したからで……！」

			「それはどうかな」

			　その声は、男のものではなかった。

			　確かにその身体から聞こえていたはずなのに、別の声が聞こえてくる不可解な現象。

			　そしてその理由を、すぐに理解した。

			　まるで幽体離脱するように、男の身体から別の生物が姿を現したからだ。

			　その生き物は、全体的に見ればコウモリのようだった。

			　だが、細部や大きさが全く違う。その巨大さが鷲(わし)のような猛(もう)禽(きん)類ほどもあり、狼のような頭部や生まれたての山羊のような細い肢が、不気味さを一層際立たせている。

			　

			　悪魔。【神の眼】には、簡(かん)潔(けつ)にそう表示されていた。

			　

			「彼の息子は、エルフと交流を持つという集団に惹かれ旅立っていったそうです。ですが、彼の息子はいつまでたっても帰って来ませんでした。それは何(な)故(ぜ)でしょう？」

			　役者じみた言い回しで語る悪魔に、イリアは答えることができなかった。

			　その理由すら察したように、悪魔は言う。

			「そう！　てめぇらエルフが殺したんだよ！　侵略者なんて決めつけて！　拷問をこれでもかってくらいに繰り返し！　真実を語る少年の懇願を無視して殺した！　……希望と夢に満ち溢(あふ)れていた少年の絶望と恐怖は、どれほどのものだったのでしょう……？　ヒャハハハハッ！」

			　悲しげな声色は一転して、まさにそれらしく嗤(わら)った悪魔は、眼下の男に目を遣った。

			「そう教えてやったんだよ。こいつには」

			「……そうして、とり憑いたの？」

			「そうだ！　上手くやったろう!?」

			　声高らかに、まさに誇(ほこ)るように悪魔は肯定した。

			　でも、その声はすぐに落胆の色へと変わる。

			「ま、全然持たなかったけどな。俺の支配を逃れるほどとは驚いたけどよ、その代わり暴走したんじゃ意味ねぇよ」

			「……どうして、そんなに話すの？」

			　逃げられると思っているのだろうか。

			　いや、そもそも悪魔の言葉が真実という保証もない。

			　何にせよ、ここで逃がす気は全くない。

			　改めて戦闘態勢に入ったイリアを見て、悪魔は嗤(わら)った。

			　だらりと翼を下げたその様は、どこか脱力しているようにも映り……隙を見せるその考えが読めない。そのことが不気味だった。

			「ま、目的は達したからな。及第点ってやつだ」

			「……？」

			　確かに結界は破られ、里の被害は大きい。

			　だが、里そのものがなくなるほどではなく、結界も結晶柱が無事であればすぐに直すことができる、と聞いていた。

			（……まさか、他の悪魔!?）

			　そう考えて辺りを【千里眼】で見回すが、他に悪魔の文字はない。

			　それどころかほとんどの場所で戦闘は止み、無事に消火も終わっていた。

			「そこの少女、何をしている！　逃げろ！」

			　守備隊も駆けつけ、どう考えても八方塞がりにしか見えない状況だ。

			　だが、悪魔は態度を変えない。

			　イリアの視線から訝(いぶか)られていることを察したのか、悪魔は「ハッ」と嗤(わら)った。

			「別に逃げるつもりはねぇさ。化け物相手に逃げられるとも思ってねぇしな」

			「化け物……？」

			「おいおいしらばっくれんなよ。俺の相棒をこんなにしといて、ただのエルフだなんて言うつもりじゃねぇだろうな？」

			「「「　!?　」」」

			　悪魔の言葉に反応したのは、駆けつけてきた守備隊の面々だった。

			「まぁいいさ。どうせ他に入った奴らだって殺されるんだからな」

			「それは、そっちが襲いかかって来たから……！」

			「こいつの息子みてぇに襲おうとしなくても殺すんだろ？　ケケッ」

			　嘲(あざけ)るように嗤(わら)った悪魔。

			　その胴体を貫(つらぬ)いたのは、やってきた守備隊の一人、守備隊長のベネディクトが放った矢だった。

			　彼は平然とした視線で悪魔を睥(へい)睨(げい)しながら、告げる。

			「当然だ。エルフの里は何人たりとも足を踏み入れることは許されぬ聖域。交流を図ろうとする者だろうと、浅ましい他種族であれば受け入れるなど有り得ない」

			　イリアは耳を疑った。

			　今、彼は交流を図ろうとする者、と即答した。

			　それは、この会話でわざわざ選ぶような言葉だろうか。

			　

			　――それとも、わざわざその言葉を選ぶくらい、悪魔の言った息子に心当たりがあったの？

			　

			　――本当に、悪魔の言った通りだったの？

			　

			　イリアの【直感】スキルが、知りたくもない違和感を突きつけてくる。

			　問うこともできず、考えるばかりの彼女を置いて、悪魔に魔術が殺到する。

			　悪魔の処理が完了すると、次は胴体だけとなった男の番。

			　しかし既にその目に生気はなく、完全に事切れていることが彼女の目には示されていた。

			「……なぜ子供がこんなところにいる」

			「あ……」

			　目の前に立ったベネディクトを見上げると、以前向けられたものとは違う、冷たい視線に晒(さら)された。

			　思わず手を握りしめていたイリアに、彼は言う。

			「……今は置いておく。先程の異形……悪魔で間違いないか？」

			「……はい。そう自分で言っていました」

			　厳密には違うが、間違ってはいない。

			　イリアを見下ろしていたベネディクトは、一度悪魔の死体を見遣り、そして再び彼女へと視線を戻した。

			「迷うな」

			「っ……」

			　唐(とう)突(とつ)に突きつけられた言葉。

			「こうして不老長寿を保っていられることこそ、我らに大義がある証。迷うことこそ、堕落の一歩と考えよ」

			　諭すように告げられた言葉。

			　その意味を察して、イリアは振り絞るように訊ねた。

			「……否定、しないんですか」

			「何をだ」

			「悪魔の……言っていたことです」

			　具体的なことは言わなかった。

			　それでも、

			「ああ」

			　と、ベネディクトは肯定した。

			「……そう、ですか」

			　それ以上、何も言えなかった。

			　

			　大義があれば人を殺していいの？

			　

			　そう考えて、イリア自身が家族を……里の人々を守るということを大義名分にして、大勢の人間を殺したことに気付いた。

			　人間でなくとも、大勢の魔物も殺した。

			　

			　――私に、彼を否定する権利があるの？

			　

			　その疑問に答えを出すことができず、気持ちを上手く整理することもままならないイリアは、帰る足を速めていた。

			　安心したかった。

			　大事な人たちを守ることができたのだと、実感が欲しかった。

			　だが、

			「！」

			　祠(ほこら)の入り口に集まっていた人々の中に家族を見つけ、駆け寄ろうとしたイリアは、いつの間にかその足を止めていた。

			　皆無事だった。

			　家族も、

			　彼女を慕ってくれたクラスメイトたちも、

			　皆、無事だった。

			　

			　でも、違った。

			　

			「お、おとうさん……？」

			　イリアは、無意識にその言葉を口にしていた。

			　その人物が本当に、父か分からなかったから。

			　その呟(つぶや)きに、はっきりとした応えはない。

			　それでも彼女の目が、目に映っている人物が、家族なのだと突きつける。

			　それでも、信じたくなかった。

			　

			　……信じられなかった。

			　

			「……おかあさん……」

			　

			　私は、あなたたちの言う通りに生きてきたよ？

			　みんなのために、がんばったよ？

			　

			　なのに……、

			　なのに、どうしてそんな……、

			　

			　そんな、敵を見るみたいな目でわたしを見るの……？

			　

			　

			　精神的な消(しよう)耗(もう)が大きかったのだろう。

			　その日は、ベッドに潜り込むなり眠ってしまった。

			　そして不意に違和感を覚えて目を覚ますと、

			「……え？　なに、これ」

			　自分の首に、妙な布が巻き付いていた。

			　ベッドから降りて鏡を見ると、【神の目】で表示されていたのは［封魔の呪布］の文字。

			　魔術が、封じられている？

			（なんで……？）

			　色々な予想が頭の中をぐるぐる回り、それでも、一向に結論は出ない。

			　そんなわけがないのに。

			　結論を出すのが怖いだけ、誤(ご)魔(ま)化(か)しているだけだということに、本当は気付いていた。

			　それでも、それも見ない振りをして無理やり思考を中断して部屋を出ると、そこには誰もいなかった。

			　時計という概(がい)念(ねん)が里にはないため、今が何時なのかも分からない。しかし、窓から外に視線を移すと、それなりの数の人が仕事を始めているようだ。

			　だとすれば、両親は仕事に、ユーリは学校に行った後なのかもしれない。

			「寝坊、しちゃったのかな……」

			　呟(つぶや)いて、支度を済ませたイリアは学校に向かうことにした。

			　昨日の今日ということで休校になっている可能性もあったが、ユーリがいないことを考えれば授業があるのかも、と判断したからだ。

			　

			　

			　重い足取りで外を歩くと、幾つもの視線を感じた。

			　そのどれもが以前とは違う、刺すような感覚で……自然と俯(うつむ)いて歩くようになっていたイリアは、何も考えないように努めた。

			　何かを考えれば、全て悪い方に考えてしまいそうで、それは同時に、足を止めることを意味していた。

			　歩き続けるには、思考を手放すしかなかった。

			　通いなれた道のはずなのに、やけに遠く感じる里の道を進む。

			　学校に着くと、まるで鉛を埋め込まれたように足が重く感じられた。

			　昨日見たクラスメイトたちの目や表情。

			　それらが脳裏を過り、胸が締め付けられる。

			　それでも教室に辿(たど)り着いてドアを開くと、それまでの喧騒が嘘のように静まり返った。

			「……おはよう」

			　振り絞るように声を出して、誰にともなく挨拶する。

			　だが、言葉は返ってこなかった。

			　視線は逸らされ、席まで歩こうとすると彼女を避けるように道が開く。

			　もともと「面倒くさい」と、こうなることを望んでたじゃないか。

			　そう考えても、気持ちは軽くならなかった。

			　不意にシモンの姿を探すが、教室のどこにも彼はいない。

			　静まり返ってしまった皆に申し訳なくて、授業が始まるまで外にいようかとも思ったが、ちょうど教師が来てしまい、それもかなわなかった。

			　入室した教師は、そのまま教壇に移動する。

			　その様子はいつもと変わらないようにも見えるが、当の本人であるイリアからすれば〝見ないように〟気を付けてるのが丸わかりだった。

			「……えー、皆も知ってると思うが、昨夜、我が里は襲撃を受けた。その修復と警備体制の強化に伴って、しばらくの間休校となる。校庭は開放しておくので、復習は欠かさないように」

			　表面上は静かだが、クラスメイトたちは動揺している。それは勿論大手を振って学校を休めるといった前向きなものではなく、改めて現実を突きつけられたことによる恐怖や不安といった感情によるものだ。

			　そんな彼らにフォローを入れるわけでもなく、教師は締めの言葉を口にする。

			「以上だ。みな、速やかに帰宅するように」

			　本当にそれだけを告げるために来たらしく、教師は足早に教室を去っていった。

			　これで今日は終わりらしいが誰も席を立とうとはせず、教室は妙な緊張感に包まれていた。

			（……もしかしなくても、私のせいだよね）

			　先に出ちゃおう。

			　そう思い立ち上がると、周りのクラスメイトがビクリと身体を揺らした。

			　わざとではないことは分かっている。

			　それでも悲しくなるのは堪えようがなくて、これ以上苦しい思いをする前に教室を出てしまうことにした。

			「！」

			「痛っ……！」

			　焦っていたのか、教室を出る際にちょうど入ろうとしていたらしい他のクラスの少女にぶつかってしまった。

			　イリアはともかく、転んでしまった少女も特に怪(け)我(が)はしていないようで、すぐに気を取り戻したようにイリアを見上げた。

			「ごめ――」

			「ご、ごめんなさい!!」

			　少女の大声が、イリアの声を覆(おお)い隠すように響き渡る。

			　大丈夫だから。

			　そう言う間もなく、少女は怯(おび)えた様子で捲(まく)し立てる。

			「ごめんなさい！　わたし、気付かなくてっ、ごめんなさい！」

			「あの――」

			「ごめんなさい！　どうか、殺さないでっ！」

			「っ」

			　懇願するみたいに突きつけられた言葉。

			　怯(おび)えの底に見える、自分とは別のモノを見るような視線。

			　頭が真っ白になったイリアは、直後にかぁっと血が上るような感覚がして、

			「そんなことしないっ！」

			　気付けば、叫んでいた。

			　イリアは皆のことが大事だからこそ、守ろうと思い努力した。

			　チートを貰った時には疚(やま)しい気持ちもあったが、この気持ちに嘘偽りはない。

			　

			　なのに、むやみに人を傷つける人間……侵入者と同じだなんて、思われたくなかった。

			　

			　だがそれは、都合のいい願望だったのだろう。

			　自身の考えを酌み、察してくれる。そんな願望。そんなこと、誰にも分かるわけがないというのに。

			「ご、ごめんなさい!!　ごめんなさい、ごめんなさいごめんなさい!!」

			　謝り続けるその姿は、まるで土下座しているようだった。

			　騒ぎを聞きつけたのか、周りに人が集まってきて、冷たく重い圧力が増していく。

			　どうしよう。

			　すぐにこの場所を離れたいが、誤解を解かずに離れれば事態は悪化するかもしれない。

			　だが、このまま少女が落ち着くまで待ってるうちに誤解が広まって、状況が悪化してしまう可能性もある。

			　悩むイリアが答えを出せずにいると、近づいて来る気配があった。

			　それは、家を出てきてからずっと貼り付くようについてきた気配。

			「……一日も持たんとはな」

			　その声に視線を向けると、ベネディクトが五人ほどの部下を連れて向かってくるのが見えた。

			　そして、

			「イリアスティア・ツァーベル。お前を連行する」

			　取り囲まれるように槍(やり)を突きつけられたイリアに、彼はそう言った。

			「どこへ、ですか……」

			「長老様のもとだ。抵抗すれば、この場で無力化する」

			　本気の目。

			　そう察したイリアは、なにか考えようとはせず、ただその言葉に従うことにした。

			　

			　

			　手には枷(かせ)を嵌められ、ベネディクトの部下に取り囲まれながら人垣の中を歩いて行く。

			　当然の話ではあるが、学校を出ても多くの人間がいた。

			　その誰もかれもがイリアを見ていて、そしてそれは、昨日までとは全く別の感情の視線だった。

			　暖かさの欠片もない、冷たい視線。

			　幾つもの視線が、まるで実際に圧力を持ってるようで……足取りは重くなり、心は重く、沈んでいく。

			　やがて長老の屋敷に着くと、取り囲んでいた者たちが一歩前に出て、まるで長老を守るように脇を固める。

			　状況が整ったことを認めたのか、長老は一つ頷(うなず)き、柔らかい微(ほほ)笑(え)みを浮かべてイリアを見据えた。

			「イリアスティア。自分の置かれた立場が分かりましたか？」

			　その言葉を聞いて、自分が泳がされていたことに気付かされた。

			　呪符を貼って力を封じ、周囲からどんな感情を向けられるか、自身がどのような状況か身を以って理解させる。

			　彼女を大人しくさせるには有効な手段であると、イリア自身でも思う。

			　でも、知りたくなんかなかった。

			　衝いて出そうとした言葉を呑み込んで、頷(うなず)く。

			「…………はい」

			「それは良かった。……最後くらい、大人しくしていて欲しかったと言うのが本音ですが」

			　最後……？

			　その言葉の意味を問う間もなく、長老は微(ほほ)笑(え)みを消し、告げた。

			「イリアスティア。貴女を、外患誘致、書庫の無断侵入、並びに魔術書の無断閲(えつ)覧(らん)の容疑で拘(こう)束(そく)します」

			「え……」

			「貴女が先の他種族侵入の際に迎撃に当たり、講義外の魔術を使用したことは調べがついています。禁じられているにもかかわらず知識欲を優先させるその精神性と、それを抑制できない脆(ぜい)弱(じやく)性。これらは里を脅かす危険性が高いと判断し、無期限の禁固を言い渡します。もう一点、貴女には悪魔と交渉した容疑が懸けられています。こちらが確定した場合、死刑となります」

			　告げられた言葉。

			（…………ちがう……。……違う！）

			　理解したくないと邪魔する本能をじりじりと押しのけて、理解するごとに溢(あふ)れてくる悲しみや失望。

			「違います！」

			　両脇から槍(やり)が突き出されて行動を制すが、それでも言わなければならなかった。

			　そんなデタラメな話を認めたと、思われたくなかった。

			「私はっ……！」

			「これは決定事項です。拒否すれば、更に重い処罰になりますよ」

			　死刑よりも重い刑罰。それは、家族まで刑が及ぶということだろうか。

			　そう言われてしまえば、イリアは口を噤(つぐ)むしかない。

			　長老の言葉通り、有無を言わさずすぐに手(て)枷(かせ)を嵌められ、イリアは牢屋に連行された。

			　

			　牢の中は光が入らないせいか黴(かび)臭く、長く人の手が入っていないのか、埃(ほこり)も酷(ひど)い。

			　意識するせいで生じた幻覚なのか、本当に残っているのか分からないくらい微かな血の匂いを感じながら、イリアはずっと寝台の皺を見つめていた。

			　

			　――……どうしてこうなったんだろう。

			　

			　どこで間違ったんだろう。

			　私はただ、みんなを守りたかっただけなのに。

			　そう考える度に、沈んでいくような感覚に襲われて……その度に気持ちを奮い立たせる。

			　あの時動かなければ、誰かが怪(け)我(が)していたかもしれない。怪(け)我(が)よりもっと酷(ひど)いことになっていたかもしれない。

			　だから、間違っていない。

			　皆分かってくれる。

			　今我慢すれば、きっと誤解だって分かってくれる。

			　ここから出してくれる。

			　前世だって、失敗しても皆変わらなかった。

			　変わらないでいてくれた。

			　

			　前世のように、今回だって、できることを頑張ったのだから。

			　

			（だから、だからきっと……）

			　

			　そう考えて、心と身体を必死に守ろうとした。

			　そう考えていなければ、なにもかもが終わってしまいそうな気がして、押し潰されそうだった。

			　

			　扉の開く音が聞こえては、その度に期待して……ご飯が持ち込まれる度、身体を洗うための桶を持ち込まれる度に心が折られて、身も心も、凍っていくようだった。

			　

			　何日かすると、ご飯も喉を通らなくなり、無理に口にすると吐いてしまうようになった。

			　それでもこの体は死んではくれず、スキルで自動的に最善の状態に保たれる。

			　なのに、凍えるくらいに寒い。

			　

			　――……どうしてこうなっちゃったんだろう。

			　

			　何度も何度も繰り返してきた、いつもと同じ疑問が浮かぶ。

			　感謝されたかったわけじゃない。

			　褒(ほ)められたかったわけじゃない。

			　認められたかったわけじゃない。

			　

			　――ただ皆を守りたかっただけなのに……、皆から怯(おび)えられて、怖がられて……。

			　――前世は何の才能もなくて迷惑ばっかりだったけど、この身体ならって思ったのに……。

			　

			　いつも答えは出ずに、心を巻き込んで重く沈んでいく。

			　こみ上げてくるもので視界がぼやけるが、それが何度目かは、もう分からない。

			　今回は、意識まで朦(もう)朧(ろう)としてきた。

			　どこかで感じたような感覚に思えて記憶を探ると、まず過ったのは悪魔に魔法をかけられた時のこと。

			　

			　――化け物。

			　

			　その言葉が不意に思い浮かんで、皆の表情が腑(ふ)に落ちた気がした。

			　

			　しばらくすると記憶は更に遡(さかのぼ)って、この世界に生まれ落ちた時のことを思い出した。

			　あの時も、上手く動けなかった。

			　長老の言葉を聞いたり、父に連れ出されたり……。

			　あの時の暖かさが、今はどこにもない。

			　

			　おとうさん……、

			　おかあさん……、

			　

			　どうして、助けに来てくれないの……？

			　あの時みたいに、かばってくれないの……？

			　

			　わたし、がんばったよ？

			　あなたたちにとって、従順じゃないわたしは化け物ですか……？

			　

			　

			　再びディオーティマのもとに、テレンティアから便りが届いた。

			　新しい候補でも見つけたのだろうか。

			　そんな考えが頭を過り、重い手つきで封を切る。

			「！　……そう」

			　手紙の内容は、彼女の予想を裏切るものだった。

			　以前保留としていた候補の少女が、咎(とが)人(びと)として留置されている。

			　経緯を省き要約すればその程度だが、裏を読めば里で処罰するかこちらで処罰するか、その判断を任せるということだろう。

			　それは狡い、とディオーティマは一つ息を吐く。

			　ちょうどいいと考えるべきか、魔が悪いと考えるべきか。

			　どちらにせよ、そろそろ彼(か)の方への貢ぎ物を捧げなければならない時期だ。

			　紙を取り出したディオーティマは、用件だけを認めて便(びん)箋(せん)に封をする。

			　そして近場の者を呼び、手紙を渡した。

			「これを山間の里へ。それと、会議の手配を」

			　恭(うやうや)しく叩(こう)頭(とう)して下がる配下を見送り、ディオーティマは椅子に体重を預け、小さく息を吐く。

			　会議と言っても、所詮それは手順を踏んだ、という口実でしかない。

			　実際、会議の場で否決されたことは一度もなく、かく言う彼女も、手紙には少女を受け入れる旨(むね)の内容を書き記している。

			「……はぁ」

			　思わず零(こぼ)れてしまった溜(ため)息(いき)。

			　それは、慣れてしまった自分への失望か、それとも護送に送る人材の手配といった、執務に辟(へき)易(えき)した感情の吐露か。

			　どちらにしても、結果は変わらない。

			　そう断じて、ディオーティマはゆっくりと目を伏(ふ)せた。

			　

			　

			「――」

			　何かが聞こえた。

			　その音でいつの間にか途切れていた意識を取り戻すと、鉄の柵の向こうに人影が見えた。

			　……誰だろう。

			　もう期待することも怖くなってしまったイリアは、ゆっくりと意識を覚(かく)醒(せい)させ、その人影に目を向ける。

			「ようやく起きましたね」

			　長老、テレンティア様。

			　そう理解して、イリアは安(あん)堵(ど)している自分を自覚した。

			　勿論それは彼女が来た事実に対してではなく、期待しなくて良かった、という自身の感情に対してだ。

			「刑の変更を伝えに来ました」

			「……」

			　変更、ですか？

			　そう口にしようとしたが、それは言葉にならなかった。

			　テレンティアは怪(け)訝(げん)とした表情を浮かべたものの、結局言葉を続けた。

			「イリアスティア・ツァーベル。貴女の身柄は、ウィンディアに送られることになりました。後日、彼の国より使者が到着します。それまでは現状を維持。このまま大人しくしていなさい。良いですね？」

			「っ……」

			　はい。

			　そう言おうとしたが、やはり声は出なかった。

			　取り敢えず頷(うなず)くことでその場はやり過ごし、人の気配がなくなった所で声を出そうと試みる。

			「っ、……、…………」

			　いくら試してみても、声が出なかった。

			　呼吸はできる。

			　爪(つめ)で皮膚を裂いても自動回復は普通に発動した。

			　どうして？

			　どうして声がでないの？

			　この呪符が原因だろうか。

			　そう思い手をかけ、外そうとしてしまった手を降ろす。

			　外せば何らかの反動……損傷を受けるといったペナルティが起こる可能性はあるが、チートのイリアであれば大抵のことは問題ない。

			　だが、今この呪符を外せば、またあらぬ誤解を受ける気がした。

			　これ以上なにか下手なことをすれば、今まで耐えてきたことが無駄になってしまうかもしれない。

			　先に出たウィンディアは、エルフの族長……里の長老を勤め上げ、種族の代表格として昇格した者が住んでいる国と聞いたことがある。

			　日本でいう最高裁のようなところであれば、そこで誤解を解けば、きっとまた――。

			　

			　新しく芽生えた希望を抱いて、イリアはその日一日を過ごした。

			　

			　

			　異変が起きたのは、その日二度目の食事が運ばれた直後だった。

			「っ――がぁッ!?」

			　牢からは見えない場所で物騒な物音と声がして、牢の鍵(かぎ)が開かれる音が暗い部屋に響いた。

			　なんだろう。

			　そう思い、何とか身体を起こしたイリアの前に立つ、一つの人影。

			「出るぞ、イリア」

			　そう言って手を差し出したのは、幼馴染の少年……シモンだった。

			　どうしてここに？

			　なんであなたが？

			　色々なことを聞きたいのに、こんな時でも声にならない。そんなイリアに、シモンは業を煮やしたように近づいて、手(て)枷(かせ)が嵌められたままの彼女を担ぐ。

			　その時点でようやくイリアは、彼の身体能力が魔術で底上げされてることに気付いた。

			　父に習ったのだろうか。

			　そんなことを考えているうちに走り出した彼が向かう先に、出口の光が見えた。

			　その事実が示すのは、脱走。

			「っ……!?」

			　止めたいのに、言葉が出ない。

			　暴れれば止めることはできるが、そんなことをすれば怪(け)我(が)をさせてしまうかもしれない。

			　結局身(み)動(じろ)ぎする程度になってしまったイリアの動きでは彼を止めることはできず、シモンが止まったのは、目的地……彼の部屋に到着した後のことだった。

			　魔術を使ったとはいえ、人ひとりを運んだ疲労だけでなく、緊張もあったのだろう。

			　ベッドにイリアを降ろしたシモンは、扉に鍵(かぎ)をかけるや否や、崩れるように座り込んだ。

			「……どうしたんだよ、ずっと黙って」

			　さすがにおかしいと気付いたのか、訊ねた彼にイリアは喉を指差して首を振った。

			　それで大体のことを察したシモンは、ノートとペンを渡した。

			　逸(はや)る気持ちを抑え、イリアは慎重に言葉を選ぶ。

			『何考えてるの？』

			　そう書くと、シモンは顔を顰(しか)めた。

			「……見て、分かんないか」

			『わかんないよ』

			　荒い息を整えながら見上げるシモンに、イリアは努めて冷静に続けた。

			　嬉しかったから。

			　皆が変わってしまったのに、彼だけは変わらずに接してくれるようで、そうしなければ、彼に縋(すが)ってしまいそうな気がした。

			「なら、教えてやる」

			「……？」

			　シモンは立ち上がり、ゆっくりとイリアに向かって歩いていく。

			　目前に迫ってきたシモンから逃げるように、イリアはベッドの上をじりじりと後退するが、すぐに壁際に追いやられてしまった。

			　シモンはベッドに片膝をつき、片手で壁に手を伸ばす。

			　まるで逃げ道を塞ぐような態度に警戒心を自覚する頃には、つい先程までの浮つきかけていた心は、どこかに消えていた。

			　それでも希望に縋(すが)り付きたいのか、拒めずにいるイリアに、シモンは怒りに似た表情を向ける。

			「……イリア。お前はこれから、族長様が集まってる、ウィンディアってとこに送られる」

			『わかってる。聞いた』

			「お前は分かってない！」

			　間近で叫ばれ、反射的に身体がビクついてしまう。

			　能力で言えば瞬殺できる相手なのに、どこか怖がってる自分自身を御しきれず、もう、自分が何をしたいのか、どうしたいのか、全然分からない。

			　混乱する頭でも、自分が情けないことだけは分かって、こみ上げてくるものを堪えて余計に苦しくなる。

			　そんなイリアには構わず、シモンは言う。

			「大人たちは皆言ってる……。族長たちのところに行けば、二度と帰ってこない。お前はもうそこから出られないって……！　お前、里に戻って来れなくなるんだぞ！」

			「っ……!?」

			　そんなの嫌だ。

			　もう、お父さんやお母さん、ユーリに会えなくなるなんて。

			　そう考えた直後、あの時に祠(ほこら)で見た光景が脳裏を過った。

			　

			　――会えない方がいいかもしれない。

			　

			「っ!?」

			　そんな考えが急に浮かんできたのを自覚して、イリアは自分自身を疑った。

			　そんなわけない！

			　私は、皆を大事にするって決めたんだ！

			　私には力があるんだから、皆を守るって決めたんだ！

			　浮かんだ考えを振り払うように、色々なことを考えた。

			　なのに、どうしても消えてはくれず……不意に感じた寒気から身を守るように、自分の体を抱きしめた。

			　そして、その直後に感じる、他人の体温。

			「俺は、お前と離れたくない……！　他の奴なんか、どうだっていいんだ……！」

			　すぐ耳元で聞こえる声。

			　イリアは、シモンに抱きしめられていた。

			（……、はい!?）

			　理解した直後に押しのけ、

			『やめて。何考えてるの』

			　ノートに書いた文字を突きだす。

			「まだ、分かんないのか……！」

			　苛(いら)ついたような声を出したシモンはノートを払い除け、イリアの顔にその顔を近づけてくる。

			（って、はぁ!?）

			　十歳でここまで欲情するものだろうか。

			「っ……！　っ!!」

			　そんな動揺も、声に出ない。

			（ちょ、待って！　シモン!!）

			　押しのけるように身体ごと引き剥(は)がす。

			「っ……イリア！」

			　するとシモンは、下唇を噛(か)みながら明らかに怒ったような表情を浮かべ、イリアを押し倒した。

			　本当に、彼が何を考えてるのか理解できない。

			　息荒く覆(おお)い被さってきたシモンはイリアの服に手をかけ、まるで引き千切ろうとするかのように引っ張り……、実際に、服が裂ける嫌な音が耳(じ)朶(だ)に響いた。

			（ほんと、やめっ……！　友達だろ!?）

			　そう本気で思うから、その行動が信じられない。

			「俺はっ！　俺は、ずっとお前がっ……！」

			「……、っ……っ!!」

			　もう怪(け)我(が)させるかも、なんて四の五の言ってはいられない。

			　できるだけ手加減しながら、それでもちゃんと払い除けられるように力をこめ、突き飛ばす。

			「っ、……はは」

			　再び開いた距離で、突き飛ばされた痛みに眉(まゆ)を顰(ひそ)めながらゆっくりと立ち上がるシモンは……笑っていた。

			　よく知っていたはずの人の、隠れていた一面。

			　二年前の時と同じで、全身に寒気が走った。

			　慌ててノートを拾い、文字を書きなぐってシモンに見せる。

			　零(こぼ)れ落ちたもので少しにじんでしまったけれど、書き直す余裕は彼女にはなかった。

			『落ち着いて？　友達でしょ？』

			「……イリア、よく考えるんだ。俺が声を上げれば、それだけでお前の人生は終わる。……でも、俺に従ってさえいれば、里を出ずに済むんだ。……簡単だろ？」

			「っ、……」

			　にじり寄ってくるシモンの目に、表情に、今まであったはずの……感じられていたはずの温かさは、どこにもなかった。

			（……そっか）

			　そして、彼女の心もまた、冷めていく。

			『よくわかった』

			「……なに？」

			　シモンがほしいのは、この身体。イリア自身の気持ちも、心も、どうでもいいのだろう。

			（……なら、もういい）

			　もう、いらない。

			『近づかないで』

			「っ、い、いいのか!?　俺に逆らえば――！」

			　聞きたくない。

			　言い切る前に立ち上がり、ドアに向かう。

			　それでも、途中でシモンが飛び掛かり、また覆(おお)い被されてしまった。

			　手加減しなきゃいけないから、ややこしいのに。

			　もう一度力を籠(こ)めようとした時、近づいて来る気配を察知した。

			「シモン!?　いるの!?」

			　ドア越しに聞こえた声に、シモンが硬直する。

			　更に少しすると周囲が騒がしくなり、やがて扉を激しくノックする音が部屋に響いた。

			「シモン！　あの子が――」

			　声は途中で途切れ、代わりに轟(ごう)音(おん)が部屋に響く。

			　それは、魔術でドアが吹き飛ばされる音だった。

			　イリアに見えたのは、スローモーションのようにゆっくりとひびが入り、歪(ゆが)み、砕(くだ)けながら吹き飛ぶドアと、その奥で杖(つえ)を構えていた守備隊。そして、驚(きよう)愕(がく)に表情を染めていたドルテの姿だった。

			　衝(しよう)撃(げき)で飛来するドアの破(は)片(へん)がイリアの前を横切って、それはシモンの体に吸い込まれた。

			「っ――!!」

			　見えてたのに、手を押さえつけられていたために、反応が遅れてしまった。

			　破(は)片(へん)の勢いに呑まれたように弾かれたシモンは、血を撒(ま)いて壁に衝(しよう)突(とつ)する。

			　見えていたのに、防げなかった。

			　助けられなかった。

			「――シモン!!」

			　情けないくらいに動揺して、動けずにいたイリアの耳(じ)朶(だ)を叩いたのは、ドルテの悲鳴のような声。

			　直後にイリアの横を駆け抜けたドルテは、シモンに駆け寄って必死に声をかけていた。

			　光が部屋に瞬いて、ドルテが回復魔術をかけていることに気付いたのは、槍(やり)を突きつけられた時だった。

			（私を確保するために、ここまでする……!?）

			「……んかに」

			　苛(いら)立(だ)ちを覚え、槍(やり)を向けてくる守備隊に目を移そうとしたイリアの耳に届いたのは、呟(つぶや)くような震える声。

			　釣られるように目を向けると、射(い)貫(ぬ)くような視線に息をのんだ。

			「……あんたなんかに、関わらなければよかった……！」

			　それは、二年前と同じ眼差し。

			　

			　――私のせいじゃない。

			　

			　そう言いたくても、できなかった。

			　声が出なかった……だけではない。

			　イリアを助けようとしたことが原因なのは、確かだから。

			　それだけは、否定しようがなくて……、

			「……化け物……！」

			　憎しみに満ちたその声にも、頭を下げて、俯(うつむ)くしかなかった。

			　つい先程まで感じていた、怒りで誤(ご)魔(ま)化(か)していた心が、重く沈んでいく。

			　牢屋で止めようと思えば止められた。

			　なのに、縋(すが)りかけた彼女に……止められなかったイリアに、怒る資格はなかった。

			「逃げた……わけではなさそうだな」

			　ベネディクトが部屋の状況を見ながら、そんなことを言った。

			　その通りだけど、どうして分かったんだろう。

			　そう考えたのも束の間。

			　服が裂けていることに気付いて、枷(かせ)が嵌められたままの手で押さえた。

			「……フン」

			　鼻で笑われた。

			　彼女自身、十歳児に大人が欲情するとは思っていない。

			　だが、実際に色々あった後なのだから、反射的に隠してしまうのは無理もない。

			　その後、再び牢屋に戻ったイリアに、それまで以上の警備態勢が敷かれることになった。

			　シモンがどうなったのかは、何も聞かなかった。

			　声が出ないということもあるが、なにより、聞いたところで、手を振り払った彼女にできることは何もないと分かっていたから。

			　だから、聞くことなんて、できなかった。

			　

			　数日後。

			　手(て)枷(かせ)付きのまま、牢屋から出されたイリアが連れて行かれたのは、里の出入り口。

			　そこには、長老と顔を見たこともないエルフが数名いた。彼らが護送のためにウィンディアから来た者たちなのだろう、皆服装がどこか垢(あか)抜けていて、髪や肌のつやも違って見えた。

			「彼女が先にお話ししていたイリアスティア・ツァーベルです」

			　長老の言葉に、送検の者たちが改めてイリアに視線を向ける。

			　その目は、里の人間とはまた別の感情が込められているようで……どこか、人を見るような視線には思えない、別の種類の冷たさがあった。

			「……確かに。では」

			　無言の視線に従って歩き出そうとすると、予想外に足が重く……イリアは無意識に後ろへ視線を向けた。

			　覗き見るように映した視界。

			　そこには、誰の姿もない。

			　

			　――シモンの手を振り払った私に、今さら嫌がる資格なんかない。

			　

			　目を伏(ふ)せてそう意識を切り替え、目を開いたイリアは用意されていた大型の鳥に跨(またが)り、里を後にした。

			　

			　

			　ウィンディア族長連邦。

			　各種族の代表が自治区を築き、その集合体を首相率いる連邦議会が統治するのが、この国の政治形態となっている。

			　里と違い他種族の目があることもあり、建ち並んでいる建築物は文化的で、来る途中に見えた国内に点在する他種族の自治区と比べても遜色はない。

			　そんなエルフ自治区に着いたイリアは、そのまま族長の住むという城に連行された。

			　謁見の間の前にある待合室で順番を待っていると、先に謁見していたらしいエルフの男性が姿を見せた。

			　男性はイリアに目を遣ると、手(て)枷(かせ)を見て汚いものを見るように顔を顰(しか)め、足早に去っていく。

			　犯罪者と思ったのであれば、その反応が普通なのかもしれない。

			　それでも、イリアの心を抉(えぐ)るには十分だった。

			「レギナント殿！　勝手に出て行かれては困ります」

			「……咎(とが)人(びと)と同席しろと言うのか？　この私に」

			「し、しかし、下手なことをして長老襲名を白紙にされては――」

			　男性と女性が言い合っている間に準備が整ったらしく、イリアを挟んで立つ男たちの動きに合わせて待合室を出、通路を進んだ先にあった大扉を抜けて謁見の間に入った。

			　先に言われていた通りに膝を折り、壇上にならんだ四つの席に座る人物たちに対して叩(こう)頭(とう)する。

			「イリアスティア・ツァーベル。汝に贖(しよく)罪(ざい)の機会を与える」

			　それが、謁見の間でかけられた初めての言葉だった。

			　贖罪という言葉を聞いて咄(とつ)嗟(さ)に上げた顔を押さえつけられ、何事もなかったかのように続けられた言葉を聞くしかなかった。

			「その身を神に捧げよ。これは我らが大義を恒久のものとするための、命より重きお役目である」

			　神に捧げる。

			　その言葉を聞いて思い浮かんだのは、人身御供という言葉。

			　帰れないって、そういうこと？

			　力が抜けるような感覚に視線を下げたイリアの頭上から、先程とは別の声が聞こえた。

			「我々の前に姿を現し力を貸してくださるとはいえ、神で在らせられます。失礼のないよう、重々気を付けなさい」

			　そう言ったのは、四席のうち唯一の女性。

			　口調は柔らかく、微(ほほ)笑(え)みかけるような表情を浮かべている。

			　でもその目は、人間を見るものには見えなかった。

			　結局その言葉の真意を確かめることもできず、改めて牢屋に入れられた。

			　今度はちゃんとしたベッドとトイレも備わっている。

			　だがそのことよりも、イリアの意識は謁見の間で聞いたことにばかり向いていた。

			　姿を見せる。

			　その言葉が本当であれば、人身御供ではなく、仕えろという意味なのかもしれない。

			　族長の言う神が何の神なのかも聞けずじまいだったが、少なくとも竜神はまだこの世界に健在であることを考えれば、本当に神なのかもしれない。

			　現に彼女自身、転生する前に神のような力をもった光に会ったことがある。

			　あの光が神なのだとしたら、力を与えた自分に仕えろと言うのも分からない話ではない。

			　あの光がイリアの状況を知り、呼び寄せた。

			　あるいは、もともと呼び寄せるつもりだったが、彼女がどこにいるか分からなかった。

			（とか……？）

			　そんなふうに、とりとめのないことばかり考えていたのは、他のことを考えないようにしていたからなのかもしれない。

			　

			　

			　新しい牢に入れられてから、どれくらい時間が経っただろう。

			　そう思って窓を見ようと顔を上げると、ちょうど近づいてくる気配があった。

			　姿を見せたのは、三人の女性エルフ。

			「出なさい」

			　武器を持った彼女たちの後について行った先は、教会の内陣のような部屋だった。

			　全てが純白で統一され、祭壇のような壇の上には女性の像が立ち、その両手で掲(かか)げられた甕(かめ)のような器から吹き出している水が、女性の足もとに底の浅いプールのような水溜まりを作っていた。

			　円形の槽から四方向に溝が掘られ、水が溢(あふ)れないよう部屋の外に水が流れていく。

			「この部屋は、人神様がその命を使い、神々の戦争で荒廃した世界を修復してくださったことを象徴化したものです」

			　女性の言葉に、イリアは改めて部屋へと目を移す。

			　女性が人神で、水が命を基にした修復の力、だろうか。

			（四つ流れてるのはなんだろう）

			　大陸は四つというわけでもなく、四つと聞いてすぐ思い浮かぶのは、属性因(いん)子(し)。

			　四つの属性因(いん)子(し)を使い、世界を修復する。

			（そう考えれば、説明はつく……かな？）

			　考え込んでいたイリアに、女性の一人が声をかける。

			「これから数日間、貴女はここで禊(みそ)ぎをすることになります」

			　禊(みそ)ぎ？

			　と振り向いたイリアに向き直り、女性は手(て)枷(かせ)を外した。

			「作法を教えますから、服を脱いでください」

			「っ……!?」

			　驚いて後退りしても、全く表情を変えない三人の女性による無言の圧力が、イリアに容赦なくのしかかる。

			　躊躇(ためら)う彼女を見兼ねたのか、一人の女性が口を開いた。

			「初めは恥ずかしいかもしれませんが、すぐに慣れますよ。今までの子もそうでしたから」

			（今までの子……ってことは他にもいるの？）

			　そう思っても相変わらず声にはならず、しばらく続いた沈黙に耐えかねて、結局イリアは服を脱ぐことにした。

			　どうせ脱ぐならさっさとしろよ。

			　そう言いたげな三人の表情に泣きそうになりながら、禊(みそ)ぎの方法を聞いて実践する。

			　意外に水は冷たいということもなく、不思議と身体に馴染んでいく気がした。
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			　禊(みそ)ぎを終えて水から上がると、あれよあれよという間に身体全体を拭(ぬぐ)われる。

			　そして手渡された服は、それまで着ていたものではなく、かなり薄い生地のワンピース。

			「これからはその服で過ごしてください」

			　有無を言わさずそう告げられ、イリアの服は没収された。

			　その服は母が昔着ていたものを、母が手ずから仕立て直してくれたもの。――唯一残った、家族との繋がり。

			　だから、咄(とつ)嗟(さ)に服を取り返そうとして……できなかった。

			　

			　体が、動いてくれなかった。

			　

			　声を出してくれない喉。

			　思った通りに動いてくれない身体。

			　悲しさや辛さの痛みを、他人事のように眺める心。

			　重くて寒さに凍える身体を、まるで他人事のように感じている。

			　

			　

			　――……気が付けば、この体の全部が、自分じゃないみたいだった。

			　

			　

			　それから数日は、同じことの繰り返し。

			　一日に二度の食事と禊(みそ)ぎを熟(こな)し、寝るだけ。

			　さすがにイリアが一言も話さないことを訝(いぶか)しんだのか、理由を聞いてきたものの、身振り手振りで説明しても、相手がそれを信じることはなかった。

			　呪符を剥(は)がさせるための嘘。

			　そう判断されたせいだ。

			　それでも、イリアは大人しく従っていた。

			　そうしていることが最善だと考えたからだ。

			　前世でもそうだったから。

			　――できるだけのことをしていれば、前世みたいに……。

			　そう、信じていた。

			　……そんな、自分自身への欺(ぎ)瞞(まん)。

			　本当は、そう思いたかっただけ。そう心のどこかでは分かっていた。

			　それでも目を逸らすように過ごしていた彼女のもとに、いつもの三人がやって来る。

			「出なさい」

			　いつもより少し早い気がする。

			　そう思っても、特に警戒することもなくついて行ったイリアは、いつも通りに服を脱いで禊(みそ)ぎを始めた。

			（もう、あの三人の前で脱ぐことに躊(ちゆう)躇(ちよ)しなくなっちゃったな……）

			　なんて、そんなことを考えながら女性像を見上げた。

			（人神様……）

			　あらゆる人種の祖とされるその神は、神々の戦争で滅びかけたこの世界を修復した際に命を使い果たしたため、もうこの世には存在しない。

			　エルフのみならず、この世界中の認識として、人神は死んだ者の魂(たましい)の道標としてあの世に留まり、次の転生を迎えるまで魂(たましい)を浄化するとされている。

			　夜の空に瞬くのは転生を待つ魂(たましい)であり、その輝きは宿命の大きさに他ならない、と。

			　その話が本当であれば、転生前に会ったあの光は人神なのかもしれない。そう考えつつも、イリアは首を傾げる。

			　光の声が、男性のものだったように思えるからだ。

			　だとすると、伝承が間違っているのか、そもそも光が人神ではないのか。

			　そんなことを考えながら禊(みそ)ぎを終えて水から上がると、いつものように身体を拭(ふ)かれ、服を着こむ。

			　ただ、その日はそこからが違った。

			　女性の一人がいつもと違う出口に向かい、イリアに声をかける。

			「こちらへ。神がお待ちです」

			　その言葉を聞いた瞬間、どくんと心臓が跳ねた。

			　いつか来るとは思っていたが、これほど唐(とう)突(とつ)とは思わなかった。

			　覗き見るように入ってきた入り口を見遣って、佇(たたず)むだけの扉に目を伏(ふ)せる。

			　

			　――……まだ、大丈夫。

			　

			　落胆と嫌な予感を、無理矢理抑え込むように胸を押さえ、女性の後をついていく。

			　扉を抜けると、しばらく絨(じゆう)毯(たん)の敷かれた廊下が続き、女性は突き当たりのドアの前で止まった。

			「中に入りなさい。くれぐれも、粗相のないようにね」

			　そう言って扉を開き、足を進めるように促(うなが)されるまま、イリアは室内へと足を踏み入れる。

			　異様に広い部屋には、純白の天幕が張り巡らされ、その中央には天(てん)蓋(がい)のついた大きなベッドが一つあるだけ。

			　人影もなく、ベッドに近寄ってみると、まるで日本の寝具のような肌触りだった。

			　近づく気配を感じて振り返ると、イリアが入ってきたのとは別のドアから男性が姿を現した。

			　男性はベッドの前に立つイリアに気付き、爽(さわ)やかな笑顔を浮かべる。

			「やぁ。初めまして」

			　エルフと酷似した男性の容姿は、男ながら綺(き)麗(れい)という言葉がよく似合い、しかしその体格は健康な男子そのものらしく、近づくとイリアが見上げる形になった。

			　腰に簡単な布を巻いただけの姿でも、様になってると思えてしまう男性は、

			「見えないかもしれないけど、私が神だよ」

			　と言った。

			　この人間の形をした男性が、神。

			　

			　――そっか。そうなんだ。

			　

			　イリアは身体の力が抜けてしまい、座り込みそうになったところを男性に支えられた。

			「ふふ、大丈夫かい？」

			　そのまま抱きかかえられるようにベッドに寝かされ、男性は微(ほほ)笑(え)む。

			「もう分かってると思うけど、君は私の慰み者になる」

			　そう言うと、イリアの服の紐(ひも)に手をかけゆっくりと解いていく。

			　慣れているのか、シモンとは違って冷静で、どこか楽しんでいるようにも見えた。

			　でも、そんなことはどうでもよかった。

			　イリアは目の前の笑みから視線を外し、自身が入って来た扉に目を向けた。

			　時間が流れ、服がはだけて肌が空気に触れる感触がしても、扉に変化はない。

			　更に時間が流れても、変化はない。

			　

			　こちらに向かってくる気配は……一向に訪れなかった。

			　

			　身も心も凍るような感覚があるのに、自身の身をまさぐるような手が暖かいとは、まったく思えなかった。

			　顔が迫ってくるのが見えて顔を背けると、苦笑するような息遣いが聞こえて、代わりにほんの少しだけ湿り気を帯びたものが自身の肌を這(は)いずり回るのが分かった。

			　舌や手の動きに、時折びくりと身体が硬直するのを他人事のように感じていたが、そこに快楽はない。

			　ただただ気持ち悪いだけで、寒気は全く消えてくれなかった。

			「どうして泣くんだい？」

			　そんな声が耳元から聞こえて、頬を伝うものにようやく気付いた。

			　それがきっかけだったのだろう。

			　彼女は、ようやく現実を受け入れた。

			　自分の心を受け入れて……偽ることをやめた。

			　

			「…………あはっ」

			　

			　迎えに来てくれるかもしれない。

			　まだ助けに来てくれるかもしれない。

			（……なんて）

			　

			　――前世と同じようにできることを頑張っていれば……前世みたいになれる……？

			　

			　――きっとわかってくれる……？　やりなおせる……？

			　

			　そんな空虚な希望に縋(すが)って、いつまでも現実を直視せず。

			　分かっていたくせに、目を背けて、勝手に苦しんで。

			　

			　

			　――本当に、馬鹿だ……わたし。

			　

			　

			「……あははっ、あはははははっ」

			　また声が出てることに気付いて、それが可笑しくて余計に笑った。

			　現実を受け入れたことで出るようになったのだとしたら、なんて皮肉だろう。

			　誰も耳を傾けてくれないと、本当は気付いてたから。

			　そんな理由だったのなら、彼女は彼女自身を軽蔑する。本当に、救えないくらいの愚(おろ)か者。

			「……なぜ笑う？」

			　ほんの少し怒りを滲(にじ)ませる問いかけに、イリアはできる限りの笑顔を浮かべた。

			　でも、その顔が、本当に笑顔になった自信はなかった。

			　そしてすぐ、それもこれも、どうでもよくなった。

			「……なんで期待なんかしちゃったんだろ……。助けに来てくれるかも、なんて……」

			　わかってたのに。

			　そう続けようとしたイリアだが、扉に向きかけていた意識を顔ごと引き戻された。

			　息もかかるほどの至近距離で向き合った男は、まるで彼女の内側を覗こうとでもするように目を細めた。

			「君の心が全く動じずにいたことが不思議だったけれど……やっと分かったよ」

			　そして、その美麗な顔を笑みで歪(ゆが)める。

			　イリアを屈服させる糸口を見つけたのが、よほど嬉しかったのだろう。

			「君に真実を教えてあげよう。……いくら待っても助けは来ないよ」

			　イリアを捉(とら)えて離さない目が、声が、絡み付くような粘り気をもっているようだった。

			「当然迎えも来ない。君は供(く)物(もつ)として選ばれたからこそ、ここに来たのだから」

			「くもつ……」

			「そう。君は生贄(いけにえ)だよ」

			　それって、とイリアが理解するよりも早く、男は言葉を続けた。

			　まるで、突きつけるように。

			　イリアが受け入れる用意を整える、その猶(ゆう)予(よ)を与えないかのように。

			「君は見放されたんだ」

			　イリアは視線を移し、里の方角を見遣る。

			　ずっと怖くて見ることができなかった里の様子を……家族の様子を、見ようと思った。

			　里の人々は、元気だった。

			　そこかしこに笑顔が溢(あふ)れて、ちょっとしたことで愚(ぐ)痴(ち)を言い合って……。

			　自分がいなくなったから、皆、普通に暮らせるようになったのかもしれない。

			　そんなふうに思えて、悲しかった。

			　

			　――わたしはただ、みんなを守りたかっただけなのに。

			　

			　そんな考えが過って、自分の馬鹿らしさが胸に来て苦しくなる。……なのに、気付けば笑みが零(こぼ)れた。

			　父は仕事を努め、母は弟と一緒に夕食を作っている。

			　その姿は楽しそうで、なんの変哲もない、いつも通りの風景だった。

			　……彼女の場所など、最初からなかったかのように。

			　

			　――……どうして勘違いしちゃったんだろう。

			　

			　前世で上手くいったから今回も上手くいくなんて、そんな保証、誰もしていないのに。

			　――チートで舞い上がった罰だったのかな。

			　

			　ここは別の世界で……皆、別の人間なのに。

			　

			　――……どうしてこうなっちゃったんだろう、なんて……。

			　

			　そんなことは、現実を見てなかった自分に分からなくて当然だ。

			　

			　

			　――――わたしが間違ってたんだから。

			　

			　

			「理解できたかい？　君は捨てられたんだよ」

			　イリアが何も返さなかったことに気を良くしたのか、男は次第に饒(じよう)舌(ぜつ)になっていく。

			「もう数十人……百人近くは喰らってきたかな？　だから、彼らも知っていて私に捧げてくるのだよ。力の強い娘や、生命力に満ちた娘をね」

			　その足がイリアの両足を開かせるようにねじ込まれ、頬に添えられていた手が肌を伝いながら下へ下へと流れていく。

			　目だけは絶えず獲物を逃す気はないと、彼女の目を捉(とら)えて離さない。

			「慰み者になると聞いて、泣き出した子がいたよ。話を聞けば、里に将来を誓い合った相手がいたそうだ」

			　男は語る。

			　愉しそうに、笑みを浮かべて。

			「泣き叫びながらやめてと懇願する子を攻め立てるのは中々興が乗ったよ。次第に声も心も嗄(か)れてしまったのか、動かなくなってしまったのは興醒めだったけどね」

			　男は語る。

			　イリアの身体に手を這(は)わせながら。

			「全く逆で、怒り出した子もいたね。それが神のすることか、なんて言っていたよ。でも気(き)丈(じよう)な子ほど脆(もろ)さを隠しているものだね。その心が折れるまでの過程は中々楽しめた。力の差を思い知らせて絶望に染めてから一気に折ってしまうのも、蝕(むしば)むように攻め続けて圧し折れるのも、違った趣(おもむき)きがあったよ」

			　男の手が、反応を確かめるように流れを変え、力を変え、触れていく。

			「心を赤子まで戻したり、手足をもいだり、家族に見られているよう幻覚を見せたり……色々試したけれど、一人一人全く違う啼(な)き声を聞くのが最高なんだ」

			　男はイリアの頬を舌でなぞり、耳までいったかと思うと、その中まで舐めて、囁(ささや)くように言う。

			「君はどんな声で啼(な)いてくれるんだろうね？」

			「重いからどいて」

			　もう理解した。

			　だから、もう聞く必要はない。

			　そう思い声をかけると、男の表情が固まる。

			「聞こえなかった？　邪魔だから退いて」

			「ふ、ふふ……あはは！」

			　急に笑い出したかと思うと、男は上半身を起こそうとしたイリアの両肩を掴(つか)み、組み敷くように押し倒した。

			　少女を見下ろすその表情は、先程までの怜(れい)悧(り)な印象とは違い、獰(どう)猛(もう)な獣(けもの)を連想させる。

			「気が触れたのかと思ったが、虚勢を張っている様子もない！　面白いな、君は！　そんな君に、とっておきの絶望をあげよう！」

			　そう言った次の瞬間。

			　エルフに近い人の形をしていたその身体が溶けるように膨張し、やがて部屋全体を埋め尽くすほどの触手をうねらせる化け物へと転じた。

			『神に捧げられると言われ、自ら差し出そうとするような子もいたけれど、そんな子にはこの姿を見せて教えてあげることにしているんだ』

			　たっぷりの余(よ)韻(いん)を含ませ、化け物は言う。

			『君は、神ではなく邪神の生贄になるんだ、とね』

			　確かに、族長たちすら崇める神であれば、その身を委ねてもいいと考える少女がいる可能性はあり、そんな少女がこの事実を知れば、困惑したり動揺したりするだろう。

			　しかも、触手。

			　理解したくとも、できるわけがない。なんの冗談だと思うだろう。

			　

			　自分は何を信じていたのだろうと、深く絶望するだろう。

			　

			「で？」

			『……なに？』

			　聞いているのはイリアなのだが、何を聞かれたのか理解できなかったらしく、聞き返されてしまった。

			　そんな化け物も何もかも、ただただ面倒臭いとしか思えない。

			「あんたが何者かなんて知ってたから、別にどうでもいい」

			『なっ……』

			　神の目を持つ彼女は、男の正体が神などではなく、高位の悪魔であることをはじめから看破していた。

			　ただ、「もしかしたら」という希望を捨てられず……何も、できなかっただけ。

			　

			　でも、もういい。

			　

			「……どうでもいい」

			『……自暴自棄は嫌いなんだ。味がくすむから。せめて、快楽に溺れさせてあげよう。――プレジャーミスト。――フォルストファーシネイト』

			　部屋中に甘い匂いが充満して、化け物から発した魔力がイリアの中へと侵入し、精神を蝕(むしば)もうと這(は)い回る。

			　媚薬や魅了の精神干(かん)渉(しよう)かもしれない。

			　今回の志向がこれなのか、今までの経験でこうするべきと判断したのかは分からないが、確かに彼女の身体には異変が生じていた。

			　疼(うず)くような動(どう)悸(き)と、妙な暑さが身体を支配していく。

			「……っ」

			『ふふっ。我慢しても意味はないぞ？』

			　化け物の声は遠く、フィルターがかかっているように聞こえる。

			　朦(もう)朧(ろう)としていく意識に既視感を覚えて、それが牢に閉じ込められた時のものだと分かり、そのまま連鎖するようにして、初めて意識を得た時のこと……赤子だった時のことを思い出した。

			　

			　あの時、両親に愛されてると思えたから、イリアもまた大事にしようと思い、守ろうと決意した。

			　

			　――でも、捨てられた。

			　

			　一番初めの祠(ほこら)で父が怒っていたのは、イリアが族長たちの所に送られると考えたからだった。

			　両親は知っていたのだろう。

			　族長たちのもとに送られた子が、どうなるのか。

			　だから皆、あんなに安心して暮らしている。

			　彼女はもう、皆にとっていない者。

			　

			　――もう、間違えようがないよね。

			　目を閉じて、過った全てを塗り潰す。

			　そこは、静かで穏やかな、真っ暗な世界だった。

			　

			　そろそろ耐性ができてきたし、もういいかな。

			　そう判断し、

			『身体は正直で――』

			「さっきから……邪魔！」

			『んぶっ――!?』

			　思い切り殴りつけると、化け物は肉片を撒(ま)き散らしながら部屋の壁に激突した。

			　その巨体はさすがに固く、【剛体】スキルでも相殺しきれずに、破れた皮膚から零(こぼ)れた血がシーツを染める。

			　そちらは回復するからいいとしても、身体に付着した、千切れた触手のものなのかも分からない液体をシーツで拭(ふ)き取りながら、立ち上がる。

			　少しだけ魔術の影響が残っていたせいか、軽くよろけると、化け物の笑う声がした。

			『ハハッ……なんだ。やっぱり効いてるんじゃないか。大人しくしていろ。――プレジャーミスト！　――フォルストファーシネイト！』

			　効果が薄れて来たとでも考えたのだろう。

			　再び魔術を発動させた化け物は、その触手をイリアへと伸ばす。

			「……だから」

			　呪符のせいで魔術は使えない。

			　だからこそ、この化け物はエルフに対して優位性を保つことができ、ここまで強気に出られるのだろう。

			　多くのエルフを食べることで力を増していったのか、能力的には里で相対した悪魔とは桁違いに高く、普通のエルフでは何千人集まっても勝つのは不可能だ。

			　力だけ見れば神呼ばわりされるのも納得で、騙されても仕方ないことなのかもしれない。

			　

			　ただ、普通ではないからこそ、彼女はこうしてここにいる。

			　

			「邪魔」

			『ッ――』

			　生み出した剣で斬り、歪(ゆが)めば捨てて生成、欠ければ棄てて生成、折れれば捨てて生成――。

			　瞬きする間に殺到する触手を全て千切り、本体に歩み寄って胴体と頭だけを残す。

			　痛みやショックで声も出ないのか、痙(けい)攣(れん)するだけの化け物を一旦放置して、【錬金術】で作った服を着る。

			　こちらではなく日本の服……実際にその目で見たことがあるものを選んだとはいえ、妹の私服をイメージだけで作ったことが不安だったイリアだが、満足のいくものができていたことに安(あん)堵(ど)する。

			　装いも新たに、改めて化け物を運ぼうとすると、扉が勢いよく開け放たれた。

			「神よ！　ご無事で……な、なんだこれは」

			　やってきたのは、二人の族長と武装した十四人のエルフ。

			　部屋の中の状況を見て絶句している彼らが落ち着くのを待っていると、意識を取り戻した化け物が力なく笑った。

			『ふ、ふふ……、終わりだよ。すぐに逃げなかったことを、後悔するといい』

			「……なんで私が？　この場合、あなたじゃないの？」

			『それはね』

			　答えの続きを言うよりも早く、族長や近衛兵は、各々の武器を構えた。

			　……イリアに向かって。

			『私と彼らの関係は、持ちつ持たれつ……だったからさ。彼らは私に供物を捧げる……。私は神の力を揮(ふる)い、エルフの権力を維持する』

			「……ふぅん」

			　彼らは知ってたのだ。神の正体が、この化け物であることを。

			（大義のため……ね）

			　この者たちによって収められていたから里があのようになったのか、里があのような状態だから族長がこうなったのか。

			　……どっちが先か知らないが、どちらでもいいと切り捨てる。

			「これ。邪神とか名乗ってますけど、知ってました？」

			　正確には、邪神ではなく悪魔だが。

			「違う、神だ。貴様の妄言は――」

			　なにかを言い続ける族長の一人だが、彼の発言が示すのは、動揺を隠した断定の否定。

			　その迷いのなさは、既に認知していたか、疑いはしても神として扱うという結論が出ているということだろう。

			　

			　つまり、ほとんど黒ということだ。

			　

			（……だから〝供物〟か）

			　少し考えれば分かりそうなことなのに、この期に及んでまた現実逃避して認めようとしないなんて。

			　自分はどこまで馬鹿なのだろう。

			「……あはっ」

			　また笑みが零(こぼ)れた。

			　

			　本当に、なぜこんな者たちのために、なんて思ってしまったのだろう。

			　なぜ、あんなに耐えてきたのだろう。

			　

			　

			　――――もういいや。

			　

			　

			『ギャッ――』

			「「「「「　なっ!?　」」」」」

			　化け物の本体を潰すと、族長たちは驚(きよう)愕(がく)の声を上げた。

			　そのままゆっくりと彼らの方に顔を向けると、若干の怯(おび)えを滲(にじ)ませながら、族長の一人が言う。

			「貴様……何をしたのか分かっているのであろうな……！」

			「さぁ？　何をしたんでしょう」

			「貴様ッ！」

			　エルフの一人が矢を放つ。

			　さすがに長老を経験したエルフ、ということなのだろう。魔術を併用しているその放たれた矢は、音速を超えるような速度で飛翔する。

			　だが、上司がいる現状で勝手に手出しはできないせいか、威(い)嚇(かく)だというのが丸わかり。

			　頬を掠(かす)めるような軌道で飛来する矢を掴(つか)み、取り敢えず邪魔なので投げ捨てる。

			　驚(きよう)愕(がく)に表情を固め、身体も硬直させてしまった近衛兵に代わり、族長の一人が杖(つえ)をつき出した。

			「貴様は！　エルフという種族そのものを危機に追いやったのだぞ！」

			「……そのための族長じゃないんですか？」

			　かっと顔を赤くして詠(えい)唱(しよう)を始めようとした一人の族長。その横に立つ別の族長が、先走るなとでも言うように彼の肩に手を置き、軽く目配せしてイリアに杖(つえ)を向ける。

			　全員がその行動に同調するように、再び得物を構えた。

			「……貴様は多くを知りすぎた。ここで果ててもらう」

			「……嫌だと言ったら？」

			「貴様の身内を殺す。親、兄弟、友人、全てだ。貴様に少しでも――」

			　

			「どうぞ」

			　

			　全部言う必要はありません。

			　遮(さえぎ)るように言ったイリアの言葉に、またも全員が息をのんだ。

			　過剰に動揺する彼らに、乾いた笑いさえも浮かばない。

			「先に切り捨てたのはあちらですから。ご自由に」

			「…………貴様、悪魔に魂(たましい)まで売り渡したか!?」

			「こんなことをされて、またその人たちのために行動すると思います？　……バカじゃねぇの」

			　思った以上に感情が篭(こも)ってしまったのか、最後の呟(つぶや)きで数人が震えだしてしまった。

			　だが、さすが長の中の長、族長ということか。

			　腐っても人の上に立ち、人を束ねてきた経験があるからか、一応とはいえ平静を保っている。

			　そもそも、悪魔に魂(たましい)を売ったのはどちらだ、という話なのだが。

			　改めてそれを指摘する気分でもない。

			「……ここから逃げられるとでも思っているのか？」

			「思ってますよ。もうここにいる意味ないし」

			「……これだけのことをしておいて！」

			「だから……あんたらが勝手に招いたことだろうが！」

			　目の前の惨(さん)状(じよう)があるせいか、大声を出すだけでいい大人たちがビクつく。その様子を見てしまうと、弱い者いじめをしているようで気分が萎(な)えてくる。

			（……はぁ）

			　もう、ただただ面倒臭い。

			　

			　こんな奴ら、二度と関わりたくない。

			　

			「じゃあ失礼させていただきます。手を出したら殺しますので」

			　お辞儀して顔を上げた時には、殆どの攻撃が始まっていた。

			「やれるものなら――」

			「なら、遠慮なく」

			　無駄な声を上げようとした族長の脇に移動すると、目で追えていなかったのか、まるで化け物を見るような目でイリアを見る。

			　あの日、里で向けられた目によく似たその目が彼女を苛(いら)立(だ)たせる。

			　その苛(いら)立(だ)ちを晴らすべく思い切りひっぱたくようにして殴打すると、顔だけを何度も回転させながら身体ごと吹っ飛んで行った。

			　しかしそこに解放感はなく、ただ気持ち悪いだけだった。

			　でも、止めない。

			　止めてやらない。

			　

			　――わたしを殺そうとした奴なんか、ぜんぶ殺してやる。

			　

			　魔法なんていらない。

			　エルフの誇(ほこ)りなんてものは、この身一つで否定する。

			　剣で切り、

			　刀で斬り、

			　槍(やり)で貫(つらぬ)き、

			　槌(つち)で挽き、

			　斧で裂き、

			　鎖(くさり)で絞め、

			　棍で穿(うが)ち、

			　拳(こぶし)で潰し、

			　弓で射(い)貫(ぬ)いて殺しつくす。

			　自身を攻撃してきた人間を一通り殺すと、さすがに彼らも戦力差を思い知ったのか、武器を向けてくる者はいなくなった。

			「重ねて言いますけど、攻撃してきたら殺します」

			　少し乱れた髪を直すと、首に呪符が残っていることを思い出した。

			　躊(ちゆう)躇(ちよ)する様子も見せずに引き千切ると、全身を焼くような痛みが走る。

			　だが、それもスキルによって即座に回復され、イリアは苦笑いするしかなかった。

			　部屋に残った数人を見ても、特に収穫はなさそうと一(いち)瞥(べつ)するに留め、歩みを進める。

			　しばらく通路を歩いて行くと、遭(そう)遇(ぐう)したのは、先程の集団には加わらなかったらしい一人の女エルフ。その女性はイリアを見るなり、苦悶の表情でその目を伏(ふ)せた。

			　かなり返り血を浴びていることもあり、族長の椅子に座っていた人物というイリアの記憶に間違いがなければ、これまでに起きたことを察しているのだろう。

			（……どうでもいいけど）

			　そう思い横をすり抜けようとしたところで、彼女が口を開いた。

			「……これからどうする気です。……里を滅ぼして回りますか？　同族殺しよ」

			「そのままお返ししますよ。同族殺し様」

			「っ……」

			　この程度の返しで言葉に詰まるのなら、挑発なんかしなければいいのに。

			　そう呆れる一方で、イリアは思う。

			（どうするか、か……）

			　考えていなかったこと……鬱(うつ)屈(くつ)とした過去ではなく、煌(こう)々(こう)と輝き広がるような展望を指摘されて、少しだけ心が浮ついた。

			「そうですね……私がしたいことをします」

			　そのせいか、そう言いながら振り返った時には、自然と笑みが零(こぼ)れていた。

			「もう、誰かのために何かして、こんな思いをするのは絶対に嫌ですから」

			「貴女はっ――」

			「それじゃあ、御達者で」

			　特に答えを期待したわけでもなく、そのまま踵(きびす)を返して外に向かう。

			　途中、里から護送される際に着ていた服を返却されていないことを思い出したが、すぐにいらない物と気付き忘れることにした。

			「……雨」

			　城を出ると、雨が降っていた。

			　音もなく降り注ぐ雨はどんよりとした雲から降り注ぎ、長く降り続けるんだろうな、とぼんやりと考えた。

			「……まぁ、いっか」

			　全く避けようと思わず、イリアはそのままエアリアルバーティで宙を舞った。

			「あはっ」

			　普段なら鬱(うつ)陶(とう)しいだけの雨も、頬を打つ雫(しずく)がむしろ心地いい。

			　なんとなく色々な汚れを落としてくれそうな気がして、イリアは気の赴(おもむ)くままに、全速力で宙を翔けた。

			「あははっ」

			　速度に比例して痛みを増す雨の雫(しずく)。

			　スキルで抑えてあるはずなのに、身体の芯まで凍らせていく風。

			「あははははは！」

			　辛いはずなのに、そのどれもが心地よく……イリアは降り止まない雨の中を、いつまでも、いつまでも、飛び続けた。

			　

			　

			　神の間に残された惨(さん)状(じよう)に、ディオーティマはゆっくりと目を伏(ふ)せた。

			　死体に残る表情が示すのは、明らかな恐怖。

			　だが初めに脳裏を過った言葉は、自業自得、だった。

			　そう、彼女たちを含めた上にいる者のほとんどが、あれが神などではなく、邪神であることを知っていたのだから。

			（いや、むしろあれは……）

			　邪神ですらない、ただの悪魔。

			　そう察してなお、族長のほとんどは神として祀(まつ)ることを決めた。

			　

			　そうしなければ、エルフという種そのものの立場が危うかったから。

			　

			　神々がこの世を去り、人の世となった当初。

			　エルフは力や知恵において、今の時代よりもずっと、他種に対して優位な立場にあった。

			　人神を始め、神々の英知を守護するエルフは、神々の用いていた魔術という大きな力を会得していたからに他ならない。

			　だが、時代が流れた現在。

			　人々は、魔法ギルドを筆頭に、独自の魔術を研究、実用化してきた。

			　初めこそ所詮は人の生み出すものと侮(あなど)っていたエルフだが、その優位性が脅かされるほどに至って初めて危機感を覚えた。

			　しかし、その時にはもう手遅れだった。

			　他を排するあまり、種として停滞していたエルフは、新しいものを生み出すという能力が著(いちじる)しく衰えてしまっていた。

			　それでも、他種に頼ることができたなら、別の道が拓けただろう。

			　しかし、人神への敬(けい)虔(けん)な信奉と一途さを、他種の排他と頑(がん)迷(めい)さへ、更には独善と傲(ごう)慢(まん)へと変えた彼らに、そのような道が選べるわけもなく。

			　まだエルフには神の加護があるのだと、まだエルフは強いのだと、虚勢を張ることしかできなかった。

			　その結果の惨劇。

			　偽りの神を失い、多くの同胞が死に、これからエルフはここウィンディアにおいて、さらなる苦難に立たされることだろう。

			（でも、それは今まで私たちがしてきたことへの罰）

			　同族殺し様。

			　神の、そして同胞の血に塗(まみ)れた少女の言葉が彼女の胸に突き刺さり、今もじくじくとした痛みを訴えている。

			　だが、この痛みを忘れてはならない。

			　たとえ全ての族長が偽りの神を祀(まつ)ることに賛成したのではなくとも、たとえ彼女自身がその犠牲を減らそうとしてきたとしても、同罪だ。

			　結局彼らを止めなかったのだから。

			　そして何より、偽りの神による恩(おん)恵(けい)を、「止むを得ない」と享受していたのだから。

			　

			　ならば、いや、おめおめと生き残ってしまったこの身だからこそ、できることがある。

			　

			　これから起こりうる苦痛、憎悪、侮(ぶ)蔑(べつ)を招く全ての罪は、罪に塗(まみ)れたこの身で成す。

			　全ては、次の世代に罪を残さぬために。

			　全ては、エルフという種を生かすため。

			（まずは、此度の清算ね）

			　一つ息を吐いて、ディオーティマは踵(きびす)を返す。

			　そして不意に足を止め、思う。

			　紛(まが)いものとはいえ、確かに強大な力をもっていた偽りの神を倒したあの少女は、何者なのだろうか、と。

			（これだけの、力……）

			　時期さえ違えば。

			　そんな身勝手な考えを無様に思うのもそこそこに、ディオーティマは歩みを再開する。

			　自分には、後悔で足を止める権利などないのだから。

		

	
		
			第２章　はじめての放浪

		

	
		
			　ウィンディアを出て、撫(な)でるように流れる風が濡れた身体を乾かした頃。

			　徐々に高度を落としていき雲の下に降りると、大きな街が見えた。

			「……街か」

			　移動を止めて、宙に浮いたまま考える。

			　実際にこれからどうしようか、考えていなかったからだ。

			　

			　――私のしたいこと。

			　

			　やはり、異世界に来たのなら、世界中を回ってみたい。

			　ならば、お金が必要だ。

			　ただ生きるだけならば、衣食住はスキルと魔術で問題ないが、それは異世界を堪能したとは言えないだろう。

			　ご当地グルメのようなものもあるはずだ。

			　本物の騎士とお姫様や、ドラゴンも見てみたい。

			「よし、決めた」

			　まず街に行って、お金を稼ぐ方法を考えよう。

			　そう結論付けたイリアは、地上に降りて街の城門に徒歩で向かった。

			　

			　

			　お酒と、それに合うように濃いめに味付けされているのか、匂いのきつめな料理。

			　なにより汗臭い。

			　初めて嗅ぐ雑多な臭いに思わず顔を顰(しか)めながら、店内を進む。

			　向かうのは、奥の受付カウンター。

			　道中で視線を感じても気にしない。

			「おう、ガキが何の用だ？」

			「登録。ここでできるって聞いた」

			　イリアの言葉を聞いた受付の男性は、その身体を検分するように視線を上下させた。

			「ボウズ。お前幾つだ？」

			　ボウズ。

			　その言葉に、少しだけ残っていた不安が消えるのを感じた。

			　今、イリアは【隠(いん)蔽(ぺい)】の派生スキル【変装】を使い、見た目を変えている。

			　髪の色と目は黒に近い茶色にして、耳は短く。

			　性別は面倒事に巻き込まれないよう男に認識させる。

			　服装は他の者を真似て生成したもの。

			　受付の男性が言ったように、今のイリアはどう見ても普人の少年だ。
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			「十歳」

			「なら問題はねぇか。嘘だとしたら後々面倒なことになるからな？」

			「分かった」

			　どうでもいいからとっとと済ませて。

			　そう察してもらえるように短く言うと、男性は軽く肩を竦(すく)ませて紙を差し出した。

			「字は書けるか？」

			「書ける」

			　この世界の字ではないが、【翻訳】スキルが全部代行してくれるから問題はない。

			（……はず）

			　通じないのであればその時はその時ということにして、紙に予め考えておいた字を記入していく。

			　名前、年齢、所属希望ギルド。

			　ギルドも色々あるが、この世界では冒険者ギルドとはいわず、傭(よう)兵(へい)ギルドという。

			　イリアが希望するのは、その傭(よう)兵(へい)ギルドだ。

			「アキ？　変わった名前だな」

			「……」

			　世間話をするつもりはないと顔を背ける。

			　この名前に意味なんてない。

			　ただ、前世の名前でアキという字が被っていたから、なんとなくだ。

			　エルフとしての名前なんてもういらない。

			　意味があるとしたらそれだけだった。

			「……ま、いいけどよ」

			　男性は呟(つぶや)くように言って、カウンターの奥に向かった。

			　別に、あの男性にどう思われても構わない。

			（私は私のしたいことをする）

			　他人なんかどうでもいい。

			　どうせこの世界の人間を信じても、裏切られるだけだから。

			　しばらくすると、男性は奥から戻ってきた。

			　その後ろにはもう一人男性が立っていて、イリアの二回りは大きい巨人のような身体と、その頭頂部には三角形の凹凸が見て取れる。

			　獣人を間近で見るのは初めてだった。

			　体格から考えて、クマ、だろうか。

			「……」

			「なんだボウズ、獣人が珍しいのか？」

			「別に」

			「……ったく。可愛い顔して愛想のねぇボウズだ」

			　項(うな)垂(だ)れた男性の横から獣人が一歩進み出て、

			「試験を受けてもらう。こっちだ」

			　と言って、カウンターの奥とはまた別の扉へと移動する。

			　彼の後を追っていくと、行き着いた先は案(か)山(か)子(し)や的の置かれた訓練場。

			　訓練場の中心には向かわず、立ち止まった獣人が指し示したのは、木材でできた色々な種類の武器。

			「好きなものを選べ」

			　好きなものと言われても、どのスキルも上げてあるイリアにしてみれば、どれを選んでも変わらない。

			　一番近くにあった棍(こん)を取り、獣人に向き直る。

			　その選択が意外だったのか、獣人は二、三回瞬きしたものの、結局何も言わずに訓練場の中央に向かって歩みを進めた。

			「人が嫌いか？」

			　対(たい)峙(じ)した獣人の言葉に、イリアは何も返せなかった。

			　人に面と向かって「嫌いだ」と言うのを躊躇(ためら)う気持ちもあったが、何より、会って数分しか経っていないのにもかかわらず、言い当てられたことがなんとなく気まずかった。

			　そんなイリアをどう思ったのか、獣人は苦笑する。

			「俺の故郷に、人間嫌いの奴がいてな。似てると思ったんだ」

			「……そうですか」

			　なんとなく話を聞きたくなくて、棍(こん)を脇に抱えて構えっぽいものをとると、獣人はそれに応じるように木製の槍(やり)を構えた。

			　だが、その言葉は止まらなかった。

			「人間も悪い奴ばかりじゃない。それは覚えておくといい」

			「……」

			　

			　それで信じて、裏切られろって？

			　――絶対に嫌。あんな思い二度としたくない。

			　

			　別段、彼女はこの世界の人間を否定するつもりはない。

			　彼女には別の世界の記憶があり、その世界の常識や思想を基準に考えていたところもあった。

			　この世界の人間はこの世界の人間として、皆好きなように生きていいと思っている。

			　彼女はそれに干(かん)渉(しよう)するつもりも、否定するつもりもない。

			　

			　――だから、私にも干(かん)渉(しよう)しないで。

			「行きます」

			　言った次の瞬間、獣人が目を見開く。

			　視えている。

			　それを純粋にすごいと称(しよう)賛(さん)するが、遅い。

			　蛇(へび)のように棍(こん)が槍(やり)に絡みつき、圧し折る寸前で力の向きを変えて弾き飛ばす。

			　棍術スキル、武器破壊技……蛇流。

			　姿勢を正したイリアと、茫(ぼう)然(ぜん)としたままの獣人。

			　沈黙の中、槍(やり)が地に落ちる音だけが訓練場に響く。

			「……合格だ」

			　若干怪(け)訝(げん)としながらも、獣人は言った。

			「ランクはＣまで推薦できるが、どうする？」

			　ギルドのランク。

			　この時点でようやく聞いてないことに彼女は気付く。

			「どう違うんですか」

			　質問したことがよほど意外だったのか、獣人は目を見開き、それを誤(ご)魔(ま)化(か)すように一度咳(せき)払いして説明を始めた。

			「ランクの違いは、そのまま受注できる依頼のランクに関係する。Ｃランクなら、Ｃランクの依頼まで。ＢランクならＢランクまでといったふうにな」

			　ただ、と獣人は付け加える。

			「傭(よう)兵(へい)ギルドであれば、討(とう)伐(ばつ)や護衛依頼なら一つ上のランクまで受けることができる。勿論ランクが上がれば難度は上がるからな。自分の力量を見極めるのも一つの実力ということだ」

			　そもそも、イリアがギルドに登録することにしたのは、手っ取り早く資金を稼ぐには、高額の依頼を熟(こな)すのが一番だと考えたからだ。

			　ならば、ランクは高いに越したことはない。

			「Ｃランクで」

			　こうして、イリアはアキとして、傭(よう)兵(へい)ギルドに所属するギルド員となった。

			　

			　現在イリアがいるギルドは、傭(よう)兵(へい)、魔法、工業、商業、農業などの各ギルドを統括するギルド連合の支部で、大(おお)凡(よそ)の依頼はまとめて支部が受注登録を請け負う形態となっている。

			　魔物の討(とう)伐(ばつ)依頼を受けたいから傭(よう)兵(へい)ギルドへ、採取の依頼を受けたいから商業や魔法ギルドへ、とあちこち移動する必要はない。

			　掲示板を見て、受注可能な依頼のうち一番報(ほう)酬(しゆう)の高いものを探す。

			『依頼内容：ピスカ山道に出没するピスカンダラの討(とう)伐(ばつ)

			　依頼ランク：Ｂ

			　依頼報(ほう)酬(しゆう)：一体６００００ギルズ』

			　この依頼が最も一体あたりの報(ほう)酬(しゆう)が高い。

			　他のギルド員がしていたように依頼表を掲示板から剥(は)がし、カウンターの列に並ぶ。

			「おいおい、お前ちゃんと説明受けたのか？」

			　後ろに並んだ男性がイリアの肩を掴(つか)む。

			　何か間違った？

			　そう思い振り向くと、にやにやと汚い笑みが視界に映る。

			「あ、こら無視すんじゃねぇ！」

			　すぐに視線を戻したのが気に入らなかったのか、男は強引に振り向かせようと肩を引いた。

			「てめぇさっき試験受けたド新人だろうが！　Ｂランクの依頼なんか受けられねーんだよバカが！」

			　言いながら、まるで勝ち誇(ほこ)ったかのように笑みを浮かべる男性。

			　たとえイリアが間違っていたとしても、彼には全く関係ないのだが。

			　説明する面倒と、無視して起こる面倒事。

			　秤(はかり)にかければ、後者の方が厄介なように思えた。

			「Ｃランクだから」

			「ああ？」

			「文句があるなら試験官に言えば？」

			　もう言うことは言ったと向き直る。

			　なんやかんやと後ろで喚いているが、どうでもいいと切り捨てる。

			　ただ、傷つけようとするのであれば容赦はしない。

			　邪魔をするなら排除するだけだ。

			「おらお前ら。そんなガキ構って余計な体力使ってんじゃねーよ」

			　遠くから聞こえてきた声に、ホールの喧(けん)噪(そう)が音量を下げた。

			　近づいてくる足音が妙に響いて、なんとなくそちらに目を向けた。

			　近づいてくるのは男。

			　真っ赤な髪に無精髭(ひげ)、そして何より厳つい巨体がむさ苦しい獣人の男だった。

			　ただ、そのふさふさの耳だけが可愛くて、苛(いら)立(だ)ちがどこかへ行ってしまった。

			　形状的にウサギだろうか。

			　組合せの妙ではなく、ただ単に妙な組み合わせ。

			　イリアと視線を合わせた男は、何の含みもなさそうな笑みを浮かべた。

			「おう、わりぃなボウズ。こいつらも悪気があって絡んだんじゃねぇんだ。たぶん」

			　たぶんって……。

			　どちらにせよ、彼の言葉が当たっていようが外れていようが関係ない。

			「いい」

			　どうでも。

			　そう言ってカウンターに向き直ると、後ろから煩(うるさ)い笑い声が聞こえた。

			　それからは特に変わったことも起こらず、イリアが受注登録する番が回ってくる。

			　受付に立っていたのは、先程の男性ではなく女性だった。

			「あら、さっき試験を受けてた子よね？　受注登録の説明は受けた？」

			「いえ」

			「なら、簡単に説明しちゃうわね。登録証と依頼表を出してくれる？」

			　二つを差し出すと、受付嬢はにっこりと笑ってそれを受け取った。

			「受注登録に必要なのは、ずばりこの二つだけ。逆に言えば、この二つがなければ受注登録はできないわ」

			　言いながら受付嬢は登録証を手元の硝子(がらす)盤に挟み、作業を始めた。

			「この青い光があるでしょ？　ランクの制限を超えてたり、何か悪いことをすると、この光が赤くなって登録ができないの。……大丈夫みたいね」

			　確かに光は赤くならず、受注登録は完了したらしい。

			　差し出された登録証の裏には、依頼内容と討(とう)伐(ばつ)対象のピスカンダラに「０」という文字が記されていた。

			「今あなたが見てるその数字が討(とう)伐(ばつ)した目安になってるの。分かりやすくて便利でしょ？」

			　確かに、数が多ければ、忘れてしまう可能性もなくはない。

			　保険として考えれば、確認が可能なことに越したことはないだろう。

			「あと、この依頼表は捨てちゃってもいんだけど、裏にあなたの名前が書きこまれてるから、何かあった時のために持っていた方がいいわ。そうそう、討(とう)伐(ばつ)依頼の場合、討(とう)伐(ばつ)対象を持ちこまなくても登録証の裏の数で確認できるわ。勿論、素材を買い取ることもできるから、討(とう)伐(ばつ)したら持ち帰った方がお得よ」

			「分かりました」

			　踵(きびす)を返そうとしたところで、受付嬢から慌てたような声がかかる。

			「それと、その魔物だけど、絶対目を合わせちゃ駄目よ！　女性には魅了、男性には石化の効果がある魔眼を持ってるから！」

			「……分かりました」

			　支部を出て、そのまま指定されたピスカ山道へと向かう。

			　特に道具などは買わなかった。

			　魅了であれば触手悪魔で耐性がついており、武器もすぐ生成できるからだ。

			「ボウズ、丸腰で行く気か？」

			　さっき聞いたばかりの声に振り向くと、案の定赤髪のウサギ男がいた。

			「新人なんだってな？　経験者として助言してやろうか」

			「いい」

			　必要ないし、面倒くさい。

			　それだけ伝えて全速力で走る。

			　離れていく気配を感じながら、そのまま辺りで一際目立つ独立峰、ピスカ山に向かった。

			　

			　山道は等間隔に杭で打ち止められた丸太が置かれ、上り下りしやすいように整備されていた。

			　用意するほど人の往来があるのだろうか。

			　そう思い山頂に視線を向けると、頂(いただき)に程近い場所に何かが見えた。

			　千里眼で確認すると、見えたのは神殿のような神社のような建築物。

			　霊験あらたかな場所にお参りに行く感覚なのかもしれない。

			　それからしばらく歩いていると、青々と生い茂っていた広葉樹が減り、次第に背の低い草木に変わっていく。

			　疎(まば)らになった植物の影を縫(ぬ)うように動く物体を目の端で捉(とら)え、立ち止まる。

			　気配遮(しや)断(だん)と同時にその場を一足飛びに離れ、飛び乗った木の上からその正体を捉(とら)える。

			　乳白色の身体に、金箔のような輝きを持つ瞳(ひとみ)。

			　全体的な印象は猫で、足の長さや体長が成人男性ほどもある。

			　あれがピスカンダラだろうか。

			（明らかに私を狙ってたし、倒しちゃえ）

			　思索もそこそこに、弓と矢を生成。

			　狙うというほどの動作もなく放った矢が、大きな猫の頭(ず)蓋(がい)を貫(かん)通(つう)した。

			　登録証を取り出して確認すると、確かに討(とう)伐(ばつ)数が「１」と増えていた。

			　ピスカンダラで間違いないようだ。

			　辺りを【千里眼】で見渡して、同じ魔物を探す。

			　この山にいるピスカンダラは、全部で十八体。

			　うち二体は食事中で、被害者はどちらも裸の女性。

			　魅了するのは、どちらの意味で食べるためだろうか。

			（まぁいっか。どうでも）

			　無体な思考を振り払うのと同時に弓を霧(む)散(さん)させ、和弓を生み出す。

			　とり回しと速射性関連の派生スキルが充実している短弓に対して、和弓などの長弓は距離と威力関連の派生スキルが多い。

			　曲射による障害物を無視した狙撃もその一つ。

			　弓術スキルをマスターした特典、『構え動作排除』により、錬金術で矢を生成するとほぼ同時に複数の矢を放つことができる。

			　今回は十八本と、全ての個体を同時に狙う。

			　放たれた矢が全て頭を射(い)貫(ぬ)いたのを確認して、弓を無に還す。

			　登録証にしっかり18と書かれているのを確認したため、街に戻ろうと踵(きびす)を返した。しかし、足は動かなかった。

			　お金になるというのなら、死骸を放置する意味もない。

			　そう思い直して、その辺の木から台車を作成。

			　細工スキルでそれなりのものが完成し、次々と魔物の死骸を載せていく。

			「……はぁ」

			　なんとなく放置するのも躊躇(ためら)われ、女性の死体のそばに散乱していた服や荷物から、登録証を回収する。

			　全ての死骸を荷台に載せ、布を生成して全体にかぶせて完了。

			　街に向けて出発する。

			　

			　馬車のようなものが通るのも想定してるのか、山道の丸太も特に邪魔にはならず、思いのほか円滑に荷台を運ぶことができた。

			　とはいえ、街に近づくにつれて人が増え、注目度も上がっていく。

			　子供が一人で荷台を運んでいればそれは確かに不審に思うだろうが、〇次元ポケットのような便利な道具でもなければ他に運ぶ方法がない。

			「ん？　ボウズ。お前、出る時手ぶらじゃなかったか？」

			　そう訊ねてきたのは門番の兵士。

			「街の中を移動するのが大変だから、外に置いておいた」

			「んん？　……それもそう、か？　まぁいい。中を見せてもらうぞ？」

			　首(しゆ)肯(こう)してみせると、兵士は荷台の布を持ち上げ、顔を顰(しか)めた。

			「……これはお前が？」

			「……依頼表とかあるけど」

			　そう返すと、兵士は僅かに逡(しゆん)巡(じゆん)するような仕草を見せたものの、門の通過を許可する。

			　視線を全て無視して支部に到着すると、荷台が中に入らないことにようやく気付いた。

			　横取りとか面倒だし、どうしよう。

			　そんなことを考えていると、近づいてくる気配を感じた。

			「よう、どうしたボウズ。こんなとこに突っ立って」

			　そう声をかけてきたのは、登録の際に担当していた男性。

			「持ち帰った素材。どうすればいい？」

			　荷台を指しながら言うと、怪(け)訝(げん)な表情を浮かべたものの、男性は入り口横の路地を指し示す。

			「そこから中庭に出られる。鑑定員の奴向かわせるから、そっち持ってきな」

			「分かった」

			　その言葉に偽りがないのは、【千里眼】で確認済み。

			　台車を引いて中庭に向かうと、ほとんど同時に男性と同じ服装の老人がやってきた。

			「素材っていうのはその荷台の中かね」

			　その言葉に頷(うなず)きを返すと、老人は荷台の布をめくった。

			　門番の兵士とは違い、彼はほとんど変化を見せずに魔物の死骸を確認していく。

			　イリアが見ていることに気付いたらしい老人は緩(ゆる)い笑みを浮かべた。

			「査定を誤(ご)魔(ま)化(か)したりするのが心配でないなら、達成処理にいくといい」

			　言われてみれば、彼のような鑑定員が査定を誤(ご)魔(ま)化(か)す可能性もゼロではない。

			　そんな不正が発覚すれば、これまで査定を頼んでいたギルド員から追及され、これから査定をする者からは信用されないだろう。

			　長期的に見れば、確実にマイナスだ。

			　だが、ここは日本ではない。

			　前世でも賄(わい)賂(ろ)が当たり前な国や、弱い立場の人はただ搾取されるしかない国もあった。

			　なにより、この世界に生きる人々の価値観が、彼女には分からない。

			　その上で、考えてみる。

			　彼に、査定を誤(ご)魔(ま)化(か)されたとしよう。

			　そうなった場合、自分自身はどう思うだろうか。

			（……どうでもいい。かな）

			　そこまで固執することじゃない。

			　何となくもったいない気がしたから運んだだけで、それ以上の価値はない。

			　なにより、そんな人間と同じようにお金に固執したくなかった。

			　勿論、あまりに酷(ひど)い場合には怒るかもしれないが。

			　

			　イリアは踵(きびす)を返し、中庭の入り口から支部に入る。

			　依頼にでも出ているのか、以前訪れた時よりは人が少ない。

			　それは受付の列も同じで、早く順番が回って来たのは好都合だった。

			　担当になったのは、受けた時と同じ受付嬢。

			「あら、何かあったの？」

			　彼女はイリアを見るなり、不思議そうな表情を浮かべてそう言った。

			　達成したと思われていないようだが、別段気にすることでもない。

			「達成しました」

			「え？　……えっと、登録証出してくれる？」

			　登録証を渡すと、裏を見た受付嬢は目を見開いた。

			　その口は明らかに「ウソ」と動いていたが、声になることはなかった。

			　失態だとでも思ったのか、受付嬢はバツが悪そうに苦笑を浮かべた。

			「すぐ処理に取り掛かるわね。倒した魔物はどうしたの？」

			「中庭で見てもらってます」

			　思い当たることがあったのか、受付嬢は特に疑問を持った様子もなく、依頼達成の処理を始めた。

			　受付嬢は何かに気付いたように手を止め、イリアに顔を向ける。

			「そうだ、報(ほう)酬(しゆう)を受け取る方法は聞いてる？」

			　首を横に振ると、受付嬢は「まったく……」と呟(つぶや)いてから改めてイリアに向き直った。

			　そして指を二本立てる。

			「報(ほう)酬(しゆう)の受け取り方には二通りあるの。一つは、そのまま現金で受け取る方法。もう一つが、口座に振り込む方法。口座って言って分かる？」

			　翻訳が機能していることを鑑(かんが)みれば、口座はイリアが知っている口座と同じ意味だろう。

			　そう考えて頷(うなず)くと、受付嬢は手を下ろして笑みを浮かべた。

			「知ってるなら話は早いわ。口座に振り込んでおけば、支部ならどこでも引き出せるし、登録証だけでお金を払うことができる都市もあるわ」

			　キャッシュカードとクレジットカードのような機能も付随しているらしい。

			　そう考えると、進んでいるのか進んでいないのか、よく分からなくなる文明だ。

			　魔法という便利な技術があることで、それ以外による快適さを求める機会も減り、特定の分野以外の文明の進みが遅いのかもしれない。

			（……まぁ、色んなところを回りながら考えてみればいっか）

			　時間はいくらでもあるのだから。

			「支部ならどこでも引き出せると言っても、支部の大きさによってその限度額は変わってくるし、万が一の時のために全くもたないのもいざという時困るから、お勧めできないけどね」

			　そう苦笑して、受付嬢は処理の作業を再開した。

			「今回はどうする？　結構な額になるし、一部を現金でっていうこともできるけど」

			「……三日過ごせるぶんだけ現金でください」

			「うーん……そうなると、二万ギルズってところかな。それで大丈夫？」

			　首(しゆ)肯(こう)して見せると、受付嬢は再び作業に戻る。

			　といっても既にカウンターでの作業は終わっていたようで、

			「今、素材の金額も確認してくるから。ちょっと待っててね」

			　と言ってカウンターの奥に向かった。

			　注がれる視線を無視して待っていると、受付嬢が戻ってきた。

			　だがその表情は先程までとは異なり、どこか焦っているようにも見える。

			「確認したいんだけど、あの魔物は全部あなたが倒したのよね？」

			「はい」

			「……えっとね、支部長……この支部で一番偉い人が、貴方と話をしたいって言ってるの。急な話で悪いんだけど、付いてきてくれる？」

			「お断りします」

			　断られるとは思っていなかったのだろう。辞退すると、受付嬢は硬直した。

			（わざわざ面倒事に顔を突っ込むほど、お人よしじゃないんですよね）

			　それでも、受付嬢は引き下がらなかった。

			　硬直から復帰したと思えば、戸惑うような様子で言葉を探し始める。

			「え、えっと……、悪い話じゃないと思うし……、それに、時間だってそんなにとらないと思うから、ね？」

			　ね、と言われても、イリアとすれば既に「関わりたくない」という結論が出ている。

			　その結論を、他人の言葉で変えるつもりはなかった。

			「お断りします」

			　だから早く処理終わらせて。

			　端的にそう言ったイリアだが、受付嬢は処理を始めることも、奥に行って判断を仰(あお)ごうともせず、ただ狼狽(うろた)えているだけだった。

			　よっぽど意外だったのかもねー、などと考えていると、

			「話をすると何か困ることでもあるのですか？」

			　奥から現れた壮年の男性がそんなことを言った。

			　イリアの目に映る彼の称号は「支部長」。

			　顔こそ笑みを浮かべているものの、じろりと睨(ね)めつけるような視線は、彼女のことを胡散臭く思っているのを隠そうともしていない。

			　結局、面倒事は向こうから来てしまった。

			　そう落胆するのは、彼女自身の読みの甘さに対してか、それともこの世界そのものに対してか。

			「どうなんですか？」

			　受付嬢が完全に傍(ぼう)観(かん)者になっているのを見つけ、しょうがない、と適当に返しておくことにした。

			「話の内容によるんじゃないでしょうか」

			「例えば、魔物を殺した方法とか……でしょうか？」

			　まるで、正解だろう、と言いたげなドヤ顔に心がささくれ立つ。

			「自分の手の内を曝(さら)け出すのが、傭(よう)兵(へい)ギルドの一般的な振る舞いですか？」

			　銃社会ばりに、人がすぐ他人を殺せるような世界で？

			　馬鹿馬鹿しいにも程がある。

			「……登録証にも不備はないようですし、不正は疑っていません。ただ、疑問なんです」

			「お答えするつもりはありません」

			　力を見せ、また面倒なことになるのは避けたい。

			「処理ってどうなってますか？」

			「あ、えっと……」

			「詳細を聞くまで報(ほう)酬(しゆう)は渡せない、と言ったらどうしますか？」

			　受付嬢の声を遮(さえぎ)り、支部長がどこか余裕をもった調子で問いかける。

			（もしかして、守銭奴か何かかと思われてる？　……はぁ）

			　無駄働き。

			　そんな言葉が脳裏を過るが、

			　

			　――……まいっか。全然苦労してないし。

			　

			　イリアはそう結論付ける。

			　これ以上、この人たちと関わってる方が面倒くさい。

			　全部切り捨てる途中で、回収した登録証のことを思い出した。

			「これ、魔物に食べられてた人たちの登録証です」

			　言いながら二つの登録証をカウンターに置く。

			　そこに視線が集中したのを見計らってカウンターを飛び越え、登録証を回収する。

			「あっ」

			「ちょ」

			　二人の声に耳を傾けず再びカウンターを飛び越え、去る前に一言告げておく。

			「報(ほう)酬(しゆう)はいりませんが素材は回収しておきます。まだ私のですし」

			　背後からの声を無視したまま支部を出て、ちゃっちゃと素材を回収。

			　そのまま街の外に向かった。

			　驚いている門番もまるっと無視。

			　

			　人の目のない場所に着いて一息入れると、

			「……邪魔」

			　回収してきた素材がただの荷物に思えてきた。

			　……認めなければならないだろう。

			　なんかムカついたから持ってきただけで、別にもったいないとか思ってませんでした、と。

			「……はぁ」

			　持ってきてしまったものはしょうがない。

			　ここで処理してしまおう。

			　そう決めたら、あとは実行あるのみ。

			　やはり獣(けもの)といえば毛皮だろう。

			　つまり、肉から毛皮を剥(は)ぐということだ。

			（なめして革にするのよりは簡単そう。かな？）

			　そんな甘い考えが通用するわけもなく。

			「よっ、あ、あれ？　えっと……えい。あ」

			　力が強すぎたせいだろうか。

			　それとも、剣術スキルのアシストが働いて、切れ味が良すぎたのかもしれない。

			「……あっちゃー……」

			　イリアの目の前には、見るも無残な毛皮の名残。

			　歪(いびつ)な広がりが世界地図っぽい！

			　とポジティブに考えてみても、現状は変わらない。

			「まるでゴミのようだ……」

			　いや、正真正銘ゴミだった。

			　ま、いっか。と頭を切り替える。

			　とはいえ、細工スキルのアシストが働かなかったことも、何か理由があるのだろう。

			　直近で考えれば、荷台は初めての作成だったが、上手く作ることができた。

			（荷台と毛皮の違いか……）

			　やはり単純に考えれば、材料の違いだろうか。

			　弓や剣といった武器は自作していたため、木材を扱うことに関してはアシストが働くのかもしれない。

			　すなわち、「まともなモノを作るには、経験を積まなければならない」ということになる。

			　結局、いつも通りということだ。

			　そして、そうと分かれば話は早い。

			（ちゃっちゃとゴミを片付けて、色々と経験を重ねていこう！）

			　と、回収しているところで気が付いた。

			　バラバラにしたものを、組み合わせて元の一つに戻す。

			　ジグソーパズルのようだ、と。

			　真っ白なものは無理だとしても、様々な風景などの絵をパズルにしたものは大人に、動物や絵本の挿絵のような絵をパズルにしたものは子供に受けるかもしれない。

			　先の街の様子を見るに、紙を造る技術はあるようだ。

			　ならば、あと必要なのは絵を描く道具。特に絵具だろう。

			　木を彫ってもいいが、色(いろ)鮮(あざ)やかな方が見目は良い。

			「……木を彫る、か」

			　シャケを咥えたクマのように、なにか動物を彫っても売れるだろうか。

			　既に木彫りや銅像などは存在するだろうが、スキルのレベル上げと考えれば売価が安くても構わない。

			　なにせ、原価がゼロなのだから。

			（となると、彫刻刀か）

			　鍛冶スキルも鍛えたいところだが、さすがに設備から用意するのは色々な点で気後れしてしまう。

			（錬金術でいけるし、取り敢えず用意してみよう）

			　今後の展望を考えながら、毛皮を焼却しつつ爪(つめ)や牙(きば)といった素材を回収する。

			　肉は血抜きしていなかったせいか、それとも初めから食用に適してなかったからか、あまりに不味く食えたものではなかった。

			　ということで、こちらも破棄。

			　荷台も破壊して、ようやく身軽になったと一息入れる。

			「まずは……暇を見て作業ができるように、彫刻刀からかな」

			　錬金術で短剣を生成。

			　そこから錬成スキルを使い、鉄を変化させる。

			　一本の短剣から作ることができた彫刻刀の刃は、全部で十本。

			　直刀、丸刀、三角刀、等々。

			　それらを木の持ち手に嵌(は)めれば、

			「テーレッテレー！」

			　これで、今後は錬金術ですぐに作ることが可能になった。

			「ふんふふーん」

			　荷台の木材を手頃な大きさに切って、彫刻開始。

			　これも細工スキルとは違うのか、なかなか上手くいかない。

			　もうちょっと……。

			　ここを、こう、と試行錯誤を繰り返す。

			「――はっ！」

			　集中しすぎた。

			　そう気付いた頃には、時既に遅し。

			　辺りは真っ暗。

			「……今日はここに泊まろ」

			　自分を慰めるように呟(つぶや)いて、早速野宿の準備を始めることにした。

			　まずは、お風呂を作って入浴。

			　その後、地下に空洞を作って石壁で囲み、簡単な部屋を作成する。

			　最後に、四方に結露用の炭とベッドを錬成すれば完成。

			　

			　おやすみなさい。

			　そう誰にともなく呟(つぶや)いて、就寝した。

			　

			　

			　一眠りしたら、野宿設備を無に還して出発。

			　一番近くの街にあるギルドは鬱(うつ)陶(とう)しいと捨て置いて、別のギルドがありそうな街を目指すのが次の目標となる。

			　よって、かの街に続くのとは逆方向を歩いていく。

			　道すがら、探すもの、作るものの優先順位を考える。

			　どんな風景が広がり、どんな生き物が生息しているのかを知るため、景色を見ながら進むのは大前提。

			　紙は既に錬金術で生み出すことができ、必要なのは絵を描く道具。

			　特に絵具は鉱石を使うということくらいしか分からないため、今後売っているものに触れる可能性を考慮して、作るのは一旦後回し。

			　襲ってきた魔物と食料として捕まえた動物は、素材を加工してレベリング。

			　就寝前や、暇な時間に彫刻。

			（こんな感じかな）

			　空からだけでは何か見落とす可能性があるため、地上に降りて、てくてく歩く。

			　気候は少し乾燥気味。

			　飛んでいた際に海が見えなかったことも踏まえれば、内陸なのは間違いないだろう。

			　だが、人口を支えるだけの大きな川がないにもかかわらず街はそれなりの大きさで、しっかりと見分すれば、井戸を掘る技術など、地球にはない様々な知恵に驚くことは間違いない。

			　地球との相違。やはり、魔術が関係しているのだろうか。

			「あ……」

			　そこまで考えて、ようやく気付いた。

			「魔術、どこかで覚えられるかな」

			　現在、彼女が知っているのは初歩的な魔術と飛行魔術程度。

			　チートのおかげで戦闘にも生活にも不自由はないが、できれば上位の魔術も知っていきたいというのが本心だ。

			（強いのとかでっかいの来たら、ちゃんと倒せるかわかんないし）

			　ギルドで登録する際に見た所属ギルドの中に、魔法ギルドという名前があった。

			　十中八九、そこに行けば魔術を覚えることができる。

			　最低でも、そのヒントは得られるだろう。

			　とはいえ、わざわざ問題が起こりそうな場所に足を突っ込むのも考え物だ。

			　ならば、気配遮(しや)断(だん)を使い、教科書や研究書のようなものだけ拝見するのはどうだろうか。

			（結界があるなら、それだけなんとかできれば……）

			　そんなふうに、考え事をしつつ辺りを見回しながら、歩いていると、

			「……ん？」

			　チートとはいえ、ここは見知らぬ地。

			　一応と警戒していたイリアの耳に、微かにだが声が聞こえた。

			　怒声……それに、悲鳴、だろうか。

			　しかし彼女は、物騒だなー、と思うだけ。

			　わざわざ関わる必要はないと、進路は変えずに歩みを進める。

			　虫さえいなければ千里眼で目ぼしい風景を探すことができるが、それは（今更ではあるが）欲張りというものだろう。

			　千里眼は距離の調節と透過率の調節しかできないため、そう上手くはいかない。

			「朝食どうしよっかなー」

			　朝は軽いものがいいと、果物など自生していないか辺りを見渡す。

			　品種改良されていない果物が美味(おい)しいかどうかは分からないが、もし見つけることができれば酵母も作成が可能だ。

			　地球でも、酵母を使ったパンは古代ギリシャで普通に作られていたことを考えれば、さすがにそれを売り込むことや商売にするのは難しいだろう。

			（あー、パンっていえば、粉ふるい？）

			　化学に代わり魔法が重要な位置を担うこの世界において、粉を挽く製粉機がある可能性は低く、そうなれば臼を使用することになる。

			　その場合に懸(け)念(ねん)されるのが、石の破(は)片(へん)などの混入。

			　だから、粉ふるいにかける作業が大切になる。

			（……パンそのものの出来より、そっちのが怖いよね。下手すれば歯が欠けるし）

			　粉ふるいはアラビアンナイトに粉をふるう人物の表現が出てくるほど古く、これも既にこの世界にあるだろう。

			　とはいえ、それは馬の尻尾(しつぽ)やリネンなどが原料だった。

			　針金のような細い金属なら――

			「……うわぁ」

			　思考を放棄して、思わずうんざりした声が出てしまった。

			　視界の先にあるのは、横転して壊れた馬車。

			　それを馬と男たちが取り囲み、うち数人が辺りを警戒。

			　死んでいるのか、地面に伏(ふ)している者が数名。

			　そして取り囲んでる中央には、酷(ひど)い身なりの若い男女が集められている。

			　服装から偏見で状況を判断すれば、奴隷商が野盗に襲われ、護衛が負けちゃいました、といったところか。

			　距離にして、数キロ。

			　集団はまだイリアの存在に気付いていないが、このまま進めば確実に鉢合わせすることになる。

			（巻き込まれるのはなー）

			　などと考えている間に、集団に動きがあった。一人の男が女に近づき、手を伸ばす。

			　そして、服をおもむろに掴(つか)むと、手にしていた短剣で切り裂いた。

			　露わになった胸を見て、下卑た笑みを浮かべる男たち。上がる悲鳴は、彼らにとって旨(うま)味(み)を引き出す香辛料のようだ。

			　興に乗った別の男が別の女を、また別の男が……と、続いていく。

			　舌なめずりする男は、女を連れてどこに行き、何をしようというのだろう。

			（……決まってるか）

			　ああ、苛(いら)々(いら)する。

			「あ？」

			　囲んでいた男の一人は、突然現れた少年を見て、ただ訝(いぶか)る。

			　そこで警戒心を抱かなかったのは、単に男の実力不足と経験不足。

			「なんだガごぁ……!!」

			　男を殴ると、吹き飛んで馬車に突っ込んだ。

			　突然の轟(ごう)音(おん)につられ、ほぼ全員の視線がそちらに向いた。

			「グぁ!?」

			「ブゲゃッ……!!」

			　その隙に無力化する。

			　でも殺さない。

			　――こんなクズ、殺してやらない。

			「な……なん、だ……て、めぇ……!!」

			「さぁ？」

			　誰だっていいでしょ。

			　そう断じて答えず、全員の動きが止まっているのを確認しながら縄を生成。

			　瀕死の者も含め、拘(こう)束(そく)する。

			　次は、壊れている馬車の一台を修復。

			　既に壊れ、普通であれば修復も不可能なものを再利用しても、文句はないだろう。

			　さほど時間はかからずに、天蓋などのない簡単な台車が完成。

			　ぽいぽいぽーい、と男たちを投げ込んでいると、呆気に取られていた奴隷の一人が恐る恐るといった様子で声をかける。

			「あの、貴方は……」

			「誰でもいいでしょ」

			　突き放した物言いが気に入らなかったのか、別の女性が口を開いた。

			「……いいわけなかろうが。そやつらは罪人。個人がどうこうしてよいものではない」

			　キリっとした表情で言い放った少女。

			　他の奴隷からさりげなく守られているような配置や、服装に似合わずやけに小奇麗な容姿から考えれば、一般人じゃありませんよ、と自分で言っているようなものだ。

			　そうでなくとも、イリアの目には〈族長の娘〉と表示されているのだが。

			（それとも、一般人じゃないってことをさりげなく伝えようとしてるとか？）

			　実に強(したた)かだ。

			　そう感じてすぐに、「どうでもいっか」と切り捨てる。

			「……罰を与えれば問題ないですよね？」

			「……どうする気だ？」

			「性欲が有り余ってるみたいですし、そのへんですかねー」

			　台車に馬を繋げ、準備完了。

			　馬に跨(またが)り「さぁ行くぞ」というところで再び邪魔が入る。

			「あ、あの、お待ちください……！」

			　駆け寄ってきたのは、最初に話しかけてきた女性。

			「どうか、ご助力をいただけないでしょうか！　あの方は」

			「どうでもいい」

			　女性の声を遮(さえぎ)り、それ以上聞くつもりはないと告げる。

			　助けるような形になってしまったからだろうか。

			　拒絶されたのがよほど意外だったらしく、女性だけでなく、他の奴隷の表情にも驚(きよう)愕(がく)が浮かぶ。

			　それが、どうしようもなく苛(いら)立(だ)たせる。

			「あなた方がどこの誰でどうしてこうなったとか……本当にどうでもいい」

			「で、ではなぜ」

			　ではなぜ助けたのか。

			　

			　前提がそもそも間違いだ。

			　

			「別に貴方たちを助けたかったわけじゃない」

			　誰が他人のために動くか。

			　そう胸中で断じて、台車に転がっている男たちに目を向ける。

			「ただ、こいつらと、こいつらのしたことに腹が立ったからぶっ飛ばしただけ」

			　

			　――私は私のためだけに生きる。

			　

			　そう決めた。

			　だから、野垂れ死にしようがまた奴隷になろうがどうでもいい。

			「貴方たちの行動に関与するつもりはありません。あとはどうぞお好きに」

			　それだけ告げて、出発。

			　街とギルドで見た情報を頼りに、目的地に向かった。

			　

			　

			　馬に乗ったのは騎乗スキルのレベリングが目的で、それはしっかり達成した。

			　だが。

			「痛い……」

			　股が、尻が、ふとももが、痛みを訴える。

			　回復魔術の作用が「治(ち)癒(ゆ)力の強化」なのか「損傷個所の復元」なのか分からず、同じ痛みを繰り返す可能性を考慮して回復魔術は使えない。

			　よって、スキルで強化されている自己治(ち)癒(ゆ)能力で回復するしかなく、当然治るまでは痛みを堪えるしかなかった。

			　

			　そんな痛みにも慣れ、人馬一体のような感覚が芽生え始めた頃。

			「ここかな？」

			　街道から遠く離れた洞窟に向けて千里眼を発動。

			　探していたモノを見つけ、目的地に到着したことを確認した。

			　あとは、洞窟の中に男たちをぽいぽいぽーいと投げ入れるだけ。

			「いてぇ！　な、なんなんだ！」

			「クソ、解きやがれ!!」

			　回復してあげたからか、元気いっぱいなご様子。

			　うんうん。とイリアは満足げに頷(うなず)く。

			　これならば、〝彼女たち〟もきっと満足してくれることだろう。

			「てめぇ、覚えて――」

			「お、おい、何か聞こえねぇか……」

			　臭いでも嗅ぎ付けたのか、迫ってくる〝彼女たち〟。

			　男たちはイリアに怒声を浴びせるのも忘れ、洞窟の奥に目をくぎ付けにしていた。

			「じょ、冗談じゃねぇぞ……！」

			「ふざけんな！　おいてめぇ!!　聞こえてんだろ!!」

			「俺が悪かった！　助けてくれ!!　お願いだ!!」

			　罵声が懇願に変わっても、勿論助けるつもりは毛頭ない。

			「性欲が溜まってるみたいですし、どうぞ存分に発散しちゃってください」

			「ふ、ふざけ――」

			　男たちの声をかき消すような、雄叫びが響いた。

			　奥から姿を現したのは、丸太のように太い腕とそれに見劣りしない筋肉質な巨躯。

			　豚のようでもあり、人のようでもあるその魔物の名前は、オーク。

			　

			　そして、ここはそのメスの住処だ。
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			　この世界のオークは、性別に分かれて集団行動をとる習性がある。

			　向社会的行動は皆無で、異種の同性は殺傷、異性には子を産ませることによって縄張りを拡大し他種族を侵略する。

			　そんな特徴を持つからこそ、里では危険度の高い魔物として扱われていた。

			「討(とう)伐(ばつ)依頼が出てましたし、運が良ければ助かるかも？」

			　悲鳴で聞こえているか分からないが、それだけ告げてその場を離れた。

			　汚いおっさんとメスオークの絡みなんて見たくはない。

			　やられる立場になってみろ。

			　

			　

			　その後も、イリアの放浪は続いた。

			　名も知らぬ国では人間と悪魔が率いる魔物との戦争を見かけ、悪魔の所業にイラついてそれを滅ぼし、

			　たまたま遭(そう)遇(ぐう)した災害級の魔物を倒したことで難(なん)癖(くせ)をつけられ、粛清対象とみなされ刺客を送り込まれ返り討ちにし、

			　少年少女を襲っていた男を潰そうとした矢先に少年に懐かれ、面倒だからと先に知り合った傭(よう)兵(へい)ギルドのギルドマスターに放り投げ、

			　描いていた風景をぶち壊しにした噴(ふん)火(か)の原因を殴って鎮め、

			　

			　挙げればきりがないほど、行く先々で面倒ごとに巻き込まれた。

			　

			　その度に、彼女は力を振るった。

			　

			　誰かのためではなく、自分のために行動する。

			　ただそれだけを貫(つらぬ)いて。

			　

			　それからも、彼女の放浪は続く。

			　やりたいことはあっても、すべきことはない。

			　この異世界を満喫する。

			　

			　ただそれだけを、拠り所にして。

		

	
		
			第３章　森の家

		

	
		
			　海を越えるのは何度目だろうか。

			　潮風の感触や匂い、波の模様の移ろいにも飽きてきた頃、ようやく陸地が見えてきた。

			　とはいえ、面倒ごとに巻き込まれる可能性を避けるため、港町に降り立つ愚(ぐ)は侵さない。

			　そのまま高度を上げ、人里離れた山間の上空を飛ぶ。

			（あ）

			　そんな折、珍しいものを見つけた。

			　偶(ぐう)蹄(てい)類に似た動物。神の目で見ると、名をキャテゲァルという神(しん)獣(じゆう)のつがいだった。

			　どこかで見た名と考えた直後、討(とう)伐(ばつ)依頼が出ていたのを思い出す。

			　しかし、討(とう)伐(ばつ)依頼が出るほど凶悪な能力には思えず、注視したイリアは、その角や毛並みの美しさに気付いた。

			　恐らく、それらを欲しての依頼か。

			（もしくは、その角とか目にある効果かな？）

			　能力に反してまだ捕らえられていない、討(とう)伐(ばつ)されていない理由は、恐らくその効果。

			　相手に幻術をかけ、その隙に逃走しているのだろう。

			　やがて彼らの気配が感じられなくなり、更にしばらくすると、山の中を進む集団を見つけた。

			　その装備から察するに、目的は草花や鉱物などの採取ではなく、何かの討(とう)伐(ばつ)であろうことが分かる。

			「……」

			　その討(とう)伐(ばつ)対象が、先程の神(しん)獣(じゆう)のつがいである可能性はゼロではない。

			　神(しん)獣(じゆう)とは言え、幻術の対策さえすれば明らかに過剰な戦力。

			「……はぁ」

			　だが、イリアは先へ進むことにした。

			　能力の低い動物や、攻撃性の低い神(しん)獣(じゆう)など、明らかに危険度の低い対象に対する攻撃や、討(とう)伐(ばつ)依頼。

			　そういったものを何度も見ては、イリアは全て見過ごしてきた。

			　自分のために行動する、という指針だけではない。

			　自然の中での弱肉強食は、起きて当たり前のもの。

			　そう思うと、傲(ごう)慢(まん)だ、強欲だ、と蹴(け)散(ち)らす気にもならなかった。

			　だから、放置する。

			　今更それを変えれば、それまで見過ごしてきた者たちのことを悔(く)やんでしまうだろう。

			　だから、イリアは先へと進んだ。

			　やがて見えてきた街道に降り立ち、適当に見切りをつけた方向に歩みを進める。

			　国境を変に越えていなければ、国の名はピスクローザ。

			（特産物は……）

			　と考え事をしながら街道を歩いていたイリアは、

			「……？」

			　不意に、横切った森が気になった。

			　その感覚が何なのか分からず、見て見ぬ振りをして進むのもなんとなくしこりが残るような気がした。

			「……一応、確認だけはしてみよ」

			　虫がうじゃうじゃいるようなら即退散。

			　そう結論付けて、その森に足を踏み入れることにした。

			　あまり入りたくなかったイリアだが、この森にいる昆虫は幸いにも、蝶々や蜜蜂といったものばかり。

			（虫の中ではまだマシだけど……）

			　そんなことを考えつつも警戒し、足を進める。

			　だが、森に近づくにつれ強くなる感覚に、イリアは若干の戸惑いを感じていた。

			「なんか……懐かしい感じがする」

			　この雰囲気……というよりも、空気に吸い寄せられているような感覚さえ覚える。

			　そもそも、何を懐かしく感じているのかも不明瞭だ。

			　植生、気候、地形……どれを照らし合わせてみても、日本やエルフの里とは似ていない。

			　もっとも、里に似ている場合には近づこうとも思わないだろうが。

			　不思議に思いながら森を散策していると、

			「わぁっ」

			　人が倒れてるのを見つけ、思わず変な声が出てしまった。

			　森の雰囲気を意識するあまり、人の気配に気付かないほど注意散漫になっていたらしい。

			　改めて警戒しつつ、倒れている人物に近づいていく。

			「死んでるわけじゃ……ないみたい、って、ぇえ!?」

			　状態を目で確認したイリアは、再び変な声を出してしまった。

			　見た目は普人の女性。

			　彼女の目に表示されている項目のうち、その人物がどのような身分や肩書をもつか、あるいは生まれなのかを示す場所に書かれた文字に、イリアは目を疑った。

			　

			　異世界の迷い人。

			　

			　まさかの異世界転移である。

			　やはり地球から、なのだろうか。

			（あの光がやらかしたのかな？）

			　あの冗談のようなドジをやらかす光であれば、有り得ない話ではない気がした。ただその場合、イリアのような転生ではなく、その身のまま転移しているという疑問も増えるのだが。

			　そんな時、近づいてくる存在を感知した。

			　存在感の強さ、大きさから考えれば魔物。

			　案の定、やってきたのは熊にもウサギにも似た、巨大な魔物だった。

			　イリアほどの察知範囲を持たないのだろう。途中でこちらに気付いたらしく、散策していたような足取りから速度を上げてこちらに向かってくるのが分かった。

			　自分を狙っているのなら、相(そう)応(おう)の報いは受けてもらう。

			　威(い)圧(あつ)感を放ち轟(ごう)音(おん)を立てながら真っ直ぐ向かってくるあたり、硬さと速さに自信があるのだろう。ならば、それを利用する。

			　方針が決まったイリアは、早速槍(やり)を生成。

			　それを振りかぶり――投(とう)擲(てき)。

			　槍術、エグゾセ。

			　音速を超え、弾けるような音を残して槍(やり)は直進。

			　四つ肢で駆けていた魔物を頭から貫(つらぬ)き、その柄が身体の中にほとんど隠れるまで突き刺さったところで留まった。

			　貫(かん)通(つう)しなかったのは、飛んでいる途中に真ん中から裂けて、最後はボロボロとなっていたせいだろう。

			　とはいえ、魔物は槍(やり)の突き刺さる勢いのままごろごろと転がり続け、当然、それが止まってからは一度も動くことはなかった。

			「……うーん」

			　その経過と結果を見たイリアの総評は、微妙。

			　威力は申し分ないが、射程や連射性といった使い勝手は弓が勝る。威力を上げるため空気抵抗に負けないよう槍(やり)を強固にすれば、その傾向はより強くなるだろう。

			　投げた際に発砲音のような音がするのも暗殺向きではないため、大群に向かって投げることで進行を躊躇(ためら)わせるなど、陽動や抑止を兼ねた用法が妥当といったところか。

			（まぁ、普通は槍(やり)と弓をどっちも極めるなんてないんだろうけどさ）

			　槍(やり)と弓の極致を、用途によって使い分けるなど、まさに贅沢な悩みというものだ。

			　そんなふうに検証していると、真逆の方角から近づいてくる存在を知覚した。

			　また？　と思ったのも束の間、その速度はともかくとしても、存在感はヒトのようだ。

			　だが悪魔や悪魔憑きという可能性もあるため、一応でも警戒はしておくことにした。

			「……！」

			　やがて現れたのは、牛のような角をもった獣人の男性。

			　どこか焦っているように見える男性は、倒れたままの女性を見つけると、彼女の下へと駆け寄った。

			　そして息があることを確認すると、見るからに安(あん)堵(ど)の表情を浮かべて息を吐く。

			「……坊主、迷子か？」

			「……なんとなくこの森に入っただけ」

			「さっきの音は？　魔物が走る音も聞こえたが……」

			　なるほど、とイリアは納得した。

			　この男性は先程の音で異変に気付き、ここに駆けつけたのだろう。

			「あっちの方で魔物の声がした」

			「！　こっちだ」

			　私たちを見つけて興奮した時のものだけどね。

			　そう言う間もなく、男性は女性をおぶり、イリアの手を引いて駆けだした。

			　触られていることに眉(まゆ)を顰(ひそ)め、その感情のまま振りほどくのは簡単だった。

			　だが、なんとなくできなかった。

			　それは、男性の肩書が〝ピスクローザ女王国王弟〟であることや、彼の所持スキルに〝神因(いん)子(し)〟と表示されていたことに気をとられていたこともある。

			　それと同時に、

			「……ん」

			「起きたか、アンナ」

			　男におぶわれてる女性の名前が、アンナ・シュルツ――

			　

			　イリアを産んだエルフと同じ名前だったのも、無関係ではないだろう。

			　

			　初めて見る、イリア以外の神因(いん)子(し)の持ち主と一緒にいるのが、産んだ人間と同じ名前をした異世界人。

			　明らかに異常な現状に、イリアはどうすべきか……どう行動をとるべきか、決めあぐねていた。

			　

			　

			　辿(たど)り着いたのは、森のただ中にある家。丸太を横に積み上げる形で壁を築く、丸太組工法の家屋だった。

			　家には気配遮(しや)断(だん)の結界が敷かれているらしく、家の中にいれば魔物は人の存在に気付かない仕組みとなっていた。

			　魔物という、熊といった野生生物以上に危険な存在がいるなかでの生活。

			　当然の対策ともいえるが、そんな手間をかけてまで、このような場所に住んでいる理由が分からなかった。

			「無理やり連れてきたみたいで悪かったな。森には厄介な魔物が結構な数うろついててな。ここなら大丈夫だ。……俺はオリオン。坊主は？」

			「……アキ」

			　偽名だからか、名乗るのに慣れていないせいか。

			　少し間が空いてしまったことには触れず、オリオンと名乗った男性は一度頷(うなず)いてから口を開いた。

			「坊主がいたからアンナをすぐ見つけられた」

			「……別に」

			　そんな意図があったわけじゃない。

			　そう告げたイリアに、オリオンは何が面白いのか「ははっ」と笑った。

			　笑いはしたが、そこには嘲(あざけ)りも押し殺した怒りも感じられなかったため、イリアは何も言わずに受け流す。

			「まぁいいさ。で、なんで坊主が一人でこんなところに？」

			　それは軽い口調だったが、目に籠(こも)る力加減から、尋問であることが分かった。

			　といっても、尋問であろうと純然たる疑問であろうと、イリアの答えは変わらない。

			「だから、なんとなく。……なんとなく、懐かしい感じがしたから」

			　紛(まぎ)れもない本心だが、彼の理解は得られないだろう。

			　そう思ったイリアを他所に、

			「ん？　ってことは、お前もこの世界に迷い込んだ口か？」

			　とオリオンは言った。

			　……それ、そんなに軽く言っていいの？

			　そんな視線を送ると、はっと気付いたらしい彼は、苦笑して頭を掻く。

			　その仕草も粗野という印象を与えないあたり、貴い身分としての教育が垣間見えた気がした。

			「いくら私と同じことを言ったからって、少し不用心すぎるわ」

			　そう溜(ため)息(いき)交じりに言ったのは、別の部屋から起きてきた女性……アンナだった。

			（アンナ……、さん……）

			　胸中で呟(つぶや)いてみて、だめだ、と僅かに顔を顰(しか)めた。

			　胸に引っかかるような違和感が気持ち悪い。

			　ともあれ、気配を察知していたため、アンナが起きてくることは予め分かっていた。

			　先程のイリアの言葉は、オリオンの理解を得るためではなく、耳にしたアンナに何か反応があるかも、と考えたからだ。

			「アンナの同郷なら、と思っちまってつい、な」

			　ちら、と窺(うかが)い見る目に、イリアは首を横に振った。

			「この世界に迷い込むっていうのが、まずわからない」

			　どういった状況で、どのような経緯でこの世界に来たのか。

			　疑問に答える形で情報が得られるかも、と考えたイリアだが、返ってきたのは「よかった」という安(あん)堵(ど)の言葉。

			　意味が分からず視線を向けると、アンナは苦笑を浮かべた。

			「この世界とは空気が合わないみたいでね。この森にくるまで、ずっと体が悪かったのよ」

			「……そう、ですか」

			　空気が合わない。

			　地球人が生きるために必要な酸素も、濃度が高くなれば毒になることを考えれば、有り得ない話ではない。

			（なら、異世界人にとってこの世界は地獄みたいなものってこと？）

			　迷い込んだという先程の言葉が真実であれば、なんらかの事故が起きた可能性がある。

			　だが事故ではなかった場合、知らなかったでは済まされない責任が、その原因にあるということになる。

			「そんな顔しなくても大丈夫よ」

			「……別に、そういうわけじゃない」

			「そう？」

			　内心を読まれたような気持ちになったから、だろうか。

			　微(ほほ)笑(え)むアンナに、少しだけ心がざわついた。

			「ここはあっちの空気に似てるのか、かなり良くなったけどね」

			「だからって完治したわけじゃねーだろ。座っとけ」

			「はいはい」

			　お互いの言葉こそぶっきらぼうにも思えるが、だからこそ、気の置けないやり取りのように見えた。

			「で、一人ってことは、坊主はギルド員か？」

			　隠す意味もないと登録証を見せる。

			　それで何かを納得したらしいオリオンは、一度頷(うなず)いてからイリアに訊ねた。

			「これからの予定とかあるのか？」

			「……別に、ないけど」

			「ちょっと、オリオン？」

			　困惑気味にやんわりと真意を訊ねたアンナに、オリオンは苦笑を浮かべた。

			「ちょっと野暮用で少しの間離れることになった。……こんなとこに寄るくらいだ。予定がないなら、しばらくいてくれたら助かると思ってな」

			「……見ず知らずの人間ですけど」

			　正気ですか？　という意思を込めた言葉に返ってきたのは、屈託のない笑顔。

			「ま、人を見る目はあるつもりだ。特に、敵意とか害意とかはな。……ははっ。まぁカンなんだけどよ」

			　冗談めかした物言いではあるが、それは王族の経験からくるものなのだろう。

			　当然だが、藪(やぶ)をつついて蛇(へび)を出すつもりはないので、指摘するつもりもない。

			　イリアとしても、彼らの中に複雑な空気は感じるが、敵意のような感情はないように思う。

			「……うん。そうね。貴方がいいならお願いしたいわ」

			　そう言いながら、アンナはイリアを見た。

			　自分がしたいこと。

			　この人物が彼女の知っている地球から来たのか、それが事故によるものなのか、あるいは故意によるものなのか……色々と気になることはある。

			（……他に優先したいこともないし、別にいっか）

			　そう結論付けて、向き直る。

			「……わかりました」

			　イリアの承(しよう)諾(だく)を聞いて、アンナは「よかった」と破顔した。

			　そして一言。

			「ちょうど人手が欲しかったのよ」

			　と。

			「……は？」

			　何のことですか、というイリアの心の声を察したのだろう。

			「うちは基本自給自足なの。明日からよろしくね」

			　と、アンナは屈託のない表情で言った。

			「アンナは魔力がなくてな。助かるわ」

			「そうなのよね。水も汲(く)めないし、泉まで行くのも今の季節は危ないし」

			　あれよあれよという間に、生活に組み込まれる空気ができていく。

			　一度同意してしまった手前、なんとなく断る気にもなれず、

			「…………わかり、ました」

			　こうして、イリアはアンナとオリオンの家に、居候することとなった。

			　

			「――さい」

			　何かが聞こえた。

			　どうせ自分には無関係だ。でもどうでもいい。

			　そう考えを放棄して、意識を手放す。

			「起きなさい！」

			「！」

			　突然の大声に跳び起きると、寝台の横にアンナがいた。
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			「今までは悠々自適な生活だったかもしれないけど、寝床を提供するからには正しい生活を送ってもらいます」

			「……はぁ」

			「返事は〝はい〟」

			「……はい」

			　別段、朝が弱いというわけではないのだが、勢いに飲まれてしまった。

			　なにより、寝る場所は自分自身で作れるため、その主張に合わせる必要はない。

			　……ないはずなのだが、気付けば、結局そのまま外へと連れ出されていた。

			　駆り出されたのは家の裏手に広がる畑。

			「まずは、草むしりからやっちゃいましょう」

			　そう元気に告げたアンナの様子を見てると、とても昨日倒れていた人物とは思えない。

			（まぁ、いいことなんだけどさ）

			　里でもやったなー、と思い出しかけた記憶をぽいっと追いやり、無心で草むしりを始める。

			　雑草と呼ばれる草花にもそれぞれ名前があり、目的に沿わないものを雑草と総称する。

			　当然ながら【神の目】には雑草とは表示されないため、カットして、明らかに雑草のものをむしっていく。

			　これから育てるのは、トマト、キュウリ、ナス、枝豆などといった夏野菜である。

			　別の区画では、雑草が放置されてるところを見るに、三(さん)圃(ぽ)式か輪作のような手法を用いているようだ。

			　農家に近い家柄だった可能性もあるが、オリオンやこの世界の人間が教えた可能性もある。

			　そんなことを考えつつ、情報を得るための質問を考える。

			「……このトマトはどんな品種なんですか？」

			　答えによっては出身地が分かるかも、という探りである。

			　しかし、この問いには問題があった。

			「シシリアンルージュに似てるかしら？　あ、こちらではなんていうのか分からないわ。ごめんなさいね」

			「……いえ」

			　ししりあんるーじゅってなんぞ？

			　と内心で首を傾げる。

			　そう。イリアはトマトの種類をほとんど知らなかった。

			「……丸いやつですか？」

			「いえ。楕円形で、生で食べられる丸いものより火を通して食べるわね。その方がコクが出て美味(おい)しいのよ」

			「……そうですか」

			　ここにきてようやく、イタリアントマトの記憶と結びつく。

			　そして芋づる式のように、次々と料理のメニューを思い出していた。火を通してソースにするのなら、やはりパスタかピッツァだろう。

			（あ……そっか）

			　ピザを作るのかピッツァを作るのか、その種類でも生活圏は分かるかもしれない。

			　そう思い至る。

			　ピッツァは主にヨーロッパで食される、薄く伸ばした生地にトマトソースや具材を乗せたもの。ピザはトーストのような厚い生地に同じくトマトソースや具材を乗せたもので、他にも種類がある。

			　なにせ、竈(かまど)もあったのだ。もし彼女の要望で作られたものでなくとも、あとは食材があれば作ることができる。

			　その反応を見ればいい。

			「……うん。やっぱり二人でやると早いわね。むしろオリオンより手際がいいよ」

			　草むしりが終わった後は、水を汲(く)んでそれを撒(ま)く。

			　水は湧(わ)き水ではなく、昨日二人が言っていたように、水の結石を使って汲(く)み上げたもの。

			　細い柱が地中に刺さり、柱に埋め込まれている結石に魔力を込めると、地下から水を引き上げて蛇(じや)口(ぐち)のような場所から出る仕掛けだった。

			　甕(かめ)の中にその水を溜めるのだが、その水も少し濁っている。

			　だから、そこにも別の呪文が刻まれた水の結石を投入する。

			　すると、不純物は全て沈み、水は見事に透き通る綺(き)麗(れい)なものになった。

			　今更だと彼女自身思うが、こうして生活に密着した異文化を見ると、やっぱり異世界なんだな、と強く思う。

			　ふと視線を感じてそちらを見ると、アンナと目が合った。

			　まじまじと眺めていたのを見られていたようで、少し気恥ずかしい。

			「私も最初は驚いたわ。まるでお伽(とぎ)噺(ばなし)の世界が目の前にあるんだもの。でも、貴方の住んでいた場所では違ったの？」

			「普通に、湧(わ)き水があったので」

			「そっか。この石も高いから、湧(わ)き水があるならそっちの方がいいわよね」

			　水の結石は他の属性のものに比べて需要が高く、大量に生産できる代物でもないため、自然と値が張ることになる。

			（……だからこそ、結石の大本である結晶柱を守るエルフの里が狙われるってことか）

			　商売として成り立ち、人の生活圏を広げるのが容(よう)易(い)になるから。

			　

			　不可侵の神聖なモノ。

			　共通の財産。

			　

			　捉(とら)え方が違えば衝(しよう)突(とつ)するのは当然で、文化が違うからこそ相互理解は難しい。

			　ドロドロで、ぐちゃぐちゃだ。

			「……どうかした？」

			「いえ」

			　水撒(ま)きが終わったら、朝食をとることになった。

			　朝食は、既に収穫を終えたキャベツやスライスしたタマネギ、それとチーズを挿んだサンドウィッチだ。

			　スープは野菜が多く、肉の腸詰めのおかげで塩分もしっかり補給できる。

			　そう、ソーセージである。

			「あら、ヴルストが珍しいの？」

			「……この国では普通に作られてるんですか？」

			「いえ、最近出回るようになったって言ってたけど……やっぱり受け入れられるのは時間がかかるわね。それ、動物の腸に肉を詰めて燻(くん)製(せい)にしたものなの」

			　知ってます。

			　とは勿論言わず、初めて知ったとばかりにソーセージへと視線を移す。

			　ヴルスト。

			　イリアの記憶が確かなら、ドイツにおけるソーセージの呼称だ。

			「私の故郷では色々な種類があってね。直接作ったことはないけど、作り方は知っていたから、それをこの国の人に提供したの。特許みたいなものがあって助かったわ。さすがに、全部自給自足なんてできないもの」

			　なるほど、と納得した。

			　結石はもとより、パンの小麦などを買うのも当然タダではない。

			　どこから仕入れてるのかと思っていたが、そういう仕組みがあったわけだ。

			　酵母の材料はニンジンで、パン屋にお裾分けしてもらえたらしい。

			　先のオリオンを含め、こういった寛容なところは国民性なのだろうか。

			「この後は、洗濯と……そうだ。貴方、パン作ったことある？」

			「ぱんつ……」

			「シューツ？　そうじゃなくてパンよ」

			　ベタな間違いをしたことも恥ずかしかったが、翻訳で伝わらなかったのも微妙に恥ずかしい。ボケを流されたような居た堪れなさである。

			　どう翻訳されてるのか、受け手ではないイリアにその詳細は分からないが、日本語と英語とかでは今の間違いが伝わるわけもない。

			　パンはブレッド。

			　もっと言えば、この世界の言葉でなんていうのかも彼女は知らなかったりする。

			「作れますが……」

			「じゃあお願いするわね。それとも、レース縫(ぬ)いの方がいいかしら？」

			　どっちでも、と答えかけて、今自分の姿を思い出した。

			「……わかりました。パンを作ります」

			　ということで、洗濯ものを洗い、干した後でパン作りに入る。

			　ご丁寧なことに、強力粉と薄力粉が用意されているあたり、お菓子もよく作るのかもしれない。

			　並んだ二つの袋を眺めながら、アンナは苦笑する。

			「こっちの方じゃ、あんまり小麦の区別をしないみたいね。本当はライ麦粉とか他のものも欲しかったけど、この辺りでは手に入らなくて」

			　ライ麦に、パンへのこだわり……イリアの中で、ドイツの印象が強くなる。

			「どんなパンにするかはお任せするわ」

			「……いいんですか？」

			　これだけこだわるなら、好みもはっきりしてそうだけど。

			　そんなイリアの疑問を他所に、アンナは笑った。

			「ええ。色々試すうちに、どれも好きになっちゃって。だから、故郷のパンでもいいのよ？」

			　新鮮さを求めている、と。

			（……知りませんよ、そんなの）

			　人のために何かするのはお断りだった。

			　だからと言って、変なものを作る気はない。

			　食事は大事。

			　考え事はそこそこにして、とりかかろう。

			　そう思い小麦の袋に手を伸ばす。

			　そこに詰められているのは、粉……ではなく、殻のついた小麦。

			「挽くところから……!?」

			　こだわりすぎ、と衝(しよう)撃(げき)を受けたイリアだった。

			　

			　

			　夕食は、イリアが焼いたパンが主食になった。

			　縦に切れ込みを入れ、ソーセージを挿んだホットドッグ。

			「うん、美味(おい)しい」

			　不評でないのは何よりなのだが、手間が半端ではなかった。

			　石臼で挽き、それを生成した粉ふるいにかけ、小さい石の破(は)片(へん)などを取り除く。

			　小麦へのこだわりから当然あると思っていた粉ふるいだが、その予想に反して生成しなければならなかった。

			　朝食べたパンに石が入っていなかったのは、運が良かっただけなのだろうか。

			「……これ、今まで使わなかったんですか？」

			　さすがにステンレスとまではいかないが、イリアがスキルで生み出した鉄製の粉ふるいを見せると、アンナは目を輝かせた。

			「ずっと、どうにかできないかって思ってたの。でも、この国ってあまり冶金技術が……ね。ごほ、ゴホっ」

			　植物を使ったものは考え付かなかったらしい。

			　最終的な形を知っていると、発展途上の形や素材は案外知らないことが多い。

			　様々な工夫や試行錯誤の果てに、用途や需要に適応したものだけが残る。それは道具だけでなく、生命や文化そのものの進化も似たようなものだった。

			「もしかして、アキはお菓子もつくれるの？」

			「……それなりに」

			「やっぱり！　せっかく薄力粉があるのに、ちゃんと使えなくてもったいなかったのよ」

			　確かにお菓子などは、小麦粉がダマになるのは避けたい。

			　なんて、そんなことを考えている時だった。

			「！」

			　耳(じ)朶(だ)を叩いたのは、耳鳴りのような嘶(いなな)き。

			「……夜になると活発化するのよ。魔物っていっても、そのあたりは獣(けもの)と変わらないのね」

			　そう言ってアンナは苦笑して見せたが、どこかぎこちない。

			　当然と言えば当然か。

			　打ち勝つ力がなければ、魔物も獣(けもの)も恐怖以外の何物でもない。

			「でも、ここでじっとしてれば大丈夫。お昼は滅多に動き回らないのがせめてもの救いね」

			（救い……か）

			　昼は魔物の目を盗んで、夜はじっと隠れるようにして過ごす。

			　――そんな救い、私は嫌だ。

			　

			　ということで、夕食後、アンナが寝静まったのを確認して、森の奥へと足を進める。

			　折れた木の枝や踏まれた草花の跡を見ると、確かに通常であれば人間の存在に気付いてもおかしくない距離を、魔物が移動していた。

			　それだけ効果を持つ結界を生み出す結石が、あの家を守っている。用意するのはかなり苦労するはずだが、やはり王弟という肩書を持つオリオンが用意したのだろうか。

			（……いた）

			　無駄な思考を止め、弓を生成。

			　三十発の矢を一気に放つ。

			　一発では刺さるだけの矢も、重ねて何度も穿(うが)てばやがて貫(つらぬ)き、突き通る。

			　全身を穿(うが)たれ、カエルのような魔物は絶命した。

			　自分から存在を示すくらい強さに自信があったのだろう。

			　だが、所詮井の中の蛙(かわず)だった。

			（素材……は、いっか）

			　気持ち悪いから触りたくない。

			　そう結論付けて、アンナの家に戻る。

			　そして、彼女を起こすことなく就寝。

			　こうして、ここでの一日目が終了した。

			　

			　

			　それからは、ほとんど変わりない毎日だった。

			　昼は畑作業や食材の加工。

			　夜は森で魔物の駆除。

			　

			　……まるで、里にいた頃のような生活。

			　

			　それでも、イリアはここにいた。

			　なぜかは彼女自身も分からない。

			　ただ、アンナが咳込んだり座り込んでしまったりするのを見て、途中で投げ出すのは後味が悪くなると思ったのは確かだった。

			　そして、更に数日後。

			「よっ。やっと帰ってこれたぜ」

			　と、オリオンが帰宅（？）した。

			　これで私もお役御免。

			　イリアが調べた限りでは、森に出没する魔物は森のどこかでリポップしているわけではなく、別の場所から流れてきてる可能性が高い。

			　アンナがこの世界に迷い込んだ話は聞けていないが、明日からは魔物がやってくる理由、もしくは原因を探してみるというのもアリか。

			「ん？　どうした坊主。お土産いらねぇのか？」

			「あ……はい」

			　差し出された瓶から、焼き菓子のようなものを一つとって口に運ぶ。

			「!?　にがっ……！」

			　クッキーかと思って油断したイリアは、味覚を支配する苦みに顔を顰(しか)める。

			（この味、もしかしてコーヒー!?）

			　その粒はクッキーに見(み)紛(まご)うほどの大きさで、イリアがココア系と勘違いするほど色も同じ。

			　コーヒーの果肉は甘いため、この大きさであれば普通にそちらをメインにした方がいいのではないだろうか。

			　じっと瓶を見ていたイリアをどう勘違いしたのか、オリオンは苦笑した。

			「これはコーヒー豆って言ってな、これを挽いてお湯で濾したのを飲むんだ」

			　まさにコーヒーだった。

			　原産国なのか、質はそれなりとはいえ砂糖も普及しているため、わざわざ苦いものをお土産として饗(きよう)することもできるようだ。

			　現段階の文明ではさすがにカフェインなど効能の詳細を知っているとは思えず、何か伝承があったりする方が、らしいと思う。

			「……オリオン」

			「あ、いやまて、今のはわざとじゃなくてな」

			　気付けば、食べ物を粗末にしたということでアンナの雷が落ちていた。

			　イリアが口にするまでに止める余裕はあっただろうから、怒られても仕方ないだろうとイリアはコーヒー豆に視線を戻す。

		

	
		
			[image: p_238.jpg]
		

	
		
			　コーヒーといえば、蜂蜜をとるのもいいかもしれない。

			　他の森であれば虫が蠢(うごめ)いているのは確実で、虫の少ないここの森でなら、いい機会だ。

			　コーヒーやお湯割りなどの飲料用だけでなく、パンに塗るなど活用の幅も広い。

			　なにより、蜂蜜は生き物ではないため、塩や砂糖のようにスキルで生成できる可能性があった。

			　そんなわけで、その日は二人が寝るまで、工作に励(はげ)むことにした。

			　

			　

			　そして翌日、作業の合間に巣箱を設置する。

			　箱の構造こそ覚えていたイリアだが、その後の作業に関しては記憶が曖(あい)昧(まい)で、気に入ってくれれば住み着いてくれるでしょ、という程度の軽い気持ちだった。

			　設置を終えると、オリオンがやってくる。

			「お、なんだそれ。燻(くん)製(せい)でもするのか？」

			「……蜜蜂の巣箱」

			　そんなことをすれば確実に蜂は死ぬため、釘を刺す意味でも説明しておくことにした。

			　熱がこもらないための空気の通り道や、蜜蜂より大きなモノが入り込めないよう高さを調節した出入り口など、工夫の凝らされた仕様に、オリオンはしきりに感心していた。

			　そして、設置が終わった後はそのままぼけーっと蜂が来るのを遠くから眺めていた。

			「お、入った」

			「……うん」

			「あれ、出て行っちまった」

			「……うん」

			　蜂の行動に一(いつ)喜(き)一(いち)憂(ゆう)するオリオン。

			　その反応が蜂にとってストレスになってるんじゃないかと思ったイリアだが、そのうち飽きるだろうと半ば放置して巣箱の行方を見守っていた。

			　……しかし、それがいけなかった。

			「……なにをしてるのかしら？」

			　びくっ、と身体を揺らすオリオンとイリア。

			　振り向くと、にっこりと笑うアンナがいた。

			「は、ははっ、聞いてくれよアンナ。これ、蜜蜂を集める巣箱なんだってよ！」

			「へぇ。……それは、そうして火の番みたいに見てなきゃいけないの？」

			「……いや。そんなことない、かなー？」

			　ちらりと向けられた視線に、イリアは頷(うなず)いた。

			「いらない」

			「せめて遠回しに言ってくれよ！」

			　悲痛な叫びの後、案の定、サボっていたと判断されたオリオンにアンナの雷が落ちた。

			「貴方も、この人が――」

			　そしてイリアも一緒に怒られた。

			（解せん）

			　

			　

			　そんな、厳しくものんびりとした生活を送っていたある日。

			「二人とも、聞いてくれ」

			　そう切り出したオリオンの表情は、どこか硬かった。

			　どこかでみたような……と記憶を手繰り寄せ、思い出したのは、最初に会った時のこと。

			　ただ、あの時よりも緊迫した様子はないと気付いた後は、何を話すのかは予想がついた。

			「森の奥で、魔物の死体が転がってた。何か聞いたり見たりしてないか？」

			　予想通り、魔物のことだった。

			　勿論、イリアが倒して放置していたものである。

			　素材を売ることはできなくとも、死骸は処分しておくべきだったかもしれない。

			　そう考えても、後の祭りだ。

			「……いえ、私は何も」

			　アンナの言葉の後、二人の視線がイリアに向けられた。

			　だから、頷(うなず)いておく。

			　勿論これは「私も同じく、何も知らない」という意味ではなく、「聞いたり見たりしてる」という意味の首(しゆ)肯(こう)だ。

			　だが、イリアの狙い通り二人は前者だと思ったらしく、視線を戻した。

			「そうか……。一応報告はしてくるが、すぐ帰って来るわ」

			「オリオン、こちらのことはあまり、っ、ごほっ」

			「そーやって無理される方が心配なんだっつーの」

			　言いながら、オリオンはイリアを見た。

			　その視線の意味を察するなら、「任せられるか？」というところだろう。

			　次いで、イリアはアンナに視線を移す。

			　咳込んではいるものの、今までの状態から見ればそこまで辛くはなさそうだ。

			　これなら、偽装したままの力でも大丈夫だろう。

			　そう判断し、頷(うなず)く。

			「んじゃ、悪いけどすぐ行くわ。頼んだぞ」

			　ガシガシ、と頭を撫(な)でて、オリオンは走っていった。

			「……まったく」

			　アンナのその苦笑は、遠ざかる背中に向けられていた。

			　全力で走る意味を、理解しているからこその表情。

			　だとすれば、どうして素直に嬉しそうにしないのだろう。

			「あら、雨ね」

			　空気が湿っていたから予想はしていたが、思ったよりも早く降り出した。

			「……行きましょうか」

			　大人しくその言葉に従い、家の中に避難する。

			　アンナは、お茶をいれるためのお湯を沸かしていた。

			　声を出すのが躊躇(ためら)われるような、なんとなく気まずい雰囲気。

			　その原因は、多くの作業ができなくなってしまう、この雨だろうか。

			　それとも、アンナの気遣いとオリオンの気遣いのすれ違い、だろうか。

			　……それとも、魔物が殺されていた、という事実を知ったからだろうか。

			　何も知らない者からすれば、それはつまり「魔物より強い何かがいる」ということに他ならない。

			　倒したのがギルド員であればなにも問題はないが、死骸を回収しなかったことから、十中八九それはないと考える。

			　そこで恐らく、予想は止まる。

			　予想ができなければ、分からないとしか言えなくなる。

			　分からないという心理は、不安に繋がる。

			　恐怖に繋がる。

			　……里のように。

			（また、余計なことをしちゃったのかな）

			　そう考えかけて、それは違うと一(いつ)蹴(しゆう)する。

			　

			　これは自分が望んだこと。彼女が彼女自身のためにしたことだ。

			　他の誰かなんて関係ない。

			　

			　だから、討(とう)伐(ばつ)はやめなかった。

			　その日も、次の日も。

			　

			　イリアは、魔物を狩り続けた。

			　

			　

			　オリオンがたまに森の奥へと足を運び、魔物の様子を探っては報告に行く。

			　そんな変化はあったものの、それ以外に生活習慣での変化はほとんどなかった。

			　むしろ、蜂蜜の収穫に成功したことや、魔物がいなくなって増えた獣(けもの)の肉などにより、食生活は向上したほどだ。

			　夏野菜の収穫も始まると、そろそろ冬野菜の種まきを考えなければならない。

			「今年は何を植えようかしら？　ジャガイモは当然として……」

			「坊主が見つけてきた草……じゃなかった。ハーブはこっちに植えなおさねぇのか？」

			「それもいいけど、さすがにちょっと手(て)狭(ぜま)なのよね」

			　二人の会話に耳を傾けながら、ローズマリーのハーブティーに口をつける。

			　ローズマリーは地球で悪魔祓いに使われていたこともあるハーブで、その概(がい)念(ねん)がこちらにもあるのか、魔物が避けて通る効果をもつ。

			　それほど強い効果ではないが、通り道に植えるのもいいかもしれない。

			（あ、でもそれじゃ魔物に「こっちに人がいますよ」って教えることになったりするのかな？）

			　だとすれば却下だ。

			　魔物避けはさておき、それ以上に効果があるのが、集中力と記憶力を高める効果。

			　今は【神の目】を切っているから見ることはできないが、数値上でも加算されるのは里で把握済みだったりする。

			　むしろ、ハーブ系の知識のほとんどは里由来だ。

			　アンナが自生していることを思い出さなければ、使うつもりもない知識だったが。

			「……んじゃ、そろそろ行くわ」

			　いつもの報告とは違う間隔に違和感を覚え、なんだろうと顔を上げたイリアにオリオンは言った。

			「ちょっとヤボ用だ。少し長くなるが、頼むな」

			　推測するとすれば、王族がらみか。

			　なんにせよ、言わないのなら追求する必要もないだろう。

			「うん、わかった」

			　イリアの返答に満足したらしいオリオンを見送り、その日の作業を始めた。

			　夏に当たる季節に入っているからか、火の因(いん)子(し)を多く感じる。

			　つまり暑い。

			　とはいえ、ここピスクローザは地中海性気候に近いのか、水の因(いん)子(し)が薄く、カラッとした空気で暑苦しくは感じない。

			　アンナの家はほぼ森の中といえるため、湿気は平地より若干多めではある。

			　しかし日陰が多く、そこを通る風も相まって、平地よりよほど涼しく過ごしやすい。

			「……後はやっとくから、休んでて」

			「……お願いするわね」

			　それでも調子の悪いアンナには辛いようで、苦笑いで承(しよう)諾(だく)し家の中へと戻っていった。

			　イリアはその後、普通に畑仕事や家事をして、就寝。

			　最近では魔物の数が減っているため、夜中に出かけることも少なくなった。

			　その行動にも何か意味がある可能性もなくはないが、取り敢えず大群で押し寄せるような予兆もないと放置している。

			　早めに休むようになったのが良かったのか、翌日にはアンナの顔色も良くなっていることが多くなった。

			「今日はできそう？」

			「ええ。大丈夫」

			　そんなやり取りにも慣れて、また同じ一日が始まる。

			　次の日も。

			　また次の日も。

			　

			　

			「そろそろあの人が帰ってくる頃かな」

			　何日かすると、アンナはそんなことを言った。

			　勿論あの人とはオリオンを指し、不思議なことに、その予言は大体的中する。

			　虫の知らせというものだろうか。

			（なら私のところには来なくていいや）

			　なんてことを考えているうちに、朝の作業は終了。

			　気付けば、辺りは少し暗くなり、湿った空気を感じるようになっていた。

			「降りそうね……」

			　窓から外を眺めるアンナの表情は優れない。

			　体調が悪いのか、それともオリオンのことを慮(おもんぱか)ってるのか、判別はつかなかった。

			　雨が降っても降らなくても、どちらでもいいようにやることはやっておく。

			　基本的に天候に逆らわない悠々自適な生活なため、それが当たり前になっていた。

			　だから、

			「アキは、これからどうするの？」

			　という質問に、すぐ答えることができなかった。

			「ああ、ここを出た時ってことね」

			　勿論フォローされずとも、それが「ここから出ていけ」という意味ではないとわかっていた。

			　イリアが答えられなかったのは、ただ単純に、困惑していたからだ。

			　

			　これからどうしたいか――ではない。

			　なんで、私はここを出ないんだろう――その答えが、わからない。

			　

			　酵母や蜂蜜など、ほしいものは手に入れた。

			　不快に思っていた魔物も退治し続けた。

			　アンナの体調は根本的な改善はないものの……オリオンも留守にする機会が減り、長く空けることも少なくなったと言っていた。

			　

			　なのに、どうしてここを出ていかないんだろう。

			　離れないんだろう。

			　

			　ぐるぐると、思考の渦にはまり込んでいた。

			　だからイリアは、それに気付くのが遅れてしまった。

			「!?」

			「!!」

			　耳を劈(つんざ)くような轟(ごう)音(おん)が響く。

			　まるで衝(しよう)撃(げき)波のような雄叫びに、家まで揺れているようだった。

			　強い。

			　今までのどの森の魔物より、ずっと。

			　そう直感が告げると同時に、疑問が浮かんだ。

			　まだ昼間なのに、どうしてわざわざ声を上げたのだろう。

			　どうして、この魔物は真っ直ぐこちらに……家に向かってきているのだろう。

			「っ」

			　すぐそばで、アンナの息を飲む音が聞こえた。

			　無理もない。

			　視線の先、森から姿を現したのは、牛と猿を混ぜたような身体に、妙に人間に似た顔を持つ巨大な魔物。

			　驚かない方がおかしい体(たい)躯(く)。恐れない方がおかしい容姿。

			　魔物はきょろきょろと辺りを見回しながら、時折思い出したように大声を上げる。

			　その仕草は、まるで何かを探しているようだった。

			　その声は、まるで誰かを挑発しているようだった。

			　不可解な行動は続く。

			　魔物は、次第に家へと近づいてくる。

			「！」

			　畑が潰される。

			　思わず立ち上がろうとしたイリアを、何かが阻む。

			　見ると、それはアンナだった。

			　

			　その行動はまるで、イリアを止めようとしているように見えた。

			　

			　イリアは困惑する。

			　どうして、あの魔物はあんな行動をとってるんだろう。

			　どうして、私はすぐにあいつを倒しに行かないんだろう。

			　どうして、私は今までの魔物も、昼間に倒しに行かなかったんだろう。

			　

			　――……どうして、私はここを離れないんだろう。

			　

			　結局、どうしてもそこに行きついてしまう。

			　自分のことだけを考えるのなら、とっとと立ち去ればいい。

			　運がなかったね、と放っておけばいい。

			　

			　あの人と同じ名前だから？

			　同じ世界から来た人だから？

			　

			　自分のことなのに、わからない。

			　

			　私はどうしたいの？

			　私は何がしたいの？

			　

			　誰かのためじゃなく、自分自身のために。

			　それを考えればすぐに答えは出るはずなのに、いつまでも答えが出せなくて、苛(いら)々(いら)する。

			「……大丈夫よ」

			　そんな彼女をどう勘違いしたのか、アンナはそう言って、抱きしめる力を強くした。

			「いつもよりちょっと早いけど、大丈夫。すぐにどこかに行っちゃうから」

			　そう優しく言いながら、怖がらせないように。

			　安心させるように。

			　

			　……まるで、母親のように。

			　

			「……やめて」

			　それが、酷(ひど)くイリアを苛(いら)立(だ)たせる。

			「……え？」

			　戸惑うアンナから離れ、ドアに向かう。

			　後ろから声が聞こえるが、気にしない。

			　ただ、胸を掻き毟(むし)りたくなる苛(いら)々(いら)を、どうにかしたかった。

			　

			　今は優しくたって、どうせ手の平を返すくせに……！

			　私の力を知れば、どうせ怖がって突き放すくせに！

			　

			　――どうせみんなおんなじだ。

			　

			「あんたが来てくれてちょうどよかった」

			　イリアを見つけ、魔物の目に歓喜の色が宿る。

			　餌を逃すまいと力を解放。

			　タケノコのような触覚が背骨に沿うように生え、手足も二倍ほどに膨張する。

			　そうだね。とイリアも魔物に同調する。

			　

			　――私も本当の姿を見せよう。

			　

			「それで、勝手に見放せばいい」

			　隠(いん)蔽(ぺい)による擬装を解除。

			　そして弓を生成。

			　襲い掛かろうとする触手を先んじて射砕く。

			　同時に魔術を発動。

			　足を岩の弾丸で粉(ふん)砕(さい)された魔物は転倒する。

			　徒歩の速度で近づきながら、魔術の発動は続行。魔物の四肢を砕(くだ)いていく。

			　剣の間合いに入る頃には、魔物は頭部だけになっていた。

			　それでも生きている生命力は驚(きよう)愕(がく)に値するが、妙にヒトに近いその顔に浮かぶのは、戸惑い。

			　……そして、それ以上の恐怖。

			「自分は狩る側だと思った？」

			　残念だが、それはない。有り得ない。

			「次生まれる時は、普通の獣(けもの)だといいね」

			　獣(けもの)は臆病で、危険に敏感だから。

			　こんなふうに、無様に死ぬこともない。

			「ばいばい」

			　両断し、剣を解く。

			（なんというか……）

			　あっけない。

			　魔物は死に、森にはこれまでの静けさが戻る。戻ったはずなのに、空気が全然違うのはなぜだろう。

			　いつの間にか降りだしてた雨は鬱(うつ)陶(とう)しく……それでも、今更避けようとは思わなかった。

			　ぱしゃ、と水を踏む音が聞こえたのは背後から。

			　振り向くと、アンナがいた。

			「驚きました？」

			　怖がればいい。

			　気味悪がって離れればいい。

			「……女の子だったのね」

			「はい」

			　その言葉は、会話のきっかけだったのだろう。

			　アンナの問いかけが続く。

			「……今までの怪物も、貴女が？」

			「はい」

			「……どうして、今になって見せたの？」

			　その問いに主語はない。それでも、その言葉が何を指してるのかはなんとなく分かった。

			　むしろその問いを望んでいたからこそ、分かったのかもしれない。

			（……まぁ、どっちでもいいけどね）

			　自嘲気味に胸中で呟(つぶや)いて、

			「別に、大した意味なんてないですよ」

			　イリアは答えた。

			「この魔物は邪魔だった。ムカついたんです。だからこの場で、殺すことにしました」

			　吐いた言葉の語気は、イリア自身の意思を離れて強くなっていた。

			　なんでだろう。

			　言いながら考えて、すぐに答えは見つかった。

			　

			　目の前の女性の態度が、あまりに変わらなかったからだ。

			　

			　まだわからないの？

			　そう思うと苛(いら)々(いら)して……言葉は強く、心は荒れた。

			　

			「私は自分の思うまま、好き勝手に生きるって決めたんです。だから」

			　今のイリアの在り方。

			　いつも通りの言葉を継ごうとして、

			　

			「嘘ね」

			　

			　否定された。

			「っ、嘘じゃ――」

			　嘘じゃない。

			　予想外の強い否定に一拍遅れ、そう言い切る前に腕を引かれた。

			　訳が分からない。

			　混乱するイリアを他所に、アンナは小屋の中へと彼女を連れ込んだ。

			「私には、あなが自分の好きなように、好き勝手やってるようには見えないの」

			「そんなこと……わっ」

			　反応を返す前に押し付けられたのは、厚手のタオル。

			　ごしごしと半ば強引に髪を拭(ふ)かれながら、アンナは言う。

			「間違っても、そんな人は今のあなたみたいな顔、するわけないのよ」

			「え……？」

			　言われたことが上手く理解できず、気付けば、自分の顔に手を伸ばしていた。

			　やけに冷たく感じる手が辿(たど)る、自分の顔。

			　それは、

			「そんな、辛そうな顔なんて、ね」

			　自分が思い描いていた表情とは、まるで違った。

			「な、んで……」

			　……ずっと、笑っているつもりだった。

			　笑っていたはずなのに。

			　女性を襲っていた輩を懲らしめた時も、

			　街を壊してる悪魔を退治している時も、

			　突っかかってくる最低な者たちを追い払っている時も、

			　いつも、ずっと笑ってるつもりだった。

			　なのに……、

			「どうして……？」

			　笑っていたはずなのに。

			　笑えていたはずなのに。

			　

			　――私の顔は、ちっとも笑ってくれなかった。

			　

			　今までも、笑えていなかった……？

		

	
		
			[image: p_260.jpg]
		

	
		
			　

			「……馬鹿ね」

			　そう言って、アンナはまたごしごしと頭を拭(ぬぐ)う。

			「あの人を見てれば分かるでしょ？」

			　あの人。

			　その言葉で思い浮かんだのは、オリオンだ。

			　そして思い浮かぶ表情は、いつもの笑顔。

			　釣られるように思い出す情景……本当に楽しそうに笑う、二人がいた。

			「本当に自分のしたいようにしてる人っていうのは、あんなふうに笑ってるものよ」

			「っ……、でもっ」

			　私は、自分がしたいようにしてきた。

			　誰かのためじゃない。

			　私が、私のために。

			　……そうしてきたのに。

			「なんでっ……」

			「簡単じゃない」

			　驚くほど柔らかい声につられて顔を上げると、そこにあったのは優しい笑顔。

			　力を見せたのに。

			　怖がるどころか、気味悪がって離れるどころか、いつもと同じ笑顔が、そこにあった。

			　そして、アンナは言う。

			「本当にしたいことじゃなかった」

			「っ……」

			　イリア自身が、本当にしたかったこと。

			「本当に、あなたはあの怪物が邪魔だから倒したの？」

			　それは、つい先程彼女が言った言葉。

			　魔物が邪魔で、殺してやりたかった。

			　それは、本心だ。

			　

			　――……だけど、それとは別に、力を見せたかった。

			　

			　そうすれば、母と同じ名前のこの女性は、離れていくと思ったから。

			　

			　――そうすれば……また、私は失望しなくて済むから。

			　

			　アンナだけではない。

			　この世界の人間にもオリオンのような人物がいるのだと、希望を持たなくて済むから。

			　この世界に期待しなくて済むから。

			　

			　怖かった。

			　

			　また辛い思いをするのが怖かった。

			　苦しい思いをするのは嫌だった。

			　だから……早く済ませてしまおうと思った。

			　早ければ早いほど、傷つかずに済むから。

			　自分のために、自分から突き放す機会を作ることにした。

			　

			　だけど……、

			　

			　だけど……、本当は、

			　

			「俺たちのため……アンナのためにしてくれたんじゃないのか？」

			　いつからいたのだろう。

			　後ろから聞こえたその言葉に、頷(うなず)くことができなかった。

			　わかってるのに。

			　自分の気持ちなんだから、簡単に分かるのに。

			　

			　でも、だからこそ……気付かされてしまった。

			　

			「っ……」

			　……本当は、嫌だった。

			　二人が大事に育てた畑を荒らされるのが、嫌だった。

			　楽しそうな二人の記憶が壊されるようで、嫌だった。

			　……怖いのに、それでも安心させようと必死に笑うアンナが、嫌だった。

			　無理やり浮かべる笑顔が、嫌だった。

			　

			　守りたかった。

			　

			　そうだ。

			　

			　――本当は、守りたかったんだ。

			　

			　一度認めてしまえば、一度直視してしまえば、もう誤(ご)魔(ま)化(か)せなかった。

			　色んな気持ちが湧(わ)き出して、止められなかった。

			「ぅ……くっ……」

			　でも、その気持ちは声にならず、涙として溢(あふ)れ出す。

			　神様から貰ったこの力で、みんなを守りたかった。

			　アンナも、

			　二人が作った思い出も、

			　知らない街の人たちも、

			　襲われていた人たちも、

			　……里の皆も。

			　そのために、頑張ってきた。

			　失望されないように必死に隠れて、力をつけて……。

			　

			　……でも、拒絶された。

			　

			　怖くなった。

			　助けようとした手を払われるのが。

			　守りたい人たちに、嫌われるのが。

			　

			　……だから、目を背けた。

			　

			　今までの自分を馬鹿だと否定して……、

			　自分のためだって嘘をついて……、

			　本当にしたいことを誤(ご)魔(ま)化(か)して……、

			　

			　その結果が、笑えなくなった自分。

			　

			「……わたし……なにやってるんだろ……」

			　自分のためと言いながら、自分に嘘を吐くなんて、本末転倒だ。

			「本当に……どうしようもない」

			　

			　せっかく生まれ変わらせてもらったのに。

			　せっかくチートを貰ったのに。

			　

			「……どうしようもない……大馬鹿だ……っ」

			「……そうだとしても」

			　ぐちゃぐちゃで滅茶苦茶な頭の中を、声が遮(さえぎ)る。

			　その優しい声は、屋根を打つ降り続く雨音のなかでも、やけにはっきりと聞こえた。

			「私も、家も、畑も、助かったわ。……ありがとう」

			「っ」

			　感謝されたかったわけじゃない。

			　全部を肯定してほしかったわけでもない。

			　

			　だけど……、

			「助かった。ありがとうな」

			　

			　だけど、その一言で……救われた気がした。

			　

			　――ありがとう。

			　

			　ただそれだけで、今日、ここでしたことは間違っていなかった……ここにいていいのだと、思えた気がした。

			　

			　

			　それからのことは、よく覚えてない。

			　子供みたいに泣き喚いて、迷惑をかけてしまったことだけは覚えている。

			　だから、翌朝の挨拶は少し気まずかった。

			　いや、かなり気まずかった。

			　だが、それはイリアだけだったらしく、

			「あら起きたのね。おはよう」

			　と迎えてくれたアンナは、いつもと変わらない様子だった。

			「おー、お嬢。おはようさん」

			「なんですか、それ」

			　オリオンに若干冷めた視線を向けると、こちらもこれまでと変わらず「ははっ」と笑い、言葉を返す。

			「坊主じゃないからな。もう隠す気はないんだろ？」

			「それは、まぁ……」

			　今更という気がしたからだ。

			　なにより、あれほどのドヤ顔で披露しておいて、「恥ずかしいから」とまた姿を変えてしまえば、次に本当の姿を見せる時にもっと恥ずかしくなりそうだった。

			「アキも起きたことだし……って、この名前は本物か？」

			「あ……」

			　よく気付くなーと思ったイリアだが、姿を偽装して偽名を使わないというのも変な話か、と納得する。

			（でも名前……か）

			　僅かの逡(しゆん)巡(じゆん)。

			「……イリア」

			　まだ心の中に残っているしこりのようなものが、里での名前を口にするのを拒んだ。

			　彼女自身、不自然な名乗り方だったと思っている。

			「そっか。イリアな！」

			「可愛い名前じゃない」

			　だが、二人はそれを指摘しなかった。

			　自分のことを慮(おもんぱか)ってくれたのだろう、とはイリア自身も気付いていた。

			「じゃあ、一応いつも通り報告だけしてくるわ」

			　軽く散歩でもしてくるかのような調子で言って、オリオンは出かけた。

			　それを見送ったアンナは振り向き、「さて」とイリアを見る。

			「朝食は食べられる？」

			「あ、はい」

			「じゃあ座って」

			　言われるがままテーブルにつくと、アンナもまだ食べていなかったのか、一緒に朝食をとることになった。

			「昨日は聞きそびれちゃったけど……これからどうするの？」

			（これから……）

			　これからのこと。

			　これからの……生き方。

			　本心は自覚しても、踏ん切りがつかないイリアにアンナは言う。

			「決まってないなら、ゆっくりしていきなさい」

			　そんなことを、なんでもないことのように。

			　怖がらず、嫌わず、変わらず優しく接してくれることが嬉しかった。

			　その反面、甘えきっては駄目な気がすると自制する自分がいた。

			　答えられずにいるイリアを見て、アンナは緩(ゆる)やかな微(ほほ)笑(え)みを浮かべた。

			「あの人のクセ、あるじゃない？」

			　唐(とう)突(とつ)な話題の切り替わりに少し戸惑いながら、イリアは考える。

			　あの人……オリオンのクセ。

			「話しながら笑うこと……ですか？」

			「そう」

			　首(しゆ)肯(こう)し、窓の外に目を向けたアンナの表情は、少し悲しそうだった。

			「あれね、あの人の話を誰も聞いてくれないから、せめて自分が反応してやろうって始めたことなんだって。……あの人の生まれた環境って、かなり特殊だったから」

			　内容の意外な重さに、イリアは思わず目を瞬かせてしまう。

			「それがクセになった、ってことですか？」

			「そうみたい。最初会った時なんか酷(ひど)かったんだから。自嘲なのか人を蔑(さげす)んでるのかって思うくらい痛々しくて、見てられなかった」

			　今のオリオンを見ていると、想像できないというのがイリアの正直な感想だ。

			　だが、ここで嘘を言うとは思えず、また彼の境(きよう)遇(ぐう)を考えれば有り得ない話ではない。

			　言葉の続きを待つイリアに、視線を戻したアンナは朗(ほが)らかに笑った。

			「人は生き方も考え方も変われるけど、そのタイミングは人それぞれってこと」

			　だから、とアンナは言う。

			「だから、急がなくていい。イリア。あなたはこれからどうしたいか、ゆっくり考えなさい」

			　イリアは思う。

			　恐らくオリオンが変われたのは、時間だけでなく、アンナと出会ったからだろう。

			　自分もオリオンやアンナのように、本当に自分のしたいことをできるようになるだろうか。

			　

			　……戻れるだろうか。

			　

			　そうなったら、いいと思う。

			　昔のように単純には考えられないかもしれないが……そうなったらいいな、と思えた。

			「……はい。よろしくお願いします」

			「お願いされました。あ、ゆっくりって言っても、ちゃんと手伝ってもらうからね」

			　お茶目に笑うアンナに、不意に笑みが零(こぼ)れた。

			　……ちゃんと笑えた。

			　たったそれだけのことなのに、少しだけ、心が軽くなった気がした。

			　

			　

			「面倒なことになった」

			　帰って来るなり、オリオンはそう切り出した。

			「面倒なことって、魔物がいなくなったのに」

			「いなくなったからこそ、だな。昔、森の魔物に討(とう)伐(ばつ)隊が組まれたのは言ったよな」

			　お土産をテーブルに置きながら座ったオリオンに倣(なら)い、アンナとイリアもそれぞれの椅子に座る。

			「その時に持ち帰った草やら何やらが結構希少価値のあるものだったらしい。とはいっても、魔物が蔓延(はびこ)ってるし、それを討(とう)伐(ばつ)しながらってのは採算が合わないから、放置されてきた」

			　まさか。

			　そう思い眉(まゆ)を顰(ひそ)めたイリアに、オリオンは肩を竦(すく)める。

			「イリアの考えてる通りだろうよ。ま、簡単な話が、魔物がいなくなったから森の権利を主張しだす輩が出てきた、ってことだ」

			　近くの村に被害が出ても無視していたにもかかわらず、魔物がいなくなったとみるや権利を主張する。

			（欲深い奴はこれだから……って、ちょっと待って）

			　過った疑問に、思わず眉(み)間(けん)の皺を深くする。

			「じゃあ、アンナさんはどうなるんですか」

			「……まぁ、奴らのことだから、アンナが買った権利をうやむやにして追い出そうとするだろうな」

			「そんなの……！」

			　勝手すぎる。

			　今すぐぶっ飛ばしたくなったイリアだが、アンナたちの様子がそれに歯止めをかけた。

			　アンナは苦笑気味に笑うだけで、オリオンはバツが悪そうにするだけ。

			「……嫌じゃないんですか？」

			　国の決定なら、偉い人がそういえば、受け入れるしかないんですか？

			　そう言外に訊ねると、返ってきたのは「もちろん嫌よ」という肯定。

			「でも、逆らって失うものより、従って失うものの方が取り返しやすいのよね」

			　それは正論かもしれない。

			（だけど……）

			　これからだったのに。

			　ここで、まだ三人でいられると思ったのに。

			　そう思いながらオリオンに目を向けると、目に飛び込んできたのは頭を下げる姿だった。

			「……すまない。俺に少しだけでも実権があれば」

			　癖(くせ)も出ないほど、本気で悔(くや)しそうなオリオンの姿に、イリアはかける言葉が見つからなかった。

			　ピスクローザは女尊男卑。

			　特に政権を担う王族はその傾向が強く、男児が生まれても王家の血筋という以外なんの権利もなく、お飾りの生を全うすることになる。

			　守りたいのに、守れない。

			　王族として生まれたオリオンにとって、悔(くや)しくないわけがなかった。

			「……分かりました」

			　言って、イリアは立ち上がる。

			「イリア？」

			　心配そうに見上げる二人の視線を受けず、イリアは森を睨(にら)む。

			　言ってしまえば、拗(す)ねていた。

			「勝手に駆除されたんですから、勝手に増えることだってあるはずです」

			「は？　さ、さすがにそれは」

			「オリオンさんは全部見てたんですか？　魔物がどうやって倒されてたか」

			「そりゃ……、ははっ、確かに見てねーな」

			　二人には自分がやったと言ってしまったようなものだが、それだけでは証拠にならない。

			　ならば、やりようはいくらでもある。

			「ちょっと行ってきます！」

			　家を飛び出し、空へ。

			　記憶を掘り返し、目的の場所へと向かった。

			「……いた！」

			　タイミングがいいのか悪いのか、ちょうどギルド員のような集団に襲われている、偶(ぐう)蹄(てい)類に似た神(しん)獣(じゆう)、キャテゲァルのつがいを見つけた。

			「って、やばっ！」

			　加速しつつ下降しながら弓を生成し、ギルド員の集団から放たれた矢を射ち落とす。

			「ごめんなさいっ！」

			　気流を放つ弱めのダウンバーストで集団の動きを封じ、着地。

			　同時に集団とつがいを隔てるよう、岩の壁を生成する。

			「選びなさい！」

			『!?』

			　唐(とう)突(とつ)な展開に驚くのも無理はないが、交渉事は冷静にさせない方が有利なのだから、仕方ないと断じる。

			「このまま人間に追われる暮らしを続けるか、私に従って安住の地を得るか！　さぁ選びなさい！」

			『!?　!?　!?』

			「早く選んでってば！」

			　他にも回るところあるんだから！

			　性急な答えを求めるのであれば適度に攻撃が来た方が都合はいいが、今のところ矢が降って来る様子もない。

			　ギルドの面々も幻術対策はしていたが、実力的にはそれほど強いわけでもない。

			（もしかして、予想外の展開に攻撃するのを躊躇(ためら)ってる感じかな？）

			　そう考え、千里眼で壁の向こうを透視しようとした時だった。

			『あ、あなたは一体……』

			『何者だ……？』

			　こうして問答している時間も惜しいが、確かに判断材料は必要か。

			「本当に聞きたいのはそんなこと？」

			　そう念を押すと、雌(めす)の方が一歩先んじてイリアに問いかけた。

			『条件はなんですか。ただ従うだけでは判断ができません』

			「あなたたちのその力を応用して、人を追い払ってほしいだけ。他は……森の生態系を壊さない程度の食事にしてほしいってことくらいかな」

			『お前は我らをなんだと思っているんだ……阿呆なシカどもと一緒にするな』

			　心底不服そうな雄(おす)だったが、雌(めす)と顔を見合わせた後、イリアに近づき頭を垂れた。

			『我らは汝と契約を結ぼう』

			『言葉を違えぬ限り、我らの力をあなたに』

			　そう二頭が告げた直後、イリアの中に何かが流れ込んできた。

			　それは、彼らの知識。

			　幻術を行使する術(すべ)が、まるでインストールされたようにはっきりと思い描くことができるようになっていた。

			『おお……なんという力』

			『これは……、これでは、我らが一方的に施されることになってしまいますね』

			　彼らにも恩(おん)恵(けい)があった。

			　というより、むしろ彼らが受けた恩(おん)恵(けい)は計り知れない。

			　そんな反応を見て、イリアはひとり焦る。

			「契約って何!?」

			『なんだ。従えというから主従契約を結ぶのだとばかり思ったが、違うのか？　痛っ！　な、なにをする』

			『主に対しなんという口の利き方ですか。これではシカを馬鹿にできませんよ』

			　夫婦漫才を始めた二頭には悪いが、ほっこりした空気は後回し。

			「じゃあちょっとじっとしててね」

			『『　？　』』

			　二頭の足元に、岩風呂を作る要領で船を作る。

			　それを持ち上げ、

			『お、おお!?』

			　出荷。もとい出発。

			　そのまま森へと直送便。

			　

			『……主よ。主ほどの力があれば、我らであっても問題なく召(しよう)喚(かん)できたと思うのだが』

			　雄(おす)の方にそんなことを言われたのは、森に到着した直後。

			「あー、契約って召(しよう)喚(かん)の契約でもあるんだ」

			『知らなかったのか!?　あれほどの力がありながら、偏っているというか、ちぐはぐというか……』

			（しょうがないじゃん。最初から全部知ってる知識チートってわけじゃないんだし）

			　と思ったイリアだが、最初の貰うスキルを選ぶ際に【星の記憶】というものがあったのを思い出す。

			　彼女の記憶が確かであれば、知識を得るという内容だったはずだが、何の知識なのかを思い出せない。

			　そもそも、取得条件すらもあやふやだ。

			「うーん……」

			　悩んでいるイリアを、召(しよう)喚(かん)の件で考え込んでいると思ったらしい雌(めす)が補足した。

			『契約による召(しよう)喚(かん)は、魔力が遮(しや)断(だん)されない場所であればどこでも可能だそうです。ただ、喚ぶことができる相手の格は、術者の力量によって左右されるそうですが』

			「なるほど……詳しいんだね」

			　少し意外に思っていると、雌(めす)は首を振った。

			『語り継がれているようなものです』

			『契約すればこうなるから、安易に受けてはいけません、とな』

			　先人の知恵か、と納得する。

			「でも、召(しよう)喚(かん)したら還さなきゃいけないよね？」

			『いえ、召(しよう)喚(かん)と帰還は一組ではなく、同じ力を喚ぶことに用いるか、還すことに用いるかの違いだそうです』

			（ん？　あー……）

			　往復券ではなく、召(しよう)喚(かん)の片道切符。還す際には、もう一度同じ片道切符を使うことになる。

			「じゃあ、術者が帰還させなかったら歩いて帰るってこと？」

			『その通りだ。勿論、主の意思に反しての離脱は契約の強制力で難しいがな』

			「なるほどね……ありがとう。参考になったよ」

			　取り敢えず二頭には森で大人しくしてもらい、他の居住者を探しに向かう。

			　早速次の得物を見つけ、今回は召(しよう)喚(かん)すれば楽かなー、などと思っていたのも今は昔。

			「……どうやったら喚べるのか聞いてなかった！」

			　焦っているくせに楽をしようとした罰だろうか。

			　

			　急がば回れとはよく言ったものである。

			　

			　

			「帰りました」

			「おかえり」

			　森の家に帰ると、いつも通りに迎えてくれる。

			　……というわけにはさすがにいかず、二人の不安そうな視線に気付かない振りをして、椅子に座った。

			「……イリア。こんなことを言うのは筋違いだとは思うけどな、あんまり無茶なことは」

			「しませんよ」

			　返ってきた否定が意外だったのか、目を瞬かせるオリオンに向き直り、イリアは堂々と告げる。

			「倒したのはどこかの誰かですから。森に入ってくる不届き者を追い払うのも、どこかの誰かだと思いますよ」

			　その言葉に反応したのは、オリオンではなくアンナだった。

			「追い返す？　倒すじゃなくて？」

			（そっち!?）

			　予想外な心配の方向性に驚いたイリアだが、それはまだ彼女の言い訳の範(はん)疇(ちゆう)だった。

			「たぶんですけど、魔物を倒したどこかの誰かも、魔物じゃなければそこまで暴力的なことはしない、と思います、よ？」

			　たぶんね！　と胸中で誤(ご)魔(ま)化(か)す。

			　言い訳に誤(ご)魔(ま)化(か)しを重ねているとはいえ、イリアにとっては重要な要素だ。

			　なんでそんなことが分かるんだ、という設定がもう既にぐだぐだだが、二人としてもその点はもうどうでもいいらしい。

			「……ははっ。そっかそっか。なら好きにやっちまえ」

			「そうね」

			　いいの!?

			　と声にならない驚きで目を向けると、二人はいつもの調子に戻っていた。

			「……いいの？」

			　思わず聞いてしまったイリアに、二人は言った。

			「言ったろ？　何とかできるなら俺がやりたいくらいだって」

			「ごみ屑(くず)同然だったとはいえ、自分の権利だもの。いきなり出て行けって言われるのはね」

			　彼女自身単純だと思うが、二人の立場というか考えを聞いて、心が軽くなった気がした。

			　余計なことかもしれないという懸(け)念(ねん)で、気が重かった。

			　やることは変わらないが、やはりやるなら気持ちよくやれるに越したことはない。

			（本人たちの同意も得たことだし、思いっきり追い返してあげましょう！）

			　

			　

			『来たよっ！』

			『来た来たっ』

			　イリアの周りでぴょんぴょん跳ね回る、フェレットのような使い魔たちを一撫(な)でして、周囲に集まった様々な使い魔たちを見渡す。

			「さ、憐(あわ)れな侵入者たちを驚かしてあげましょう」

			　様々な声音の鳴き声が響き渡り、これも侵入者……調査隊の心胆を寒からしめたことだろう。

			　なにせ、彼らが森に入ってから、既に三日が経過。

			　その間ずっと彷徨(さまよ)い続け、肉体的にも精神的にも疲(ひ)弊(へい)しきっているからだ。

			　舐めきった装備と食料で来た彼女たちには、さぞ苦行だったことだろう。

			『しかし、我らやキュレムの幻術を森全体にかけるとは』

			「火と風の結石が手に入ったのは僥(ぎよう)倖(こう)だったね」

			　その二つの結石に幻術の呪文を刻むことで、時間制限付きではあるがその術を発動させることができる。森の家に施されたものと内容こそ違うが、似たものだ。

			　それを森のあちこちに配置し、幻術で視覚と聴覚を狂わせる結界を組んだ。

			「さて、どうなってるかな？」

			　千里眼で侵入者を探すと、彼女たちは尻もちを突き、恐怖に塗(まみ)れた表情で目の前の怪物を見上げていた。

			　八つの目を持つ首のない頭を持ち、丸太のような四つの腕にはへし折った巨木。

			　真っ青な身体は爛(ただ)れ、見る者に生理的、本能的な悍(おぞ)ましさを覚えさせる。

			　そんな怪物が、彼女たちの目の前に立ちはだかっている。――ように見せているだけ。

			　そんな怪物は、ただの幻術。

			　イリアの目には、『怖いだろー』とはしゃぐ小さな子熊に成人女性の集団が恐れ戦(おのの)いている、とても滑(こつ)稽(けい)な光景しか映っていない。

			　勿論、幻術と見抜かれないよう演出つきだ。

			　幻術の怪物が腕を振るのに合わせ、地面を弾けさせ、轟(ごう)音(おん)を響かせる。

			（ばっちり練習の成果が出てるね！）

			　そして、逃げようとする者の先を封じるように、第二、第三の怪物が現れる。

			　それも勿論幻術で、正体は子狼と子ぎつね。

			　その後もぞろぞろと集まってくる怪物に、侵入者の精神は限界のようだった。

			「じゃあ行きますか」

			　締め、ということでイリアが向かう。

			　当然普段の姿ではなく、偽装して。

			　彼女自身が赴(おもむ)くのは、即興が効くことと、なにより普通に言葉が伝わるからだ。

			　今回偽装する姿は、人間ではなく恐ろしい怪物。

			　ということで、下半身は蛇(へび)に。

			　上半身は骨の浮き出た巨人の雄(おす)で、背中からはボロボロに崩れかかった蝙(こう)蝠(もり)の羽を四対。

			　腕は異常に長く、羽と同じく崩れかかった、しかしヒトと分かる形の顔に角を加える。

			（イメージは悪の総本山、サタンです！）

			　動きづらいなーと内心で愚(ぐ)痴(ち)りながら進むと、現場に到着。

			『新たな侵入者と聞いてみれば、かように小さな虫だとはな』

			　勿論声も変え、不快感と恐怖を煽(あお)るおどろおどろしいものに。

			「い、いのちだけは……」

			　かなり見ていて痛々しい状態だが、何とか気絶せずにいる者の一人が命乞いを始める。

			　可哀そうになってしまったのか、周りの使い魔たちは既にはしゃぐのをやめていた。

			　適度な静けさで話しやすく、ちょうどいいと思うことにした。

			『この森にすみ着いていた脆(ぜい)弱(じやく)な魔物どもを排除したのだ。同じように我が住処を荒らす者を生かす道理がどこにある？』

			「そ、それは、ちがいます！　知らなかったんです!!」

			「私たちは、命令で、しかたなく……！」

			　意識のある全員がそれに同調する。

			　もう、完全に心は折れていた。

			（なら長引かせる必要はないね）

			　ということで駄目押し。

			『愚(おろ)かな!!』

			　叫びながら地面を殴る。

			　同時に生成した巨大な武器が、爆音とともに地面から生えてきたように見えただろう。

			　それの一つを手に取り、侵入者たちの間近に突き刺す。

			「ひぃいぃ!!」

			『これは警告だ』

			　恐ろしい顔を近づけながら、語りかける。

			『帰り、主に伝えよ。我の住処を争うとするのならば次はない、とな。もう知らぬとは言わせぬ』

			　無心で首を縦に振り続ける彼女たちには悪いが、もう少し付き合ってもらう。

			　いつも彼女がいるわけではないのだから。

			『いや、今後訪れた際には、我が配下どもに歓迎させよう』

			「――ッ!?」

			『虫とはいえ、その死に様には束の間でも愉悦に足ろう。フフフ、フハハハハハ』

			　悪役のような笑い声とともに踵(きびす)を返し、使い魔たちとその場を離れる。

			　完全に彼女たちから離れたところで偽装を解除。

			「さーてどんなかな？」

			　千里眼で動向を探ると、慌てて逃げだす姿を見つけた。

			　それに合わせて使い魔たちに結石を解除させ、結界を解く。

			　これで迷わず帰ることができるだろう。

			　もし抜け出すことができなくとも、気を失っているところを運べばいい。

			「終わり終わり！　みんな、お疲れ様。あとは約束通り好きにしていいよー」

			　そう声をかけると、さすがに疲れたのか、休む者、喜びはしゃぐ者や駆けだす者など、各自が思い思いの行動をとり始める。

			　纏(まと)わりついてきたフェレット似やら狼似、狐似の使い魔をモフっている間も、誰もがその場から離れようとはしなかった。

			　使い魔たちと戯れてる間に、いい時間になっていることに気付いて慌てて立ち上がる。

			「あ、そうだ。私もう帰るけど、契約解除したいって子はいる？　……って」

			　言い切る前に、ほとんどの使い魔が走り去ってしまった。

			　何？　接待タイムは終了ってこと？

			　そんなふうに凹んでいると、双子のフェレット似の使い魔がイリアを見上げていた。

			『みんなそれは嫌だと思うよ』

			『むしろ、そろそろ名前つけてほしいよねー』

			『『　ねー　』』

			　そうはいっても強(ね)請(だ)るつもりはないのか、ひとしきり撫(な)でるとその二匹も走り去った。

			「……バレてたかな」

			　彼らに名前を付けなかったのは、情が移るのが嫌だったから。

			（もしかして、名前を付けてほしくてみんなこの場に残ってたってこと？）

			　そう思うと、嬉しい反面、契約しすぎて名前を考えるのが大変そうだった。

			「ま、いっか」

			　大変でも、嫌じゃない。

			　

			　どんな名前にしようかと考えているうちに、家に到着。

			「帰りました」

			「おかえりー」

			「どうだった？　……って、聞くまでもなさそうだな」

			　オリオンの言葉が一瞬分からなかったイリアだが、すぐに自分が笑ってることに気付いた。

			　でもこれは使い魔たちのことを考えていたからで――

			　そう言い訳しようとして、ようやく気付く。

			　

			　笑えていた。

			　――あの人たちを追い払った後も、私、笑えてたんだ。

			　

			　今回と、これまでとの違い。

			　そんなものは、考えるまでもないことだった。

			　今回も、イリアは自分がしたいことをしただけだった。

			　だがそれは、イリア自身のため、だけではない。

			　

			　アンナとオリオン……二人のために、したいことだった。

			　

			　今までのように、見て見ぬ振りをしたり、誤(ご)魔(ま)化(か)したりしていない、本心から自分がしたかったことだったから。

			　だから、なのだろうか。

			（でも……）

			　でももし、それが単なるお節介だったら？

			　もし、状況が悪化することになったら？

			　

			　誰かのためと行動して、二人のように笑顔で迎えてくれなかった時……自分は笑えているだろうか。

			　次もまた、同じような行動ができるだろうか。

			「取り敢えず、座りなさい」

			　思考の沼に入りかけたイリアを、アンナの優しい声が引き戻す。

			　

			　――ゆっくり考えなさい。

			　

			　そう言われた気がして、

			「……はい」

			　その足は、自然といつもの椅子に向かっていた。

			　

			　それからは、畑を耕(たがや)したり、オリオンがもってきた食材でおかずやスイーツなんかを作ったり、森で使い魔たちと戯れる毎日を過ごした。

			　たまに来る魔物は使い魔たちの狩り(レベリング)にしてみたり、たまに街に出てオリオンと適当なギルドの依頼をこなしてみたり。

			　下手をして、オリオンと一緒に怒られたり、悪戯(いたずら)をした使い魔と一緒に怒られたり……。

			　以前とも少し違う、平和ながら退屈ではない毎日。

			　一応とはいえ警戒していたイリアだが、森に入ろうとする者は現れなかった。

			　オリオンが聞いた話では、森には魔物より強い怪物と、それを統べる魔神がいるという話になっていた。

			　邪神ではなく魔神なのは、魔物（怪物）を配下にしていたからだ。

			　邪神は魔物と群れない。

			　意外な形で新しい情報が入るものだと、少し感心したイリアだった。

			　そして、アンナの言う通り、イリア自身の悩みはゆっくり考える必要があった。

			　少し焦りすぎてたのかもしれない。そう考えられる程度には、自省することができた。

			　それからは更に、森で過ごすゆっくりとした時間の中で、今までのことを整理して、自分自身と向き合い、物事を考えることができた。

			　同時に、街で依頼を熟(こな)したことも、色々な検証や事例に触れることができ有意義だった。

			　無論いいことばかりではなかったが、それも「そういうこともある」と冷静に見ることができるようになった。

			　……そんな日々も、少しずつ終わりは近づいてくる。

			　

			　

			　イリアが変装を解いてから、何度目かの冬を迎えようとしていた。

			「うん。今年はいっぱい穫れたね」

			　そう力なく笑うアンナは、寝台の上。

			「献立が増やせそうですね」

			　彼女の体質……といえばいいのか。

			　この世界に迷い込んでしまった彼女の身体には、この世界の空気は毒のようなもの。

			　そのせいで、倒れたり、寝込んだりすることが増えていた。

			　回復魔術も、滋養強壮にいい食事も効果はその場しのぎ程度。

			　日ごとに顔色を悪くするアンナだが、彼女はいつも、笑顔だった。

			　苦しいはずなのに。辛くないわけないのに。

			（……苦しい顔を見せたら、私たちが悲しむから、かな）

			　苦しいなら、そう言ってほしい。

			　辛いなら、そう言ってほしい。

			　言っても何も変わらないとしても……それでも、頼って欲しかった。

			　アンナが、イリアにしてくれたように。

			　

			　力になりたかった。

			　

			（……そう思うのは、欲張りなのかな）

			　アンナの寝室から食器を片付けていると、手招きするオリオンがいた。

			　招かれるまま玄関を出て、脇のテラスに座る。

			　オリオンが淹れたのか、温かいお茶が少し冷える夜に白く湯気をたてていた。

			　初めはお互いに何も語らず、お茶に一口つけてから、オリオンが口を開いた。

			「ありがとうな」

			　唐(とう)突(とつ)な感謝の言葉の意味が分からず、困惑したイリアに彼は続ける。

			「ずっとアンナが笑っていられるのは、お嬢のおかげだ……イリア」

			「……なんですか、急に」

			　縁起でもない。

			　そんな思いから、茶化すようなことを口にしてしまう。

			「それを言うなら、オリオンさんこそじゃないですか。結婚しちゃえばいいのに」

			「ははっ。断られた男がそう何度も口にできるもんでもねぇよ」

			「え」

			　断られてたんだ……。

			　初めて知った事実に驚いていると、オリオンは「ははっ」ともう一度笑った。

			「それはまぁいいさ。いや！　よくねぇけどな！」

			　冗談めかすように言ってから、宙を仰(あお)ぐ。

			「……あいつは優しいからな。俺じゃ、最後の一歩は踏み込めない」

			「……最後の一歩」

			「ああ。だから、イリアには感謝してる」

			　

			　ありがとな。

			　

			　そう言って、オリオンは笑った。

			　

			　オリオンと別れ、部屋に戻ってからも、先程の彼とのやり取りが、頭からはなれなかった。

			　受け取るだけじゃなかった。

			　自分も何かができていたのだとしたら、嬉しい。

			　そう思う一方で、オリオンの話は納得できなかった。

			　イリアが来るまで、彼女を支えてきたのは紛(まぎ)れもなくオリオンだ。

			　イリアが居ついてからだってそうだ。

			　時折オリオンに見せる笑顔が、イリアに見せる笑顔と違うことくらい、イリア自身にも分かった。

			　それは家族に見せるものではなく、もっと――、

			「イリア？」

			　アンナの声に、イリアは意識を引き戻す。

			「ううん、なんでもない。あ、そろそろできたかな」

			　竈(かまど)から取り出したのは、芯をくりぬきバターと蜂蜜を入れて焼いた焼きリンゴ。

			　りんごは街で売っていたものを、収穫した野菜との物々交換で手に入れた。

			　物々交換なのは、イリアが依頼を熟(こな)して稼いだお金で買ったものでは、あまり喜んでくれないからだ。

			「もうそんな季節なのね……。うん、美味(おい)しい」

			　料理と呼べるほどの手間はかかっていないが、喜んでもらえるのは嬉しかった。

			「……さて、と」

			　一息入れるようにナイフとフォークを置き、アンナはイリアを見る。

			　苦笑交じりの表情で。

			「何か言いたいことがあるんじゃない？　それとも、聞きたいことかしら」

			　バレバレか。

			　なら仕方ない、と頭を切り替える。

			「オリオンさんのこと、どうして受け入れないのかなって……」

			　やっぱり、余計なことなんだろう。

			　そう思うと、言葉尻は窄(すぼ)んでしまう。

			　そんなイリアを見て、アンナは小さく笑った。

			　そして、察しが悪いと落胆するわけでもなく、かといって曖(あい)昧(まい)に誤(ご)魔(ま)化(か)すわけでもなかった。

			「私は、もう長くない」

			　そんなことない。

			　そう叫びたかったけど、そんなものはただの願望でしかない。

			　だから必死に飲み込んで、言葉の続きを待った。

			「私もあの人が好きよ。でも……ううん。だからこそ、これ以上あの人を縛(しば)りたくない」

			　縛(しば)る。……心を、縛(しば)る。

			　その感覚は、分かる気がした。

			　勿論それは、悪い意味で、だ。

			「あの人と私の立場なら、きっとあの人は、家を捨てることになる。そうしたら、私の家名を名乗ることになるんでしょうね。……そして、私がいなくなった後、あの人に好きな人ができても、きっとそれに縛(しば)られる」

			　

			　――あの人は、優しいから。

			　

			　そう言った彼女の微(ほほ)笑(え)みは、少し寂しそうに見えた。

			　ただ、その後浮かべたのは意地悪そうな笑顔だった。

			「手に入れて満足させなければ、ずっと忘れずにいてくれるかな？　……なんて思ったりもするんだけどね」

			「……それは忘れませんね」

			「そうかしら」

			　手に入れて満足する人だとも思えませんけどね。

			　そんなふうに軽い冗談で笑い合った後、アンナは遠くを見遣る。

			　その先には、オリオンがいるのだろうか。

			「……忘れずにいてくれたら嬉しい。でも、新しい幸せを見つけてほしいと思ってるのも本当。……私のことを考えて、じゃなくて……あの人自身がしたいように……ごほ、ごほっ」

			「アンナさん……！」

			　駆け寄ったイリアに、大丈夫、というように、アンナは手で制する。

			「……私に縛(しば)られるんじゃなくて、自分がしたいようにしてほしい。その結果、忘れずにいてくれたら、そんなに嬉しいことはないわ」

			「……アンナさん」

			　そう呟(つぶや)くしかなかったイリアに、アンナは「貴女も」と微(ほほ)笑(え)んだ。

			「貴女にも、自分のしたいように生きてほしい。そんなに可愛いんだもの……辛そうな表情なんて、似合わないわ」

			　でも、とアンナはイリアを撫(な)でながら、続ける。

			「イリア……。貴女が本当の名前を名乗るのが辛いなら……私の名前……シュルツをあげる」

			　やっぱりバレていた。

			　でもそこに羞恥心や体裁の悪さはなく、ただその言葉の意味が知りたかった。

			「アンナさんの……？」

			「そう。貴女という存在を、他ならない貴女自身が認めてあげられないなら……私が認めてあげる」

			　自分の奥底にあった意識を言い当てられて、感じたのは……罪悪感だった。

			　そこまでしてもらえる人間じゃない。

			　

			　怒りに任せて人を殺した。

			　助けられる人を助けなかった。

			　

			　そんな資格なんかない。

			　それは、なにより自分がよく知ってる。

			　だから……、

			「私は……」

			　いつの間にか流れていた涙をぬぐって、アンナはイリアを抱き寄せた。

			「言ったでしょう。今受け入れられないなら、今はそれでいいの。ゆっくり考えなさい。……それまでは、私が貴女を認めます」

			　

			　――大事な大事な、娘だもの。

			　

			　そう囁(ささや)かれて、もう駄目だった。

			　嬉しくて、

			　でも、申し訳なくて、

			　ぐちゃぐちゃで訳が分からない気持ちが溢(あふ)れ出すように、気付けば涙が流れていた。

			　そんなイリアをあやすように、アンナは彼女を抱きしめる。
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			　……いつまでそうしていただろう。

			　いつの間にベッドに戻ったのかも曖(あい)昧(まい)だが、気付けば夜になっていた。

			　部屋を出ると、アンナが台所に立ち、夕食の準備を始めていた。

			　まだ体調が悪いのに。

			　慌てて駆け寄り、エプロンを着ける。

			「手伝います……、…………お母さん」

			　ぎこちなく、たどたどしくなってしまったイリアの言葉。

			　アンナは少しだけ目を瞬かせたけど、すぐにいつもの調子に戻り、

			「ええ。お願いね、イリア」

			　そう言って、笑った。

			　その場にいたオリオンは特に反応もなく、それは意外だった。

			　そしてそんな気恥ずかしさも、心の充足感には……幸福感には敵わず、顔が綻(ほころ)びそうになるのを堪えるのは大変だった。

			　

			　アンナがいて、オリオンがいて、自分がいる。

			　いつもの食卓に、いつもの笑顔。

			　

			　だけどその日は……少しだけ、いつもより暖かく感じた。

			　

			　そしてその数日後。

			　アンナは、眠るようにして、息を引き取った。

		

	
		
			第４章　旅立ちの日。そして、

		

	
		
			　家からそう遠くない場所に、アンナのお墓を建てた。

			　形式に則(のつと)る葬式も供養もない、オリオンとイリアだけで見送ったお葬式。

			　いや、彼女たちだけではない。

			　使い魔たちも、悼(いた)むようにして目を伏(ふ)せていた。

			　怒られても、叱られても、愛されているのだと分かっていたのだろう。

			「俺はこれからも、ここで暮らすつもりだ」

			　だから、お墓のことは任せろ。

			　そう言外に言って、オリオンはイリアに訊ねる。

			「お嬢はこれからどうするんだ？」

			　お墓に立ち膝で祈るのをやめ、立ち上がる。

			　これからの自分。

			　彼女自身がしたいこと。

			「……私は、色んな所を回ってみようと思います。色んな世界を見てみたいし。……それに、私なりの居場所を見つけられるかなって」

			　アンナがいるからという理由ではない、別の理由で、イリア自身がいたいと望める場所。

			　取り敢えずは、平穏無事にいられる場所、というところだろうか。

			　その点でいえば、ここは魔神の噂など、よく分からないことになってしまっている。

			　ただ、世界を回りたい理由はそれだけではない。

			「あと、蘇生の魔術とか、探してみようかなって」

			「お嬢……」

			「アンナさんを生き返らせたいってわけじゃないんです。……ただ、その方法を知ってるっていう安心感がほしいだけなんです。……だから、心配しないでください」

			　声音にも感じたオリオンの不安を、言葉にしてしっかりと否定する。

			　勿論、アンナの死が悲しくないわけではない。

			　悲しく、もっと一緒にいたいと思った。

			　あの毎日が、ずっと続けばいいと思っていた。

			　……だが、それを彼女は望まないだろう。

			　死の間際まで、笑っていた彼女だから。

			　自分のために、なんてことで、イリアやオリオンの意思を縛(しば)りたくないという、優しい人だから。

			　彼女が眠っているから、なんて理由でここに残れば、きっと怒るだろう。

			　彼女を生き返らせたい、なんて理由で世界を駆けずり回れば、きっと悲しむだろう。

			　

			　――そんな、アンナさんのためにならないことを、私はしたくない。

			　

			　それが、今のイリア自身がしたいこと。

			　ここで見つけた、本当の気持ち。

			　

			　――〝誰かのため〟を除外しない、正真正銘、〝私自身がしたいこと〟だから。

			　

			「私、行きますね」

			「……ああ。元気でな」

			「オリオンさんも」

			　

			　――アンナさんも。

			　

			　二人に別れを告げて、イリアは一人歩みだす。

			　存在を偽ったどこかの誰かではない。

			　イリア・シュルツとして、この世界へ歩みだす。

		

	
		
			終章

			　

			　数年ぶりに訪れた森は、先の騒動などなかったかのように、彼女たちを迎え入れた。

			　薬草の生えている場所。

			　無茶をして傷付けた地面や樹。

			　そして、森の中に佇(たたず)む家。

			　小さな記憶が甦る度に、心がじんわりと温かくなる。

			「おう、来たな」

			　彼女たちを迎えたのは、勿論オリオンだ。

			　荷物を置くために一旦家の中に入ると、一層懐かしさで胸がいっぱいになる。

			　それと同時に感じたのは、そこはかとない生活感。

			　そこからは迎い入れるために急ぎ整えたのではなく、常日頃からオリオンがこの家を使っていることが窺(うかが)えた。

			「迷わなかったか？」

			「そんなわけないでしょ」

			「ははっ。それもそうか」

			　そんな世間話をしつつ向かったのは、森のただ中にあって僅かに開けた場所。

			　墓石とその周囲は、相(そう)応(おう)の年月を感じさせるが、しっかりと手入れが行き届いていた。

			「……？」

			　さすがに理解できるはずもなく、ハクは首を傾げてイリアを見上げる。

			「これは、アンナさんの……私のお母さんになってくれた人のお墓だよ」

			　花を添え、手を組んで黙(もく)祷(とう)する。

			（ただいま。お墓参りに来なくて、ごめんなさい）

			　ここを発って世界を回ったこと。

			　ギルドの受付として働いていること。

			　ハクのこと。

			　報告したいことは数え切れなくて、一気に捲(まく)し立てようとした自分に苦笑する。

			　これ以上は次の機会にしよう。そう考え目を開くと、横ではハクがイリアの真似をして、墓石に祈りを奉げていた。

			　その姿がいかにも愛らしく、その頭を撫(な)でていると、木々の間から顔を見せた者たちがいた。

			　ここで暮らしている使い魔の、子供たちだろうか。

			　それに気付いたハクも、彼らと同じく興味津々と目を輝かせる。

			「遊んでくる？」

			「うんっ！」

			　とてとてと走り出したハクを見送るイリアに、子守りでもしようと続いたオリオンが「そうだ」と振り返る。

			「どれくらい、いられるんだ？」

			「うーん……けっこう長くなるかも？」

			　なんだそれ、と笑ったオリオンに、イリアもまた笑った。

			「だって、アンナさんが好きだったもの、色々作んなきゃ」

			　お供えといえば、やはり故人の好物だ。

			　まずはパン。

			　それから、ソーセージに、パスタにシュトーレン。

			　好物だけでなく、一緒に作った物を作りたい。

			　今でもイリア・シュルツと名乗っていることに、アンナの期待を裏切っているのかも、甘えきっているのかも、と少しだけ罪悪感はあるけれど。

			「今日は何を作ろっかなー」

			　この場所でなら、堂々と彼女の娘でいられる。そう思えた。

			　そんな折、

			　

			　――ゆっくりしていきなさい。

			　

			　不意に聞こえたのは、いつか聞いた彼女の言葉。

			　振り返って墓石を見ても、当然ながら変化はない。

			　

			　記憶と混同した幻聴、だろうか。

			　

			　それでもいい。

			　イリアはそう思う。

			　アンナと過ごした記憶がイリアの中にあり、今確かに感じている心の温かさがあれば、それでよかった。

			　口元を伝う手が示す、自分の顔。

			　

			　思い出して浮かべるその顔が、確かに笑顔なのだから。
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